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　序幕





　リョウは赤あか煉れん瓦がの壁に挟まれた、細い路地を走る。

　昨日、一日降り続けた雪がようやくやんで、今日はすっかり晴天。

　もうじきやってくる春を予感させるような暖かい日差しが、降ったばかりの白い雪を宝石のように輝かせている。

　路地の真新しい雪には、もう足跡が幾筋もついていた。リョウの仲間たちの足跡だ。

　本当はもっと早く来たかったのだが、すっかり出遅れてしまった。

「早くしないと、コロポックルの時間になっちゃう」

　リョウはポケットに絵の具のチューブが入っていることを確認しながら、白い息を吐いて路地を駆け抜ける。

　やがて仲間たちの歓声が聞こえてきた。

　狭く薄暗い路地の出口。暖かい日が差し込んでいるその向こう側に、リョウは飛び込んだ。

「うわぁ、今日はたくさん来てるなぁ」

　そこは大きくて古い倉庫の壁で三角に囲まれた、大人たちが忘れた、子供たちだけの秘密の遊び場。

　なにもない広場だったが、冬の間は降り積もった雪が子供たちの遊び道具だ。

　踏み固められカチカチに凍りついた雪は、即席のスケートリンク。

　もちろん、スケート靴なんて持ってきている子供はいない。勢いよく駆けて、靴でつるつるになった地面を滑走するだけだ。

　それでも長く滑るには、適度な助走とバランス感覚が重要。

　子供たちはつんのめったり、尻しり餅もちをついたり。そのたびに笑い声が広場に響き渡る。

　一方、この前、広場に集まった子供たちが団結して作った大きな雪だるまは、いまは雪つぶての標的となっていた。

　広場の端から、何発命中させられるか、男の子たちが勝負をしている。

　剛速球が自慢の子供が、高得点の雪だるまの頭部に三連続命中させて、仲間たちの喝かつ采さいを得ていた。

　雪の中、滑ったり、転んだり。

　リョウもすぐにみんなの輪に入りたかったが、その前にすることがあった。

　ここは高い壁に囲まれた広場なので、日が陰るのも早い。

　日の短い冬の季節ならばなおさらのことだ。

　リョウが到着したときには、すでに広場の片隅に残り火のように日差しが細く照らしているだけだった。

『広場が影に覆われたら、家に帰らないといけない』

　それは昔からずっと子供たちに伝えられ、守られてきた決まり。

　なぜなら、夜の広場はコロポックルたちのもの。いつまでも残って遊んでいると、コロポックルになってしまうといわれている。

　あまり時間がないと思い、リョウはあわてて広場の壁を見て回った。

　雪がうっすらと被かぶる壁には、無数の手形がつけられてあった。

　色とりどり、形も様々。

　リョウが年上の友達に連れられて、初めてこの広場に来たときには、もうこの手形はあった。その年上の子が初めてきたときにも、いやたぶんリョウの父親たちがこの広場で遊んでいたときにも、この手形はあったのだろう。

　それは時代を超え、世代を超え、ずっと受け継がれてきた手形。

「ここがいいかな？」

　時間をかけて探した末、ようやくリョウは満足のいく場所を見つけた。

　さっそく壁に吹きついた雪を手で払おうとしたが、気づくと、いつのまにか広場の子供たちの歓声が小さくなっていた。

　リョウが振り向いてみると、広場の隅に残っていた最後の日差しが消えていた。

　空はまだ明るいが、この広場はすっかり影に包まれてしまった。

　と、同時にいままでの騒がしさが嘘うそのように、広場に静けさが忍び寄る。

「もうそろそろ帰らないと」

「そうだね」

　仲間たちの声が聞こえる。

　リョウは少し焦って壁から雪を払い続けた。

「お～い、帰るぞ！」

　みんなは連れだって外に通じる路地の前に立ち、まだ広場に残っているリョウに声をかけてきた。

「ちょっと待ってて！」

「早くしろよ。おまえ、コロポックルだぞ」

「だから、ちょっと待ってよっ！」

　リョウがなかなか帰ろうとしないのにしびれを切らしたのか、路地の前にいた子供たちが集まってきた。

「なにしてるんだよ？」

「手形をつけるんだ」

　リョウは壁のほうを向いたまま答える。

「なんかあったのか？」

「うん、市の絵画コンクールで優勝したんだ」

「ホントかよ。すげ～なっ！」

「やったな。賞状もらったのか!?」

「もらったよ。こんな大きなやつ」

　ようやくリョウはみんなのほうを振り向いて、少し誇らしげに両手を広げて見せた。

「おお～っ！」

　ようやく壁の雪を払い終えたリョウは、ポケットから取り出した絵の具のチューブを絞り出し、自分の手のひらに塗りつける。

「よ～し、つけるよ」

　友達にはやし立てられながら、リョウは壁の空いている場所を探して、ぎゅっと緑色の手を押しつけた。

「これでよしっ！」

　また、この広場に新たな手形が増えた。

　古い煉れん瓦がの壁に、真新しい緑色の手形。

「おっ、いい感じ」

「リョウは絵もうまいから、手形もうまいな」

「うまい、うまい」

　子供たちは口々に緑の手の少年を誉ほめる。

　緑色の手形に込められたリョウの思いが、他ほかの子供たちにも伝わってきた。

　リョウがどんな絵を描いたのか。

　大きなホールに飾られた自分の絵に、ピカピカの金色のリボンがつけられていたときの感激がどれほどのものだったか。

　偉い人から大きな賞状をもらったとき、どれだけ緊張したか。

　そんなリョウの気持ちが、その緑色の手形を通じて、他ほかの子供たちにも伝わっていく。

　言葉や文字よりも、もっと感覚的なイメージとなって見る者の心に訴えかける。

　幼い頃ころ、子供たちは手を見て育つ。

　最初に見たのは、母親の手のひら。

　それから、頭を撫なでてくれた父親の手のひら。

　いつも自分に優しく差し伸ばしてくれる、大人たちの手のひら。

　そして、友達の手のひら。それは、楽しく手を握るときもあれば、拳げん固このときもある。

　手は言葉よりも雄ゆう弁べんに、気持ちを伝えてくれる。

　人が言葉を持つ前に、すでに得ていた己の意思を他人に疎通させる力。

　この広場――『コロポックルの広場』に集う子供たちには、その力がいまだ受け継がれていた。

　子供たちは手形で、自分の気持ちをコミュニケートすることができる。

　言葉よりも、文字よりも、よりストレートに――まさしく、それは以い心しん伝でん心しんという表現が相応ふさわしい。

「リョウ、そろそろ帰ろう」

「帰ろ、帰ろっ！」

　すっかり広場は日陰に包まれてしまっている。もう、コロポックルの時間だ。

「よしっ、最後のやつはコロポックルだからなっ！」

「急げ、ダッシュだ！」

　少し遅れてくるリョウをはやし立てながら、子供たちは駆け足で広場を去っていく。

　あれだけ騒がしかった広場は、伸びてくる影とともにやってきた夜の訪れによって、物音ひとつない静けさに包まれた。

　残されたのは、壁につけられたたくさんの手形。

　ずっと昔の手形。

　先週つけられた手形。

　そして、今日つけられた手形。

　誰だれもいなくなった広場を、ひっそりと見守るように、そんな手形たちは語りかけるべき相手を待ち続ける。

　明日もまた広場は子供たちの歓声に満たされることだろう。

　それまでは、しばしの静寂。

　しばしの静寂……



    

  









    
      

第一幕　尋ね人はドッペルゲンガー





　空港から出れば、そこは北の大地、北海道。

「いいなぁ、このさわやかな夏の日差しと、気持ちの良い風。都会の夏とは大違い！」

　温暖化だヒートアイランドだなどといって、年々、比ひ喩ゆで無しに殺人的になってくる猛暑も、まだこの北の大地までは魔の手を伸ばしていない。

　北海道を旅行するには、夏こそが最良の季節である。

　大学二年生の坪つぼ井い美み千ち恵えは、夏休みを利用して、地元の街から各地を転々と北上していくという一人旅をしていた。

　そして、その旅の終着地こそが、この北海道のとある街であった。

　もっとも、この街は美千恵にとって初めて来た土地ではない。

　実のところ、小学五年生まで、美千恵はこの街に暮らしていた。

　なぜそんな昔住んでいた街にわざわざやってきたのかといえば、それはある人物を探すためだった。

　いや、正確にいえば、それは人とはいえないかもしれない。

　尋ね人とは――ドッペルゲンガーと呼ばれるもの。

　ドッペルゲンガーとは自分と同じ姿をした、もうひとりの自分のことを指す名前だ。一説によれば、ドッペルゲンガーに会った人は死期が近いといわれ、それは不吉の象徴ともされているが、幸いなことにこれまで美千恵自身にはなにも不幸なことは起こっていない。

「あれと会ったのは、私が引っ越しする直前だから……ここに帰ってきたのは、もう八年、いや九年ぶりなのかな？」

　空港から美千恵が住んでいた街までは、まだちょっと距離がある。

　さっそく美千恵は、街へと向かう連絡バスに乗り込んだ。

　賑にぎやかな観光客グループや、スーツ姿のビジネスマンに紛まぎれて、ひとり座席に座る。

　なんだか車内で自分だけが浮いているような気がして、美千恵は外に見える穏やかな海を眺め続ける。

　ほとんど変化の無い外の景色をぼんやり見ていたら、無意識のうちに昔のことを思い出していた。

　美千恵が出会ったドッペルゲンガーは、黒っぽくて小さかった気がするが、それでも間違いなくそれは自分と同じモノだった。もっとも、それがドッペルゲンガーと呼ばれるモノだと知ったのは、出会った記憶がだいぶ薄らいでしまった高校生になってからのこと。

　そんなことを考えていると、ほんの二十分で、バスは目的の街へ到着した。昔のことをゆっくり思い出す暇もない。

　しかし、ここからはなんの予定も無い一人旅だ。時間だけはたっぷりある。

「だけど、どうやって探そうかな？」

　街の中心である駅前に立って、美み千ち恵えは苦笑しながら呟つぶやく。

　尋ね人とかいってはいるが、本心をいえば、そんなもの見つかるとは思っていなかった。

　以前は、心理学に関する本から、オカルトじみた怪しげな本まで読み漁あさり、高校になってからはインターネットも利用して、ドッペルゲンガーの情報を広く集めたりもしていたが、最近ではすっかり興味を失っていたというのが本音だ。

「……そういえば、あのサイトは残ってるのかな？」

　美千恵は、高校生のときドッペルゲンガーの情報収集に利用していた携帯サイトにアクセスしてみた。

「あれ、つながらない。閉鎖しちゃったのかな？」

　昔の思い出がひとつ消えたようで、少し寂しい気持ちになったが、せっかくこんなところまで来て、いつまでも携帯電話などをいじっている場合ではない。

「とりあえず、路面電車に乗ろうかな」

　山からなだらかに海へと続く斜面にあるこの街には、とにかく坂が多い。どこへ行くのにも、坂道か階段を通らねばならない。

　そんな街をゆっくりと横断して走る路面電車は、ここの名物のひとつでもある。あてのない一人旅の美千恵にとって、ぴったりの乗り物に思えた。

　路面電車の駅は、広い道路の中央にぽつりとある。両側には自動車が走っているというのに、こんなところに電車の駅があるというのはちょっと奇妙な感じがして面白い。

　やがて分厚く切ったカステラのような形をした路面電車がこちらに走ってきた。

「なにあれ、遅っ！」

　その路面電車は、思わず笑ってしまうほどゆっくりした速度。

　のんびりした動きでようやく駅に停車した路面電車に、美千恵は乗り込む。

　車内は少し薄暗く、電車というよりバスのような感じ。観光客から地元の人までいろいろ乗っており、ちょうど席に座れないぐらいの微妙な混雑具合だった。

　美千恵は座席脇わきにある手すりにつかまって、外の景色を眺める。

　何台もの自動車に軽々と抜かれながら、実にマイペースな速度で電車は走る。

　街並みにぽつりぽつりと見える西洋風のとんがり屋根をした建物は、ずっと昔に遠い外国との貿易が栄えていた頃ころの名な残ごり。

　時折、ちらりちらりと見える海には、たくさんの船が停泊する港と、いまは稼働していないらしい大きな造船所。

　そして、赤あか煉れん瓦が造りの大きな建物が並ぶ、古い倉庫街。

　そんな異国情緒豊かな景色を求めて、この街には観光客がたくさんやってくる。その名を聞けば、誰だれもが知っているほどの有名な観光地だ。

「久しぶりなんだし、ゆっくり楽しめばいいか……」

　ドッペルゲンガー探しに来たというのは、一人旅の口実のひとつ。

　美み千ち恵えは、なにかを追い求めることに、もう疲れてしまった。

　中学生のときは、グループの友達にばかり気を遣っていた。

　高校生のときは、大学受験のことばかり。

　大学に入ってからは、ある人が好きになってしまった。ただ、その人は自分には手の届かない男性で……そんな人のことは、あきらめるのが一番の正解だとわかった。

　いろいろなことを懸命に追いかけてきたから、いままでわからなかった。

　あきらめることが正解だなんて、そんなことがあることに。

　だから、もう一度、あきらめようと思う。

　一番見つかりそうもないドッペルゲンガーを求めて、この街をゆっくり歩き回ろう。

　そして、見つからなかったときは、きっぱりあきらめればいいのだ。

　どうせ見つからないものなど、追い求めてもしかたないのだから。

　以前、懸命に探していたものを『あきらめ』ることで、自分はそのことをはっきりと自覚することができるだろう。

　美千恵はこの街にドッペルゲンガーのことを探すのではなく――あきらめに来たのだった。



「それにしても、思ったより憶おぼえていないものね」

　路面電車の車窓から見える街並みを見ても、美千恵はここが昔住んでいた場所だとはあまりピンと来なかった。

　美千恵が暮らしていたのは、もう十年近く前。その頃ころに比べると、観光地になっているような古い建物は残されていても、街の景色自体はだいぶ変わっている。

　いや、もしかすると、本当はそれほど変わっていないのかもしれない。

　ただ、同じ場所であっても、いまの自分には違って見える。

　つまり、変わってしまったのは自分のほうなのだろう。

　視線の高さも、考え方も……

「んっ？」

　美千恵がふと視線を落とすと、すぐ目の前の座席に小学生の男の子が座っていた。

　自分も子供の頃、この路面電車にはバス代わりによく乗ったものだ。坂や階段の多いこの街では、自転車での移動は案外と大変なのだ。

　美千恵はなんとはなしに、その少年を観察する。

　たぶん小学五、六年生ぐらいだろう。羨うらやましいぐらい艶つややかな黒髪の色白の少年。整った凛り々りしい顔立ちで、なかなか利発そうだった。あと五年経たったら美形になると思う。

　ただ、ちょっと気になるのは、手のひらが緑色に染まっていることだ。絵の具かインクを手のひらに塗りたくって、そのまま洗わずに乾いてしまったような汚れかた。

「緑の手……」

　美み千ち恵えはその少年の手のひらが妙に気になった。

　なにか大切なことをもう少しで思い出せそうな、そんな特有の感覚。

　大切なことなのに、なぜか思い出せない。そんなもどかしさを美千恵が感じていると、突然、緑の手の少年のほうからこちらに声をかけてきた。

「ねえねえ、お姉ちゃんって黒い子だよね。僕、知ってるよ」

「……黒い子？」

　緑の手の少年は、大きくて汚けがれのない、それでいて強い好奇に満ちた目で、こちらを見つめていた。それはなにかを確かめ、見極めようとしているかのような目。

　美千恵はそんな少年の視線にさらされ、居心地の悪さを感じた。

　妙なことを言われたのはこちらのほうだというのに、なぜかいたたまれない気持ちにさせられる。

　どうして、こんな気持ちになるのだろう？

　それは美千恵自身にもわからない。

　すると、その少年は、その瞳ひとみにかすかな非難を込めて呟つぶやいた。

「お姉ちゃんは、忘れてしまったんだね」

　それは少年らしからぬ、あきらめや悟りに近いものを感じさせる声だった。

「なにを……？」

「ねえ、お姉ちゃんは本当に忘れてしまったの？」

　少年は座席から少し身を乗り出して、美千恵に問いかける。

　あきらめ、悟り、そんな気持ちの中で、かすかな希望を求めるかのように――訴えかけるように問いかける。

「そんなことは……ない」

　忘れてしまった？

　いや、自分はいまでも憶おぼえている。

　この街に、ドッペルゲンガーがいたことを憶えている。あのドッペルゲンガーは……

「あれ、なんで……？」

　なぜいま自分はドッペルゲンガーのことを考えているのだろうか。

「ドッペルゲンガー……黒い子？」

　突如として美千恵の中でなにかがつながりかけている。

　十年前にこの街に残した、なにかが甦よみがえろうとしている。

「なんなの？　私は……なにかを忘れているの？」

　そのとき、足あし下もとがグラリと揺れて、思考が中断された。

　美千恵が考え事をしているうちに駅に停車していた電車が、再度、出発した振動だった。

「あっ、あれっ！」

　気がつくと、さっきまで座っていた少年の姿が消えていた。

　あわててあたりを見まわすと、いつの間に降りたのか、車窓の向こうにあの少年の姿を見つけた。

　待ち合わせでもしていたのだろう。緑の手の少年は、同じ年とし頃ごろの少年たちと合流していた。

「ちょっと待って。聞きたいことがっ！」

　美み千ち恵えは緑の手の少年を追って電車を降りようとしたが、一歩遅かった。

　発車した電車は、駅にいる少年たちからゆっくりと離れていく。

　ただ、あの年頃の少年特有の声変わり前の清すんだ高い声が、美千恵の耳にまで届いた。

「いま、電車で黒い子に会ったよ」

「えっ、黒い子って、あの黒いアレの？」

「どうだった？」

「忘れていたみたい」

「そうかぁ。でも、大人だからしょうがないよな」

　やがてみるみるうちに少年たちの姿は小さくなり、彼らの声はガタンガタンという線路の音にかき消されてしまう。

「あの子たち、私のことを知っているの……？」

　ここを引っ越したのは、もう十年も前のこと。

　あの年頃の子供たちが自分のことを知っているわけがない。

　だとすれば……？

『黒い子』という言葉が、頭から離れない。

　美千恵には、心当たりはひとつだけあった。

　あの子供たちが自分を知っている理由……それは。

「まさか、本当に私のドッペルゲンガーがこの街にいるってことなの？」



　　　◆◇◆



　本気のつもりではなかったドッペルゲンガー探しだったというのに、電車であの少年に出会ってから、どうも妙な方向へと転がり始めていた。

　この街に自分のドッペルゲンガーがいる。

　普通ならばとても信じられない話だが、なぜか美千恵はそれを笑い飛ばすことはできなかった。

　この街の景色がそうさせているのかもしれない。

　ほとんど見知らぬ街を歩いているようなものなのに、ふとしたところに昔を思い出させる場所があったりする。

　その途端、いままで忘れていたものが甦よみがえってくる。

　そして美千恵の記憶が昔に近づくにつれて、心の中でもドッペルゲンガーが占める割合が大きくなっていく。

　ただ、それはあまり心地の良いことではなかった。

　濁った水の中に沈んだものを、ひたすらまさぐって探しているような気分。

　しかも、自分が探しているものがどんなものなのかも、はっきりとはわからないのだから始末に悪い。

　せっかくの旅行だというのに、美み千ち恵えは精神的にすっかりくたびれてしまった。

「あーっ、もう駄だ目め。ちょっと休憩しよっ！」

　海へと続く長い坂の途中にある、煉れん瓦が造り風のモダンな喫茶店の前に立ち止まる。看板にはイタリック調の文字で「Dragon」と書いてある。喫茶店にしてはちょっと妙な店名だが、店主は野球ファンなのだろうか。

　この街は観光客の多い土地だが、地元の人たち御ご用よう達たしといった控えめな店構えが美千恵には気に入った。ここならゆっくり休憩できそうだ。

　美千恵が入口の前に立つと、カランカランと鐘の音がして自動ドアが開く。同時に店内からはコーヒーを煎いる心地良い香りが漂ってきた。

　外から見た印象よりも店内はやや広かったが、お客の数はちょっと寂しいといったところ。窓まど際ぎわの席で、自分と同じ年とし頃ごろの女子大生らしいグループがガイドブックを開いて笑いながら話している。たぶん、これからの観光スケジュールを相談しているのだろう。あとは、店の奥に長身で割と二枚目な男性客が読書をしているぐらいだ。

「いらっしゃいませ」

　鐘の音を聞きつけてやってきたのは、背の低い可愛かわいらしいウェイトレスだった。

　一瞬、中学生かと思ってしまったが、それはさすがに失礼だろう。いまは夏休みシーズンだから、おそらく高校生のバイトだ。

　落ち着いた店の雰囲気にぴったりの白いシャツに黒のタイトスカートという大人っぽい制服は、ちょっと彼女には似合っていない。彼女のような小柄な子には、もうちょっとふわっとした――例えば、ケーキショップとかの制服のほうが似合う気がする。

　ただ、頭につけている、黒いリボン風のカチューシャはとても可愛かった。思わず頭を撫なでたくなるぐらいだ。

「こちらへどうぞ」

　そんな妙な妄想をしている美千恵に、その小柄なウェイトレスは空いている窓際の席をすすめてくれた。隣はさきほどの女子大生グループ。

「ありがと」

　美千恵は席につきながら、ちらりと店内を見渡す。

　本当は奥の二枚目が座っている静かそうな席が良かったが、あの子は気を利きかせて外の景色が見える場所をすすめてくれたのだろうから、素直にその厚意を受けることにする。

　窓際の壁には、可愛らしい額縁に入れられた絵はがきサイズの水彩画が、いくつも飾られていた。この街を描いた風景画だが、どこか不思議な色彩。どの絵にも隅に小さく「Ryo」とサインがされていた。

「地元の画家さんの絵なのかな？」

　壁の絵に気を取られながら席に座ってみると、窓からは外の坂道が見えた。

　ちょうど下り坂を見下ろすような位置で、顔を近づければ海も望める。

　なるほど、確かに良い席だ。美み千ち恵えはすすめてくれた彼女に、心の中で感謝をする。

「ご注文が決まりましたら、お呼びください」

　歳としの割に落ち着いた声でそう言うと、その小柄なウェイトレスはぺこりと頭を下げた。

「あ、なにかおすすめがあったらそれを」

　立ち去ろうとするウェイトレスに、美千恵はメニューを開きもせずに言った。

　頭の中はドッペルゲンガーのことでモヤモヤしていたので、ここは良い席をすすめてくれた彼女に全部おまかせしたい気分だった。

「……おすすめは、ソフトクリームのブルーベリーソースかけです」

「ソフトクリームがおすすめなの？」

「はい、ここのソフトクリームは絶品ですっ」

　いままでずっとクールだった彼女が、妙に熱っぽい目で語るので、美千恵はその気迫に逆らうことはできなかった。

「じゃあ、それひとつね」

　喫茶店でソフトクリームがおすすめというのも珍しい気がするが、そういえばこのへんの通りはソフトクリーム屋が多いようだ。北海道といえば乳製品が有名だから、たぶんこのへんの名物なのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　小柄のウェイトレスはカウンターに戻ると、奥にいるマスターにオーダーをした。

　その子の隣には、もうひとり、長い髪をポニーテールにした女の子が立っている。

　ちょっと勝ち気そうな顔をしていて、隣の子に比べると頭ひとつ背が高い。

　大人びているように見えるが、たぶん彼女も高校生だろう。なんとなく、高校のときの後輩に似ているような気がして、美み千ち恵えはくすりと笑った。

「そうだ、あの子にメールをしてみようかな」

　久しぶりにその後輩のことを思い出した美千恵は、ちょっとした用件を短いメールにして送信した。わざわざこんな遠くの土地から、自分の住んでいる街の後輩へメールを送るというのは、ちょっと不思議な感じだ。

　そんなことをしていると、いまメールを送った後輩に似ている、ポニーテールのウェイトレスがお盆にソフトクリームを持ってやってきた。

「ソフトクリームのブルーベリーソースかけで～す」

　見た目どおりの快活な声でそう告げると、その子はテーブルの上にソフトクリームを置いた。

　ソフトクリームはガラスのカップに入っており、果実入りのブルーベリーソースがたっぷりかけられ、横にはウェハースが添えてある。見た目はパフェのようだ。

「美お味いしそうね」

　後輩に似たウェイトレスに親近感を覚えながら、美千恵は微笑ほほえんだ。

　すると、その子はニカーッとウェイトレスにはあまり相応ふさわしくない悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべた。ちょっと予想外の反応だったので、美千恵は思わずきょとんとする。

「お客さんは観光ですか？」

「えっ、いや、ちょっと違うけど」

　不意の問いかけに、美千恵は思わず本当のことを答えてしまう。

　そして、ここは観光と答えておいたほうが良かったと後悔する。ドッペルゲンガーなんてものを探しに来たとは、あまり人には言えない。

「でも、地元のかたじゃないですよね？」

　その子は美千恵のバッグに丸めて差してあった観光マップをちらりと見た。

「なかなか鋭いわね？」

「えへへ、それほどでも」

　ふと立ち寄った喫茶店だったが、なんだか面白いことになりそうだ。

　美千恵は良い気分転換になるかもと思い、この後輩似のウェイトレスに乗せられてみることにした。

「それで、私が地元の人でもなく、観光客でもなかったとしたら、どうするのかな」

「なにかお困りのことがありましたら、占いのサービスをしているんですよ。一回五百円ですけど、いかがですか？」

「へっ？」

　これは予想外の展開だった。喫茶店で占いの売り込みをされるなど初めてだ。

「実はこの占い、よく当たるって評判な――あがっ！」

「香か奈な、やめて」

　熱心に語る彼女のポニーテールを、さっきの小柄なウェイトレスが引っ張っていた。

「なによ、クダ～ン」

　上半身をのけぞらせた姿勢のまま、香奈と呼ばれたポニーテールの子は不満そうな顔をしている。

「お客さんが迷惑してるでしょ？」

　ポニーテールから手を離して、小柄なウェイトレスはじろっと香奈のほうをにらむ。

　クダンというのが彼女の名前だろうか。その目つきは、傍はたから見ている美み千ち恵えでさえ思わずたじろぐような、年とし頃ごろに似つかわしくない迫力があった。

「せっかく宣伝してあげてるのに～」

　ところが香奈のほうもたいしたもので、クダンににらまれても動じる様子はない。

「あのですね、この子の手相占いすごくよく当たるんですよ。お客さんもいかがですか？」

　それどころか、さらに意気込んで売り込んできた。

　そんな二人のやりとりに、美千恵はたまらず吹き出してしまった。

「ほら、笑われた」

　クダンは口を少しとがらせて、顔を赤らめる。さきほどの迫力ある目つきとは打って変わって、いまの表情はまるで小さな子供のようだ。

「ごめん、ごめん。二人があんまり仲が良いものだから。学校の友達なの？」

「あっ、いいえ。クダンとはこのバイトで知り合ったんです。この子、せっかく占いができるのに、すごく大人しくてちっともお客さんにアピールしないから、代わりに私が売り込んであげているんですよ～」

「それはありがたいけど、香奈はやり過ぎなの……」

　そんな香奈をクダンは横目でにらむ。

　美千恵は二人の様子がおかしくて、笑いを堪こらえるのに必死であった。

「でも、すごくいいコンビよ。あなたたち」

「だってさ、クダン！」

　香奈は北海道の夏の日差しのような、カラッとした笑みを浮かべてクダンを肘ひじでつついた。すると、クダンもまんざらではないといった様子で、控えめに微笑ほほえむ。

「じゃあ、占いお願いしてみようかな？」

　ほんのわずかな時間で、美千恵はこの二人のことがすっかり好きになってしまった。

「はいはいっ、まいどありっ！」

　商店街の魚屋のような威勢の良さで返事をした香奈は、クダンの両肩をつかんで美千恵の前に座らせた。

「本当にいいんですか？」

　ちょこんと腰を下ろしたクダンは、遠慮がちに尋ねる。

「うん、よろしくね」

　正面に座ったクダンの姿は、立っているときよりもさらに小さく見えた。

「じゃあ、フロアはまかせといて」

　クダンの売り込みを終えた香か奈なは、上機嫌でカウンターのほうに戻っていった。

　いくら客が少ないとはいえ、ウェイトレス二人が油を売っていては問題だろう。いや、それを言えば、ウェイトレスが客の占いをしているというのもどうかと思うが――

「あの、マスターには許可はもらっていますから」

　美み千ち恵えの微妙な表情を察してか、クダンがぽつりと呟つぶやいた。

「あ、そうなんだ。珍しいサービスだね？」

「マスターが気を遣ってくれて。すごくいい人なんですよ。それに香奈も宣伝してくれるんで助かっています。ちょっと強引なのは困るけど」

「気を遣って？」

「占いの見けん料りようは、バイトの時給とは別にそのままいただけるんです。私、貧乏だから」

「そ、それは、へヴィーな話だね」

「実際、切実です。はい」

　クダンは真顔でうなずく。

　なんだか途端に席の空気が重くなってしまった。隣の女子大生グループの笑い声が、逆にきつい。

　どうやってこの場の空気を切り替えようかと、美千恵が思案していると、幸いなことにクダンのほうから口を開いてくれた。

「捜しもの……いや、尋ね人ですか？」

「えっ、なんで!?」

　いきなり問題の核心に触れられ、美千恵は驚きの声をあげた。

「占いですから」

　じっとクダンはこちらを見つめている。

　それはとても穏やかな瞳ひとみ。坂の上から眺める、湾内の穏やかな海のような色。

「けど、まだ手相もなにも見せてないけど……」

「あ、そうでした」

　そう言ってクダンはいまさらながらに美千恵の手を取って、その手のひらを見つめた。

　そして、おもむろに呟く。

「やっぱり、尋ね人ですね。間違いありません」

「……ねえ、本当に手相を読んでるの？」

　呆あきれるほど胡う散さん臭くさい手相占いだ。

　しかし、さっき旅行の目的をずばり的中させたことは紛まぎれもない事実である。

「あなたの言うとおり、この街には人を探しに来たんだけど……」

　そこで美み千ち恵えは少し言葉を濁す。

　心の中では、本当のことを話して良いものかどうか迷っていた。

　正直に話したら、クダンは自分のことを変な女と思うかもしれない。

「それは、本当に人なんですか？」

　クダンは美千恵の手のひらを見つめながら、ぽつりと呟つぶやく。

「なっ!?」

　美千恵は反射的に手を引っ込めた。

「どうかしました？」

　穏やかな瞳ひとみでクダンがこちらを見ている。

　美千恵は取り乱してしまったことを少し恥ずかしく思いながら弁解する。

「ご、ごめんなさい。ちょっと驚いただけ」

　こんなにも当たる占いなんて初めてだ。まるで心の中が見透かされているようで、美千恵はなにか不気味なものさえ感じてしまった。

「……ソフトクリーム」

「えっ？」

「ソフトクリームが溶けています。溶けると美お味いしくありませんよ？」

「あっ、ああ……そうね」

　妙に真剣な顔でソフトクリームをすすめるクダンに圧倒されながら、美千恵はスプーンでソフトクリームを一口食べた。

　新鮮な牛乳を使っているらしく、味わいは濃厚でありながら、口溶けはさっぱり。ブルーベリーソースも良いアクセントになっている。店のおすすめだけあって、これまで美千恵が食べてきたソフトクリームとは一線を画していた。

「美味しいですか？」

「おっ、美味しいわね」

　クダンに熱っぽい視線を向けられ少し戸惑いながら、美千恵はもうひとさじソフトクリームを口に運んだ。

　しかし、いまの美千恵にとっては、正直なところソフトクリームの美味しさよりも、クダンの占いのほうが気になっていた。

　クダンならば、ドッペルゲンガーに対する妙な心のひっかかりを読み解いてくれるかもしれない。そう思って、美千恵は正直に話すことにした。

「あのね、私が探しているのは自分自身。自分と同じモノ――それはドッペルゲンガーと呼ばれるモノ」

　ドッペルゲンガーのことを他人に話すのは久しぶりだった。

　自分がドッペルゲンガーを探していることを最後に打ち明けたのは、あの香か奈なというウェイトレスに似た後輩にだったろうか。

　その後輩は、美み千ち恵えの打ち明け話を聞いても、馬ば鹿かにしたように苦笑するだけだった。

　正直言えば、美千恵はその後輩のことをあまり好きではなかったが、彼女のその妙に冷めた、人を見下した態度は嫌いではなかった。きっと、彼女が美千恵よりも、他人のことを深く理解していたからだろう。その後輩は、とても頭が良い子だった。

　では、クダンはどんな顔をするだろうか？

「ドッペルゲンガーを？」

　美千恵にとって、クダンの反応は少し予想外だった。彼女は驚いてはいるようだが、戸惑っている様子はなかった。

「あなた、ドッペルゲンガーを知っているの？」

「名前ぐらいは知ってます」

「そうなんだ。だったら話が早いね」

　クダンも占いなんてことをしているのだから、こういったオカルトじみたことにもくわしいのだろう。クダンの反応を見て勢いを得た美千恵は、昔の話を始めた。

「小さい頃ころ、私はこの街に住んでいたの。小学校五年生のときに引っ越すことになったんだけど」

　美千恵はこの街を離れなければいけないと知ったときの寂しさを思い出して、少し感傷的になった。

　このことを思い出すと、いつも心のどこかが痛む気がする。

「この街を引っ越すとき、私はドッペルゲンガーに会ったんだ。自分と同じ姿をしているのに、それは自分とは違うモノだった。そのことだけは、いまでも思い出せる」

「会ったのは、一度だけ？」

「その次の日に引っ越してしまったから。けど、いまでもその妙な感覚は憶おぼえている。わかるかしら。自分と同じモノなのに、自分と違うモノを見たときの違和感」

　クダンに語りながら、美千恵はそのときのことを思い出そうとする。

　不思議とこれまでドッペルゲンガーに出会ったときのことを、しっかり思い出そうとしたことはあまりなかった。

　別にその経験が恐ろしかったからというわけではない。

　そのときの感覚に、恐怖はなかった。

　不思議と怖くはなかったと思う。

　ただ、自分以外のものが見たら、きっとアレを自分だと思ってしまうのだろうという気持ち。アレは自分とは異なるモノなのに、自分以外はそのことに気づかないだろうという不安はあった。

　恐怖というほど、心に突き刺さってくるものではない。

　それはゆっくりと締め付けられ、思い出すと息苦しくなっていく感じ。

　だから、美千恵はいままでそのことをあえて思い出そうとはしなかったのだ。

「では、占いますけど？」

「う、うん……」

　クダンに呼びかけられ、我に返った美み千ち恵えはあわてて手を差し出した。

「……？」

　クダンは手のひらとこちらの顔を見比べている。

「手相……なんでしょ？」

「あっ、そうでした」

　クダンはハッとした顔で、美千恵の手を取ってじっと見つめる。

「大丈夫なの？」

「はい、大丈夫です。ちゃんと手相を読んでいます」

　真剣な顔でじっと美千恵の手のひらを見つめているクダンには悪いが、やっぱりこの占いはどうにも胡う散さん臭くさいモノに思えてならなかった。



　　　◆◇◆



　喫茶店ドラゴンを出た美千恵は、坂道を下りながら冴さえない顔つきをしていた。

　その原因は、クダンの占いにある。



『手のひらに注意』



　それがクダンの占いの結果。

「なんのこっちゃ？」

　友人との喧けん嘩かに注意とか、遠出に注意とか、大きな買い物に注意とかいった占いはよくあるが、手のひらに注意などと言われたのは初めてだ。

　だいたい手のひらに注意しなければならないのは、クダンのほうではないのだろうか。手相占いだというのに、ちっとも手のひらを見ようとしないで……

「あの子、本当に手相で占っていたのかな？」

　なんとなくクダンが手相を見ているのはふりだけで、本当はもっと別のなにかを見ていたのではないかという気がする。

　とはいえ、自分が尋ね人をしていることを的中させた、クダンの眼力は侮あなどりがたい。

「けど、手のひらに注意しろって言われてもなぁ」

　美千恵は独り言を呟つぶやきながら、自分の手を見てみた。

　爪つめの手入れをすることはよくあるが、手のひらのほうをこんなにじっくり見つめることはあまりない。

「そういえば、あの子の手のひらは、なんで緑色だったんだろう？」

　路面電車で出会った、あの緑の手の少年のことを美千恵は思い出す。

「もしかして、『手のひらに注意』って、あの子のことを言っているのかも。そういえば、あの緑の手の子も、私の手をずっと見ていたし……」

　そう思って、美み千ち恵えはもう一度じっと自分の手のひらを見てみる。

　すると、美千恵の心が少しずつざわついてきた。もう少しでなにかを思い出せそう。

「手のひら……手のひら……」

　坂を下りながら悩んでいた美千恵だったが、道の途中、ビルの間の細い路地の前で足を止めた。

「手のひら……手形……」

　その場に立ち尽くしたまま、じっと美千恵は一点を見つめる。

　それは路地の壁につけられた、小さな緑色の手形。

「これって、あの子がつけた手形？」

　美千恵は路地の壁に近づいて、よく観察してみる。それは絵の具かなにかでつけられたものらしい子供の手形。長い時間、雨風にさらされていたようで、だいぶ色が落ちている。どのぐらい前につけられたものかはわからないが、ここ最近というわけではなさそうだった。

　普通ならば気づきもせずに通り過ぎてしまうような子供の悪戯いたずらだったが、いまの美千恵にとって、その小さな手形は天てん啓けいに等しいものだった。

「この路地は……？」

　緑色の手形に招かれるように、美千恵はその路地の中に入っていった。

　このあたりに住んでいる人しか利用していないような、いつ行き止まりになってもおかしくない細い路地。

　しかし、美千恵は躊ちゆう躇ちよすることなく、奥へ、奥へと進んでいった。

　なぜなら、美千恵はこの路地を知っていたから。

　十年前、まだ小学生だった頃ころ、この路地を通ったことがある。

　それも、何度も、何度も。

　この先になにがあるのか思い出すのさえもどかしい気持ちで、美千恵は足早に路地を駆け抜けていく。

　やがて薄暗い路地の先に、まぶしいほどの光が差し込んでいるのが見えた。

「そうだ、そうだよっ。ここはっ！」

　美千恵は光を目指して、一気に駆け抜けた。

「ああっ！」

　そこから見えたのは、この街の全景。

　路地を抜けたビルの裏手。

　そこは、ほんの小さな広場となっていた。横に細長い台形をした広場。

　一方はビルの壁に囲まれているが、もう一方は急な斜面となって開けており、眼下にはあちこちにとんがり屋根が頭をつきだす古い街並みがパノラマとなって見えた。

　広い道路を、のろのろと動くマッチ箱のような路面電車。

　赤あか煉れん瓦がの倉庫が立ち並ぶ港。

　そして、日の光をきらきら反射する海。

　思わず美み千ち恵えは息を呑のむ。

　この街は坂の多い土地なので、無理な造成をしてこのような急斜面になってしまった場所は多い。

　それにしても、ここからの景色は格別だった。

　観光客に知られれば、ガイドブックに載ってもおかしくないほどの絶景。

「この場所、来たことある。小さい頃ころ、何度も来たことがある……」

　ここの景色は、その頃からなにも変わっていなかった。

　多少背が伸びたところで、この街を一望できる景色は見違えようがなかった。

「そうだよ。小さいとき、よくここで遊んだっけ」

　子供の頃の美千恵は外で遊ぶのが好きで、わんぱく盛ざかりの男の子たちと一緒になって、街中を駆けずりまわっていた。

　ここはその中でもお気に入りの遊び場所のひとつ。

「懐かしいなぁ。すっかり忘れてた」

　美千恵はくるりとその場で回転して、全身で広場を感じ取った。

　この広場でなにより先に目が行くのは、壁際に立つ聖母像の古い彫像。優しい微笑ほほえみをたたえ、まるで眼下に見える街全体を見守っているかのようだ。

　ずっと昔から、この街にはたくさんの異国の人たちが船で訪れたという。そんな外国人の誰だれかが造らせたものが、この誰もいない広場でひっそりと残り続けてきたのだろう。

「この彫像も憶おぼえている。ここでいつもゴム跳びばっかりしていたなぁ。なにが面白かったんだろ」

　クスクス笑いながら、広場を歩き回る。

　一歩歩くごとに、面白いように昔のことが思い出されていく。

　テストのときは忘れているのに、教科書を見た途端、勉強していたことを思い出すのと同じような感覚だった。

　聖母像以外にも、もっと些さ細さいなもの――壁の継ぎ目や、コンクリートの溝の形。そんなものにさえ美千恵は懐かしさを感じている。

「あの子が言っていた『手のひらに注意』ってのは、このことだったのかな？」

　確かにあの手形を見つけなければ、ここにやってくることはできなかっただろう。

　この広場を見つけることができたのは、まるで古い友人に出会ったような喜び。なによりの旅の思い出だった。



　美千恵が時を忘れて広場の雰囲気を味わっていると、やがて少し太陽が傾いてきた。

　気づくと、自分の影もずいぶんと長くなっている。

「そろそろホテルに戻ろうかな」



    

  









    
      　子供の頃ころも、こんなふうに影の長さで時間を判断していたものだ。

「ここに立って、壁まで影が伸びたら帰る時間だったよね」

　美み千ち恵えは広場と斜面を遮る背の低い柵さくの前に立って、伸びる自分の影を目で追った。

　背後の太陽に照らされ、細長く伸びる影。

「あれ、あんなところにも手形がある」

　その影の先、ビルの壁に手形を見つけた。

「あそこにも、あんなところにも」

　よく注意して見てみれば、ぽつりぽつりと手形がついている。

　手形はパーの形をしているだけではない。指を閉じたり、折ったり、少しずらしてみたりと、いろいろな形があった。

　そして、色も様々だ。ペンキでつけられたようにはっきりしたものもあれば、泥でつけたらしいほとんど見えなくなっているものもある。

　美千恵はその場にじっと立ったまま、手形を見つめていた。

　手形の中に貼はりつくように自分の影が映っているのを見つめていた。

　時を忘れ、ゆっくりと自分の影が伸びていく様を身じろぎひとつせずに見つめていた。

「そうだ……やっぱり、私はドッペルゲンガーに会ったんだ。でも、この広場じゃない。こことは違う広場。そこにはみんながいて、すごく楽しくて、とても……とても大切な場所で……」

　背に浴びる日の光が、すっかり赤みを帯びた頃、ようやく美千恵は口を開いた。

「だけど、その場所は黒い子が壊してしまった！」

　美千恵は無意識のうちに足を踏み出したが、びくっと怯おびえたように足を止めた。

「ああっ、手形が汚されちゃう」

　自分の黒い影が、小さな手形を覆い隠す。それは黒い子――黒い自分。

「やめて、そんなことをしちゃいけない」

　美千恵は自分の影に呼びかけた。

　しかし、手を伸ばせば――

　近づこうとすれば――

　影は美千恵から逃れるように前へと進み、そして壁の手形をさらに隠していった。

　自分と同じモノなのに、自分の意志から離れたような存在。それはまさしくドッペルゲンガーだった。

「ああっ、駄だ目め。そんなことしちゃ！」

　美千恵は自分の影の動きに怯え、まるで金縛りにあったように身動きひとつできなくなってしまう。



　長い時間をおいて、美千恵を救ってくれたのは――海へと沈む太陽だった。

　太陽が隠れ、すべてが影の中に消えたとき。

　ようやく美み千ち恵えは、その束縛から解放されたのだった。



　　　◆◇◆



　バイトの時間を終えて、クダンは更衣室で着替えをしていた。

　はき慣れないタイトスカートから、いつもの制服姿に戻れるかと思うとホッとする。

　どうもここの店の制服のタイトスカートは、お尻しりの形がはっきりわかってしまって恥ずかしい。

「このカチューシャは可愛かわいいんだけどな」

　黒いリボン風のカチューシャを外すと、ロッカーに入れておいたカバンを取り出す。

「バク、起きてる？」

「んあ、仕事終わったのか？」

　カバンの中に入っている丸いなにかが寝ぼけた声で返事をした。

「うん、帰ろ」

　クダンがカバンから取り出したのは、くっきりとした白黒ツートンカラーのまん丸い身体からだに、短い手足を生やした動物。ぱっと見たところ、毛の短いモルモットのように見えるが、その正体は謎なぞの生き物バク。クダンのアパートの同居人。

　クダンに抱きかかえられたバクは、短い尻尾しつぽをぷらぷらさせながらクダンの腕の中に収まった。

「今日は失敗しなかったか？」

「なにが？」

「ソフトクリームだよ」

　喫茶店ドラゴンの名物であるソフトクリームだが、これをきれいに盛りつけるのはなかなか難しい作業だった。

「もう大丈夫よ。香か奈なにしっかりコツを教わったんだから」

「失敗したぶんは自分で食べられるからって、わざと失敗したりしてないだろうな」

「そっ、そんなことしてないわよっ！」

　クダンはバクの頭をぺしゃんと叩たたいた。

　確かに失敗したソフトクリームは美お味いしくいただかせてもらった。そう、香奈に呆あきれられるぐらい、たくさんのソフトクリームをいただかせてもらったが……

「なあ、あの姉ちゃんいいやつだな。おまえの占いまで売り込んでくれてさ」

「……そうだね」

　クダンは歯切れ悪く返事をする。

　バクに言われなくても、クダンは香奈に感謝をしている。多少、おせっかいだったり、強引なところもあるが、いつでもこちらのことを気にかけてくれる優しい香奈には、いつかこの気持ちを伝えたいと思っている。

　しかし、クダンにはそれができないでいた。なぜなら――

「開けていい？」

　そのとき、更衣室のドアがノックされた。

「あっ、ちょっと待って」

　クダンはあわててバクを頭の上に乗せた。

　するとバクはむにゅっと身体からだを丸めて、白黒ツートンカラーの帽子の姿へと変身する。

「どうぞ」

　ぽむぽむと帽子を叩たたきながら返事をした。

「おつかれ～」

　入ってきたのは、香か奈なだった。

　クダンと同じドラゴンの制服を着ているが、香奈の場合はクダンが苦手とするタイトスカートも大人っぽくはきこなしていた。中学生に間違われることの多いクダンとわざわざ比べなくても、香奈はこの年とし頃ごろの平均以上に良いスタイルをしている。

「そうそう、ちょっとクダンにお願いがあるんだけど」

　手早く着替えを始めた香奈は、ふと思いついたようにクダンに声をかけた。

「お願い？　私に？」

　一緒に着替えていたクダンは、シャツのボタンを外したところで首を傾かしげた。

「ちょっと占って欲しいことがあるのよ。あっ、お金はちゃんと払うから」

　香奈はバッグから財さい布ふを出そうとしたが、反射的にクダンはそれを止めた。

「いいよ、お金は。だって……と、友達でしょ」

　クダンは少しどもりながら言った。

　そして、自分でもなぜそんなことを言ってしまったのか驚いていた。

　人と仲良くなりすぎることが怖くて、あまり人と積極的に関かかわろうとしないクダン。

　あまり深く関われば、それだけ別れが辛つらくなる。

　どうせ自分はいつか転校してしまうだろうし、なにより、もしも彼女の未来に災わざわいが見えてしまえば……それを胸にしまっておくことはできないだろう。

　そうなれば、本当のお別れだ。

　それが件くだんの宿命。

　そんなことはわかっている。

　身に染みて――いや、刻み込まれているほどわかっているのに。

「占いならいくらでもしてあげるけど……ひとつ、変なことを聞いてもいい？」

「ん、なぁに、なんでも聞いて」

　クダンはこの街に来た本当の目的を忘れないよう、自身を戒める意味を込めて、香奈にひとつの質問をしてみることにした。

「香奈は、コロポックルって知ってる？」

　それはクダンにとって、とても大事な質問。

　クダンがずっと探し求めている、鵺ぬえへの手がかり。

「ん～、聞いたことあるような気がするけど。なにかのブランドの名前だっけ？」

「ううん、アイヌの人たちの昔話に出てくる小人の名前よ」

「ああ、絵本で読んだことあるかも」

　そう言うと、香か奈なは途中だった着替えを再開した。

「小さい頃ころ、もっと他ほかにコロポックルのことを聞いたことないかな。このあたりのお話なんでしょ？」

「ごめん、知らないなぁ。だって、私もクダンと一緒で、この街には三年前に引っ越してきたから」

「そうなの……」

　これ以上、香奈から話は聞けそうにないので、クダンもシャツを脱いで、いつものセーラー服をロッカーから取り出した。

　三年前といえば、香奈は中学生。

　ということは、香奈はコロポックルのことを知らないだろう。

　クダンはキリンの言葉を思い出す。



『その街には、小さな子供たちにだけコロポックルという存在が伝えられている』



　キリンが教えてくれた、鵺につながるかもしれない不思議な話。

　バクが教えてくれた話によると、コロポックルとは北海道に昔から住んでいたアイヌの人々の説話に登場する小人の名前だ。

　この街には、そのコロポックルがいまでも子供たちの間でだけ伝えられているという。

　キリンが教えてくれたのはそこまでだった。

　すべてを見通すというキリンであるが、クダンに関かかわることになると、それは途端に不ふ明めい瞭りようになってしまうのだそうだ。それがどういう理屈なのか、クダンにはよくわからないが、それでもこれまでキリンの情報に間違いがあったことはない。

　だからこそ、この街にやってきたのだった。

「で、コロポックルがどうかしたの？」

「ううん、なんでもない。ごめんね」

　クダンはロッカーの扉の陰に隠れるようにして、手早く帽子を取って上着を着替えた。

　そして、帽子を被かぶり直す。

「あれ、クダンまたその制服なの？」

　ロッカーの向こうから香奈が顔を出して、不思議そうな表情をしている。

「う、うん……まだ荷物が届かなくて」

「ええ～っ、それありえなくない!?」

　学校のある日ならそれほど不自然ではないセーラー服姿だが、夏休みの間もずっと続けているとさすがに奇妙に思われてしまう。本当のところ、クダンは外出着を数着しか持っていないため、このセーラー服はメインの普段着なのだが、そのことを正直に話すのはさすがに恥ずかしかった。そのため香か奈なには、引っ越しをしたときに荷物が手違いでどこかへ行ってしまったと誤ご魔ま化かしていたのである。

「そうだっ！　私の服を貸してあげようか？」

「えっ、それは嬉うれしいけど……サイズが」

　クダンは自分より頭ひとつ背の高い、香奈の顔を見上げる。

「うーん、そうねぇ」

　香奈は並んで立って、自分とクダンの背丈を比べた。

「このぐらいのサイズなら、私の中学――ううん、小学六年生のときの服でちょうど良いかも？」

　何気なくひどいことを言っている香奈であるが、彼女に悪気がないことはクダンもよくわかっている。

　すると、今度はクダンの身体からだをぺたぺたと触りだし、香奈は自分のゴージャスなバストやヒップと比較し始めた。

「腰は、ふんふんなるほど。お尻しりは、あららずいぶん小さいのね。胸は……う～ん、なるほどね～。クダン、やっぱりこれなら私の六年生のときのサイズでぴったりだよ」

　わかっている。

　悪気はないとわかってはいるのだ。

　だが、それでもやはりクダンの小さなハートはチクチクとダメージを受けた。

「そ、それより、占いをするんでしょう？」

　クダンは自分の身体のサイズを測っている香奈の手を取った。これ以上、香奈とのスタイルの差を思い知らされては、立ち直れないかもしれない。

「あ、うん。占って欲しいのは恋愛運なんだけどね」

「恋愛……？」

「ちょっと気になる人がいるんだぁ～」

「そうなんだ。じゃあ、占ってみるね」

　クダンは香奈の手のひらを握り、じっと見つめるが……なにもひらめきはしなかった。

　なにしろクダンは手相なんて少しも読めない。

　クダンの占いはじっと相手を見つめていれば、その人のちょっとした運勢が見えてくるというもの。

　ところが、バクに言わせるとそれではありがたみがないというのだ。占いには演出が大切だと言う。

　そこでクダンは手相を見ているふりをするようになったのだが、これが思わぬ好評で、マスターと香奈の協力もあって、この街では結構稼がせてもらっている。具体的には台所に新たな調味料として、ケチャップが増えたぐらいは稼いでいた。

「えーと」

　クダンは香か奈なの顔を見た。

　これからが本番である。

　角を露あらわにせず、件くだんの力のごく一部を使って、相手の未来――運勢を覗のぞき見みる。

　このぐらいならば、相手の未来から自分が消えることもない。

　ただ、クダンは香奈の運勢を見て、思わず眉まゆをひそめた。

「香奈の恋愛運は……ちょっと悪いみたい」

　クダンは遠慮がちに言った。

　本当なら運勢は最高と言ってあげたかった。

　しかし、クダンには予言について嘘うそをつかないというルールがある。

　自分は相手の未来を覗き見ているだけだ。だからこそ、嘘偽りなく、見えたことをそのまま伝えなければならない。それが未来を覗き見てしまった相手へのクダンなりの誠意。

「や、やだなー、ホントに？」

　香奈は無理をして笑い顔を浮かべているようだった。

　精一杯明るい声を出してはいるが、少しだけ声がうわずっている気がした。

　そんな香奈の姿を見るのは辛つらかった。

「ごめんなさい、本当よ」

　クダンはこの場から消え去りたいと思いながらも、真実だけを伝える。



    

  
    
      



    

  
    
      「な、なにかラッキーアイテムとかないの。よくあるじゃない。これを持っていれば運気上昇とか、この日に告白すればラッキーとか？」

「……その人のことはあきらめたほうがいいと思う。私にはそれしか言えない」

　クダンの占いの的中率は百パーセントだ。このままでは、香か奈なは間違いなく不幸になるだろう。

「ねえ、それってちょっとひどくない？　友達なんだから、もっといい占いしてくれてもいいのに！」

　突然、香奈が大声をあげたので、クダンは目を大きくして驚いた。

「ご、ごめんなさい……でも、私……」

　クダンには謝ることしかできなかった。友達というものをあまり持ったことのないクダンには、こういうときにどのようしたら良いのかわからなかった。

　やはり嘘うそをつけば良かったのだろうか？

　香奈が不幸になるとわかっていながら？

　クダンの心は揺らぐ。

　揺らぐ心で、もう一度詫わびた。

「ごめんなさい……」

「もういいよっ。クダンになんか相談するんじゃなかった！」

　そう怒ど鳴なって、香奈は乱暴にバッグを手に取ると、クダンを残して更衣室を出て行ってしまった。

　しかし、クダンは香奈を呼び止めることはできなかった。

　そうしたところで、自分にできることはなにもない。

　予言は変えられない。

　だったら、どんな助言も、香奈を傷つけるだけだろう。

「おい、クダン……」

　頭の上からバクが心配そうに声をかけてきた。

　クダンはうつむいたまま、頭の上のバクをぽむぽむと叩たたく。

「駄だ目めだね、私って。友達って言えた途端、喧けん嘩かしちゃったよ……」



　　　◆◇◆



　店を出たクダンは、暗くなった坂道をゆっくりとした足取りで下りる。

　坂の下に見える海には、港の灯あかりが映りこみ、思わず息を呑のむほどの幻想的な眺めだったが、クダンの気分を晴らしてくれはしなかった。

「な～に、あの姉ちゃんはさっぱりしているから、明日になったらけろっとしているさ」

「明日、バイトは休みだもの」

「あ、そうだったか」

　この街に来たのは、決して喫茶店でバイトするためではない。

　クダンがこの街に来てもう三週間以上になるが、探し求めるコロポックルの手がかりはいまだ見つかっていない。

　そのため、明日はバイトを休んで、丸一日かけてこの街を歩き回ってみようと思っていた。路面電車の一日乗車券を購入すれば、安上がりの足となってくれるだろう。

「だったらちょうど良いじゃないか。一日経たてば、頭も冷めるだろうよ」

「そうかな……香か奈なは許してくれるかな？」

「大丈夫だって。次、会ったとき、いつもどおりに――いや、おまえの場合はいつもよりちょっと元気良く挨あい拶さつをしてやれ。そうしたら、今度はあっちのほうから謝ってくるさ。それでおしまい。仲直り。簡単なものさ」

　バクに励まされ、少しだけクダンも元気が出てきた。

「それに、喧けん嘩かができるってことは、友達だってことだろ？」

「ん……そうなのかな？」

　バクの言葉に、クダンはこの前まで住んでいたテレビ塔のある街で出会った人たちのことを思い出した。

　そういえば、駅前の広場では、ヌエといつも口くち喧げん嘩かをしていた。

　けれど、あれはヌエの優しさからだった。だから、あの口喧嘩はクダンにとってとても楽しい時間だった。

　杏あ悠ゆはどうしているだろう。

　天然というと、とても怒った彼女。だけど、ふわふわした可愛かわいらしい外見のおかげで、怒ってもちっとも怖くない。小さくて、甘いものが大好きで……クダンにとって、とても親近感の持てる先輩だった。

　そして、もうひとり。

　ドッペルゲンガーを名乗っていた、上級生のことを思い出す。

　すべてを見通せると自負することで、世界における自分の居場所を求めていた彼女――双ふた美みのことをクダンは思い出す。

　いま、彼女はどうしているだろうか？

　自分の予言は彼女のために役立ったろうか？

　あのままドッペルゲンガーであり続ければ、彼女の未来に待ち受けるのは、憎ぞう悪おに巻き込まれた無惨な最後だった。

　彼女が思っているほど、ドッペルゲンガーの力は絶対的なものではない。

　彼女がつまらないと断じた者によって、その未来が閉ざされてしまう。

　それがクダンの見た、双美の災わざわい。

　いかなる偶然か、双美のいた街から遠く離れたこの土地で、またドッペルゲンガーの名を聞くことになった。

　クダンは昼間に占いをしてあげた美み千ち恵えのことを思い出す。

　もしかすると、彼女が探しているというドッペルゲンガーと、クダンの探すコロポックルにはなにか関係があるのかもしれない。



『手のひらに注意』



　自分で占った結果だったが、正直、クダンにもその言葉の意味はわからない。

　美み千ち恵えのことをじっと見つめていたら、クダンの頭にぼんやりと浮かんだビジュアル。

　それは手のひらだった。

　小さな……黒い手のひら。

　それが美千恵の言うドッペルゲンガーと関係あるのは間違いないだろう。

「あの人には、私の言葉の意味がわかったのかな？」

　彼女はドッペルゲンガーを見つけることができただろうか？

　クダンは手のひらを見つめるのをやめて、顔をあげた。

　海に映る灯あかりとはまた違った、か細くも全天を覆い尽くした数え切れないほどの光。

　この街は夜景もきれいだが、星空はもっと美しい。きっと海風のおかげで空気が澄んでいるせいだろう。

「ふぅ」

　星空を見上げると、クダンはさらにたくさんの人たちのことを思い出す。

　もっと前に、いろいろな街で出会ってきた人たち。

　そして、もう二度と会えない人たちのことを……

「さあ、早く帰ってメシにしようぜ」

　空を見上げるクダンのおでこを、バクが前足でぺちぺちと叩たたいた。

「うん、そうだね。今日はナポリタンにしようか」

「まっ、またかよ。ここんところ毎晩じゃないか!?」

「なに言ってるの。ナポリタンよ。洋食よ。豪華フランス料理よ？」

「いや、ナポリはフランスじゃないし、そもそもナポリタンは日本で生まれた料理だし……」

「ナポリ、ナ～ポリ、ナポリタ～ン。ナポリタンはパリの味～」

　バクの反論は無視して、まわりに誰だれも歩いていないことをいいことに、クダンは即興の歌を口ずさみながら坂を下っていく。

「だから人の話を聞けよな、おい」

　そんなクダンの頭の上で、バクはやれやれとため息をついた。



　　　◆◇◆



　美千恵がこの街にいられるのも、今日が最後。ずっと続けてきた一人旅もこの街が終点であり、夕方の飛行機で地元に帰る予定だった。

　昨日、聖母像のある広場であったことは、美み千ち恵えをドッペルゲンガーへと急接近させてくれた。

　あのとき、なぜ自分はあんなに恐ろしくなったのだろう。

　いや、あれはなにか恐ろしいものに出会ったときとは違う感覚だった。

　自分自身がなにかをしでかしてしまいそうで、そのことに怯おびえていた。

　それはこれまで美千恵があまり経験したことのない感情。だが、そのおかげでいくつものキーワードがつながりつつある。

『黒い子』とは『ドッペルゲンガー』のことだ。

　あの自分の影を見たときに、そのことは直感した。

　黒い子、黒い自分。それこそがドッペルゲンガー。

　そして、『手のひら』とはあの『手形』のこと。

　美千恵を広場に導いてくれた手形。

　自分を広場に釘くぎ付づけにした手形。

　あれはただの手形ではない。あの手形の秘密を知ることは、ドッペルゲンガーの正体と直結しているはずだ。

　そして、最後にもうひとつ。一番不思議な存在――緑の手の少年。

「あの子にもう一度会えたら、全部がわかりそうなのに……」

　しかし、この広い街で手がかりもなく、ひとりの子供を捜し出すのはとても不可能なことだ。

　そのため、とりあえず美千恵はもっとも手近な手がかりのもとへと向かっていた。

　それはあの占いをしてくれた、クダンのいる喫茶店ドラゴン。

『手のひら』というキーワードをくれた彼女ならば、『緑の手の少年』についてもなにか占ってくれるかもしれない。



　あいかわらずきつい坂道を上り、少しあがった息で喫茶店ドラゴンの扉をくぐる。

　この前と変わらない鐘の音が、店内に響く。

　ただ、その音に気づいてやってきたのはクダンではなく、香か奈なのほうだった。

「あれ、昨日のお客さん？」

　こちらの顔を憶おぼえてくれていたようで、香奈は少し驚いた顔をした。

　昼より少し前の喫茶店は、昨日よりもさらにお客は少ない。

　サラリーマン風の中年男性がひとり、奥で新聞を読んでいるだけだ。

　昨日と同じ窓まど際ぎわの席が空いていたので、美千恵はそこに座る。

　すると、壁に飾られている小さな水彩画の中に、昨日、美千恵が緑色の手形に導かれて見つけた、あの広場の景色とそっくりの絵があることに気づいた。

「その絵、うちのマスターが描いたものなんですよ」

　美み千ち恵えがしげしげと絵を見つめていると、香か奈なが説明してくれた。

「ふ～ん、そうなんだ」

「絵画教室の先生とかもしているんですって」

　この喫茶店と、あの広場はそれほど離れていない。地元の人なら隠れた絶景ポイントとして知っていてもおかしくないだろう。絵を描く人間ならば、なおさらだ。

　ただ、この絵には少しだけ違和感があった。

「あ、そうか……この絵って、緑色がないのね」

　ぼんやりとした淡い色彩で描かれているので気づかなかったが、この風景画には緑色が使われていなかった。緑の葉を茂らせているはずの木々も、この絵の中ではぼんやりとした赤や青で描かれている。

　最初に見たとき、不思議な色彩と感じたのは、それが原因だったのだ。

「そうなんですよ。マスターって、絵を描くのに緑は使わないんですって。変わってるでしょ？」

　芸術に関しては美千恵は素人しろうとなのでよくわからないが、そういう技法もあるのかもしれない。

　この絵には少し興味があったが、この店に来た本当の目的は別である。ちょうど良かったので、絵の話のついでといったタイミングで香奈に尋ねてみた。

「そういえば、今日はあの占いをしてくれる子はいないの？」

「クダンですか？　すみません、今日は休みなんです」

「えっ、そうなの？」

「明日は来ると思いますけど」

　香奈の態度が途端に素っ気なくなったので、美千恵は少しばかり調子が狂った。

「あ、そうなんだ。また占ってもらおうと思っていたんだけど……」

　予定では、午後の飛行機で帰ることになっている。

　空港までの時間を考えると、この街にいられる時間はそれほど残されていない。

　クダンに会えなかったことで、美千恵は出鼻を挫くじかれた気分だった。

　そして、この第一手が封じられてしまったら、次の一手が思いつかないことにも気づかされた。

「そうか、今日はいないの」

「あの……あの子の占いって、そんなに当たりますか？」

　美千恵がクダンがいないことを未練がましく残念そうにしていると、香奈がやや思い詰めた表情で尋ねてきた。

「当たりますかって。よく当たるってすすめてくれたのは、あなたでしょう？」

「そうなんですけど、実は昨日、クダンに恋愛運が悪いって占いされちゃったんですよ」

　テーブルに両手をつき、身を乗り出して香奈は訴えた。

「なんだ、それで元気がないの？」

「それもあるんですけど、その占いのせいでクダンと喧けん嘩かをしちゃって……」

　ドッペルゲンガーの手がかりを求めてきたら、話が思わぬ方向へ行ってしまった。

　それでも美み千ち恵えはこの香か奈なのことが気に入っていたので、嫌がることなく相手をしてあげた。

　恋占いぐらいで喧嘩をして、そのことで悩んでいる香奈のことを、外見に比べてずいぶんと子供っぽいと、美千恵は心の中では思っていた。

　占いの結果で気持ちが揺らぐぐらいなら、そんな恋など偽にせ物ものだ。

　そのぐらいのことで悩んでいたら、これから先、もっと難問に出くわしたときいったいどうするのだろうと、少し意地の悪いことを考える。

「まあ、私は占いなんて良いときだけ信じて、悪いときは信じないことにしてるけどね」

　たったいま、クダンの占いに頼ろうとしていた自分が言うのもどうかと思ったが、美千恵は自分の思っていることは顔に出さずに、元気のない香奈を励ましてやる。

「お客さんも、恋占いで悪い結果とか出たことあるんですか？」

「そうね……私の場合は、相性はかなり最悪だったよ」

　美千恵は苦笑いを浮かべる。占いの結果ではないが、美千恵にとって運命の導きと思った恋は、そのスタート地点に立つことさえ許されなかった。

　美千恵が好きになったのは、ずっと歳としの離れた大学の講師。年齢だけでなく、人間的にもずっと成熟している彼は、こちらのことなどくちばしの黄色い小娘としか見てくれなかった。思い切って告白したとき、彼の浮かべた少し困ったような顔はいまも忘れられない。

「相性が悪いって占いが出たとき、どうしたんです？」

「別にどうともしなかったよ」

　平然とした顔で、美千恵は嘘うそをついた。

　あきらめるのが一番の正解だとわかっているから、そんな顔だってできる。

　もう、辛つらいのを我慢して追いかけるのはやめたのだ。あきらめることは、次へ進むためには必要なこと。

「へえ、そうなんですかぁ」

「だから、そんなこといつまでも気にしないほうがいいよ」

　それは香奈への励ましであると同時に、自分自身に向けた言葉でもあった。

「ありがとうございます……って、ごめんなさい。私の話ばかりしちゃって。ご注文はなんにしますか？」

「んーと、ソフトクリームは昨日食べたから。今日はアイスコーヒーを」

　クダンのおすすめのソフトクリームも捨てがたいが、店内に漂っているコーヒー豆の良い香りの誘惑も抗あらがいがたい。

「はい、アイスコーヒーおひとつですね」

　ずいぶん元気になった香奈の顔を見ていた美千恵は、ふとあることに気がついた。

「ねえ、口のまわり……」

「えっ？」

　香か奈なは口に手を当てた。

「あれっ、ケチャップ!?」

「……べったりついてるよ」

　本当はちょっと口の端に赤くついているだけだったが、美み千ち恵えはわざと大げさに言ってやった。

「うわっ、恥ずかしっ！　さっきナポリタンを食べたものだから」

　香奈は真っ赤になって口を手で拭ぬぐう。

「ほらほら、これで拭ふいて」

　美千恵は笑いながら紙ナプキンを渡してあげた。

「す、すみませ～ん」

　そんな香奈の様子を見て、美千恵は声をあげて笑った。

　向こうのサラリーマンが何事かと、こちらを不思議そうに見ている。

　それでも美千恵は笑うのをやめなかった。

　笑うことで、昨日から心の底にどんよりと溜たまった澱おりのようなものがすっきりと消えていくようだった。



　　　◆◇◆



　店が暇だったのか、香奈はあのあともずっと美千恵の相手をしてくれた。

　それはたわいもないお喋しやべりだったが、ずっとひとりで旅を続けてきた美千恵にとっては、久しぶりに楽しいひとときだった。

「やっぱり、私には一人旅なんて向いていなかったのかな？」

　美千恵はようやく我が家に帰れるかと思うと、自然と心が弾んだ。

「クダンはいなかったけど、なんかホッとしちゃったなぁ」

　無意識のうちに漏らした言葉に、美千恵は少し驚いた。

「あれ……いま、私ってなんか安心してる？」

　店を出た美千恵はその場で立ち止まり、自分の気持ちに戸惑った。

　ドッペルゲンガーの手がかりは途絶えてしまったというのに、なぜか気持ちは安あん堵どしている。

　その真相を知らずにすんだことを喜んでいる。

　あの重く心に満ちていたのは、ドッペルゲンガーのことを知りたいという気持ちではなかったのか？

　そうだ、いまならわかる。

　自分はドッペルゲンガーを探そうとすると同時に、その真相に近づくことに怯おびえていたのだ。

「でも……なんで？」

　それは美み千ち恵え自身にもわからない。

　その理由を知ることは、ドッペルゲンガーの真相を知ることと同じなのだろう。

　ただひとつ確かなのは、いまの心地良い安あん堵ど感。

「そうだよ、私はドッペルゲンガーのことなんか知りたくなかったんだ」

　最初、自分はここにドッペルゲンガーのことを『あきらめ』に来たはずではないか。

　それが路面電車で緑の手の少年に会ってから、妙なことになってしまった。

　いるはずのないドッペルゲンガーに近づきすぎてしまった。

　だが、追い求めることはもうやめだ。

　どうせ辛つらいだけなのだから。

　あきらめること、知らないでいることが、一番の正解であることもある。

「ああ、もうそんなことどうでもいいや。どうせ、もう帰らなきゃいけないんだし！」

　通行人が振り返るほどの大きな声で、美千恵は自分自身に言い聞かせる。

　そして、坂道を下ろうとしたとき、いままで適度に薄暗い店内にいたため、急な夏の日差しに目がくらんだ。

　一瞬、貧血かと思い、ひやりとする。

　あたりが真っ白に見えて、夏の日差しによる、くっきりとした黒い影とのコントラストが妙に強く感じられた。

　そんな光景の中、ちょうど美千恵の視線の先。

　店の真向かいにある消火栓から、美千恵は目を離すことができなくなった。

　古臭い金属製の大きな消火栓。

　そこに黒く浮かぶモノ。

　それは影ではない。

　影よりも深い黒色で、べっとりとつけられた小さな手形。

　普通だったら、広い道の向こう側にある手形など、気づきもせずに見過ごしただろう。

　こうして気づいてしまったのは、偶然か、必然か？

　一度気づいてしまえば、美千恵はもう目をそらすことはできなかった。

　この前、緑色の手形を見たときと同様に、美千恵はその黒い手形に誘われるように、ふらふらと道路に踏み出した。



　パァパァ～ッ！



　クラクションを鳴り響かせながら、自動車が美千恵のすぐ近くを走っていった。

　一瞬、足を止めた美千恵だったが、すぐに憑つかれたように消火栓のほうへと進む。

「これって……」

　美千恵は消火栓の手形に指で触れてみた。すると、かすかに指に黒い色が移った。絵の具かなにかでつけられたものらしい。

「この手形、まだ乾いていない」

　そう呟つぶやいてから、美み千ち恵えは我に返ったようにあわてて指を上着の袖そでで拭ぬぐった。

　服が汚れるのも構わず、美千恵は指から黒い色が消えるまで夢中でこすり続けた。

「黒……黒い子……黒い手形……」

　もう忘れようとしていたドッペルゲンガーのことが美千恵の中で甦よみがえる。



「わからないみたいだよ？」

「そうだね、聞こえていないみたいだ」



　そのとき、どこからか声が聞こえた。子供特有のよく通る高い声だった。

　美千恵は声のしたほうに、勢いよく振り返る。

　そして、路地からこちらを見ている視線に気づいた。

　見覚えのない子供たちの顔。

「なんなのっ？」

　同時に美千恵は複数の視線を感じて、あたりを見まわした。

　気づくと、あちこちの路地から小学校の低学年ぐらいの子供たちがこちらをうかがい見ていた。もちろん、美千恵は知らない子供たちばかり。

　気のせいなどではない。偶然でもない。

　なぜなら、子供たちはみんな同じ顔つきをしていた。

　それは、なにかを期待するかのような目。

　そして、期待を寄せられているのは――自分。

　美千恵はそのことを肌で感じ取っていた。

　だが、美千恵には子供たちがいったいなにを自分に求めているのかはわからない。

　助けを求めるように、まわりをキョロキョロと見る。

　目に飛び込んだのは、消火栓の黒い手形。

　ここに答えがある気がした。

　ただ、その答えは美千恵の知らない言葉で書いてあった。それではなんの意味もない。

「なんなのよっ！」

　いらだちと焦りにまかせ、美千恵は怒ど鳴なる。

　そんな美千恵の反応に、子供たちはみんな一斉に路地の中へと消えてしまった。

「なんなの……なにをして欲しいのよ……」

　路地に消える直前、子供たちはみんな驚いたような顔をしていた。

　理不尽な怒りにさらされたときのような、驚き怯おびえた顔。

　子供たちは美千恵から逃げ出したのだ。

「私はわからない、わからないのよ！」

　罪悪感が美み千ち恵えの身体からだに重くのしかかる。

　言葉とは裏腹に美千恵には、あの子たちが自分になにを期待しているのかがだんだんとわかってきていた。

　消火栓の黒い手形が、それを暗示している。

　黒い手形――黒い子。

　そうだ、子供たちは、たったいま美千恵が自身を誤ご魔ま化かして忘れてしまおうとした、ドッペルゲンガーのことを思い出すように期待している。

　だが、美千恵はもうそのことを思い出したくはなかった。

　さっき感じていた、生なま温ぬるい安あん堵ど感を手放したくない。

　美千恵は消火栓の黒い手形を忌いま々いましげに見つめ、クダンの占いの言葉を思い出した。

「手のひらに注意か……確かにそうかもね」

　美千恵は吐き捨てるように呟つぶやくと、意を決したように早足で坂道を下った。

　ドッペルゲンガーは不吉の象徴。出会えば不幸が起きるという。どうやら、それは真実だったらしい。

「もうたくさんよっ！　こんな最悪の気分になるんなら、戻ってくるんじゃなかった」

　坂道を下りきった交差点にある駅には、ちょうど路面電車がやってきたところだった。

　空港に連絡する鉄道駅に向かう電車。

「あっ、乗ります！」

　美千恵は迷わず、駆け足で電車に乗り込んだ。

　ガタンと大きく揺れて路面電車が走り出す。

　車窓の向こうで、ゆっくりと景色が流れていく。それを見ていると、自分がこの街から、あの手形から、子供たちから遠ざかるのが感じられた。

　気持ちがすうっと落ち着いてくる。

　このあと飛行機に乗って、いま住んでいる街に帰る。それでこの旅はおしまいだ。

　ここからずっと遠く離れた、テレビ塔のある騒々しい街。いまはなんだかとても懐かしい。

　向こうに着いたら、もうドッペルゲンガーのことを考えることはやめよう。

　いま心の奥底に残るしこりも、この街から遠く離れてしまえば消えるだろう。

　この街を忘れてしまえば、すべて消えることだろう……



「こんにちは」

「ひゃっ！」

　いきなり声をかけられて、美千恵は悲鳴に似た声をあげる。

　そこにいたのは白と黒のツートンカラーの丸いデザインの帽子を被かぶった、セーラー服姿の少女――クダンだった。

「こ、こんにちは……」

　美み千ち恵えはみっともない大声をあげてしまったことに顔を赤らめながら、挨あい拶さつを返す。

　それにしても、なぜ自分はそんなにも驚いてしまったのか？

　いまの気持ち……それは後ろめたさという感情に近い。

　この街を去ろうとしていることに、自分は強い後ろめたさを感じている。だから、クダンに声をかけられてあんなにも驚いたのだ。

「これからどこへ？」

　大きなビルの影に路面電車はゆっくりと入り、車内は少しだけ薄暗くなった。

　クダンの目も影の中で暗く沈んでおり、帽子を被かぶっているせいもあってよく見えない。

「う、うん、空港に……もう帰るの」

　子供がいいわけをするときのような、どこか焦った口ぶりで美千恵は答える。

「尋ね人は見つかったんですか？」

「いいえ……でも、もういいの。どうせいるわけないんだから」

「そうなんですか？」

「当たり前でしょ。ドッペルゲンガーなんて、そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい！」

　美千恵は少しむきになって言った。

「けど、それを探すために、あなたはコクバンを作ったんですよね？」

　意外な人物の口から出た言葉であったため、その意味を理解するのに美千恵は少し時間を要した。

　コクバン――虚こ空くう蔵ぞう板ばん。

　それは美千恵が高校生のときにドッペルゲンガーの情報を集めるために立ち上げ、その後、同じ高校の後輩に管理を譲った携帯用サイトの名前だった。もっとも、この街に来たときにアクセスしたところ、それはすでに閉鎖されていたようだったが。

「なんでそのことを知っているの。あれはうちの学校の生徒しか知らないはずなのに」

「私がここにいるのは、不思議な縁が生んだ偶然から。あなたがコクバンを作った人だとわかったのは……未来を覗のぞかせてもらったから」

「未来を……？」

　クダンが何を言っているのかよくわからないが、それよりも、こんなところで、あのコクバンの名前を聞かされたことのほうに美千恵は驚いていた。そして、いつまでもドッペルゲンガーの影から逃れられないことに、恐ろしささえ感じていた。

「あのコクバンを作ったあなたには、ドッペルゲンガーに会ってもらいたいと思っている。私は偽物のドッペルゲンガーに会ったことあるのよ。彼女がドッペルゲンガーになってしまったのは、あなたがきっかけだったのかもしれない……」

「あ、あなた何者なの？」

「私は件くだん――『人』に『牛』と書いて件」

「クダン……件のこと!?」

　美千恵は前に聞いた怪談を思い出した。

　人の顔をもった牛とされる怪物の名前、それが件くだん。

　ただその異様な姿以上に知られているのは、件が災わざわいを予言すること。そして、予言をしたのち件自身は息絶えること……

「あなたの本意ではなかったとはいえ、コクバンはいろいろな人の生き方を変えてきた。けど、それを作ったあなただけが、本当のことに目をつぶってしまうのは――」

　そのとき、ずっと続いていたビルの影から路面電車が抜け出た。

　窓から強い日差しが入り、車内を明るくする。

　夏の日差しを浴びても、クダンの瞳ひとみはどこまでも暗く、不思議なことにわずかな光も発していない。

　瞳の中に塗り込められた闇やみ。

　いや、美み千ち恵えにはその色があの黒い手形の色に似ている気がした。

　心かき乱し、不安を呼び覚ます黒。

「なんだか不公平な気がする」

　そう告げると、クダンは頭から帽子を取った。

　そして露あらわになる――いままで帽子によって隠されていた、件の二本の角が。



「このまま電車に乗って去ってしまえば、あなたは二度とこの街に戻ってこない。そして、残したものに再会することもない」



　クダンは告げた。

　それは占いとは違う、事実を告げる言葉。

　これは予言だ。

　これから起きる、未来を告げる言葉。

　クダンの頭に生えた二本の角を見つめながら、美千恵はそのことを直感で悟っていた。

　クダンの言葉には、強烈に心へと浸透する力があった。説得力とか、そういうものではなく、自分から素直に受け入れたくなる、そんな不思議な言葉だった。

「そのことがなぜあなたにとっての災いなのかは、私にもよくわからない。あとはあなたが決めて。この電車を降りるか……そのまま、この街を去るか」

　ガタガタと足あし下もとからの振動とともに、電車がゆっくりと停車した。

「残したもの……？」

　自分はなにを残したというのだろうか。

　ドッペルゲンガー？

　確かに、自分は子供の頃ころにこの街でドッペルゲンガーを見かけた。

　見かけた？

　そうだ、出会ったのではない。見かけたのだ。

　出会った記憶はない。

　出会っていないはずなのに、自分はドッペルゲンガーを見かけたのだ。

　それは出会った記憶がないぐらい、ずっと昔から自分と一緒にいたモノ。

　自分の一部として在あり続けていたモノ。

　それと別れた――いや、分かれたのだ。

　自分は分かれたそれを、この街に残した。

　その残したものを、自分は見たのである。残したもの――ドッペルゲンガーを。

「それを残したままでいることが……私の災わざわい？」

　美み千ち恵えは無意識のうちに、なにかに突き動かされるように電車を降りていた。

　そして腕時計を見て、飛行機の時間を確認する。

「大丈夫、まだ間に合う」

　あの場所に、自分は行かねばならない。

　聖母像のある広場で、自分の影を見たときに思い出した、あの場所へ。

　そこにあるものが、たとえ自分にとって辛つらい事実だけであっても。

　そこへ行くことが、一番の正解ではなくても。



　　　◆◇◆



　昨日、緑の手の少年が電車を降りたあたり。



    

  
    
      



    

  
    
      　解体されるのを待つばかりの、古い倉庫が立ち並ぶ道。道の両側に続く赤あか煉れん瓦がの壁には、雨に流された鉄サビの色が染みついていて、まるで涙のあとのようだ。

「早く見つけなきゃ！」

　美み千ち恵えはあたりを見まわしながら、いまはトラックもほとんど通らない広い道を早足で歩く。

　ずっと続く道のその先には、ロープウェーのある山が見える。

　真夏の日差しを浴びて、青々と木々が茂り、緑に覆い尽くされている。そういえば、喫茶店ドラゴンの窓まど際ぎわにもこの景色が飾られていたことを思い出す。

「もっと向こう……？」

　美千恵は直感的に、喫茶店で見た絵と同じ構図の景色を探した。

　その近くには、あの目印があるような気がした。誰だれかが教えてくれたあの言葉を、美千恵は何度も頭の中で繰り返す。

「あった、手のひらに注意！」

　倉庫の建物に挟まれた細い路地。

　いや、普通なら猫ぐらいしか通らないような、道ともいえないような建物と建物の間にできた隙すき間ま。そこにあの聖母像の広場へ続く路地につけられていたものと同じ、緑色の手形があった。

　雨風にさらされ、だいぶかすれている。きっと、何年も前につけられたのだろう。

　美千恵はその緑の手形に、そっと自分の手を重ねてみた。

「……見えなくなっちゃった」

　小さな手形は、美千恵の手のひらですっぽり隠されてしまう。

「だよね、私はこんなに大きくなっちゃって」

　慈しむように手形を指先で撫なでてから、そっと手を離す。

「となると、これは難関だな……」

　美千恵は細い路地を厳しい目で見つめると、荷物はその場に残して奥へと入り込んだ。

「ううっ、やっぱりきつい！」

　身体からだを横にして、ようやくギリギリ通れるぐらいの道。

　すぐ目の前には煉瓦の壁。

　背中や胸を何度も壁にこすりながら、美千恵は横歩きで奥へと進む。

　窮きゆう屈くつで息苦しい道だったが、あまり不快には感じられなかった。

　路地の壁にはぽつりぽつりと色とりどりの手形がつけられていた。

　あの広場にあったように、単純なパーの形だけではない。指を組み合わせたり、握りこぶしだったり、少し手をずらして絵の具を伸ばしたり……

　この手形たちには、いろいろな表情があって、とても賑にぎやかだった。

　ただ、残念なのは、美千恵にはそれらの手形がなにを言っているのかわからないことだった。それでも、小鳥たちのさえずりを聞いているときのように、路地の壁に踊る手形を見るのはこの窮きゆう屈くつさを忘れさせるぐらい楽しいことだった。



　どのぐらい歩いてきただろうか。

　不意に路地が終わった。

　横歩きだったから、自分で思っているほど進んでいないかもしれないが、美み千ち恵えにとってはずいぶんと長い道のりだったような気がする。

　それは距離ではなく、心の問題かもしれない。

　美千恵は長い登山の末、ようやく山頂を目前としたときのように、一度足を止めて、大きく息をついた。

「この先だ……」

　そして、美千恵は最後の一歩を踏み出す。

「ああ……あった。ここにあったんだ。ここにあったんだね」

　そこには、美千恵の残したものがあった。

　それは子供たちが黒い子と呼んだモノ。

　それは美千恵がドッペルゲンガーと思いこんでいたモノ。

　それは幼い頃ころ、彼女自身がここに印しるした傷跡――黒い小さな手形。



　　　◆◇◆



　建物と建物の合間にできた、三角形の小さな空き地。

　いったいどういう事情でここにぽつりと土地が残されてしまったのかは、いまはもう知るよしもない。

　きっと、大人の難しい事情がいろいろとあったのだろう。

　外につながる道は、美千恵が通り抜けてきた細い路地しかなく、この広場の存在をどれだけの人が知っていることか。

　地面はしっかりとしているが、長い年月の経過を感じさせる石畳。それは、まわりの倉庫の煉れん瓦がの壁よりも古そうだった。

　きっと、ずっと昔から、この空き地は、なにもない場所としてこうして在あり続けてきたのだろう。

　美千恵は導かれるようにして、空き地の真ん中へと進んだ。

　といっても、ほんの数歩歩いただけで、三角形の中心に立つことができた。

　あの聖母像のあった景色の良い広場とは違い、この広場は倉庫の壁が三方から押し寄せてくるような息苦しい印象を受ける。三角形に切り取られた空は、どんな絵画でも表現できない澄み切った青色だったが、それはとても狭く感じられた。

　顔をあげていた美千恵は、ふうっと軽く息をついてから、意を決して正面の壁を見た。

「久しぶり……ね」

　それは、とても小さなものだった。

　それなのに、美み千ち恵えは一瞬でそれを見つけることができた。

　自分の胸と同じぐらいの高さに印しるされた、黒い手形。

　倉庫のせり出した屋根のおかげで、あまり雨風にさらされることなく、いまでもその形ははっきりとわかった。

　そして、そのまわり――いや、広場の壁全体にわたって、無数につけられた手形の群れ。その数は聖母像のあった広場とは比べものにならない。まさしくそれは群れと表現するのがぴったりだった。

　水場に集まる熱帯の美しい蝶ちようたちのように、壁一面に手形が群れていた。

　どれもが息づいているようだった。

　なにかを呼びかけているようだった。

　いまの美千恵にはわからないだけで、これらの手形は生きているのだ。

　そんな美しく踊り回る手形の群れの中心で、ぽつりと動きを止めている黒い死し骸がい。

　その醜く、汚れた死骸こそが、美千恵の黒い手形だった。

「ああっ……」

　言葉にならない嗚お咽えつが口から漏れた。

　心から湧わき上がる後悔と罪悪感が、胸を押しつぶす。

　美千恵は胸を両手で抱くように押さえ、その痛みに震えた。

「これは罰だ。私はこの罰を受けに、この街に――この広場に戻ってきたんだ」

　ここは『コロポックルの広場』と呼ばれる、子供たちだけの秘密の遊び場。

　大人になった美千恵たちには狭くてなにもない空き地であっても、子供たちにとっては世界丸ごとひとつにも匹敵する大切な場所。

　広場の手形は、ずっと昔からここにあるものだ。

　たくさんの子供たちが、たくさんの思いを込めて、ここに手形を残してきた。

　絵の具で、墨で、泥で、ペンキで。

　すっかりかすれてしまったものから、最近つけられたもの。

　いろいろな形、いろいろな気持ち。

　誰だれかに受け継ごうとか、伝えようとか、そんなことではない。

　ただただ、ここにいたことを印しているだけだ。

　自分たちがここにいたことを。



「声は聞こえる？」



　背後から声が聞こえてきた。

　美千恵は不思議と驚かなかった。

　それどころか、自分は彼がやってきてくれるのを待っていたのだと、いま気づいた。

「いいえ、私にはもう聞こえないの……」

　幼子のようなか細い声で美み千ち恵えは答えると、ゆっくりと後ろを振り返った。

「でも、ここに来られたよ？」

　美千恵が入ってきた路地の前に立つ少年。

　緑の手の少年。

　彼のまわりに踊る手形は本当に活いき活いきしていて、羨うらやましいほどで――美千恵は一瞬でこの少年こそがコロポックルの広場の住人なのだと悟った。

　少年はたくさんの手形を引き連れて、あの期待に満ちた目でこちらを見ている。

　喫茶店の前で子供たちが自分に向けた、あの目だった。

　美千恵はその目から逃れるように、たまらず顔を伏せる。

「ここに来られたのは、偶然……」

　誰だれかから聞かされた『手のひらに注意』という言葉に導かれただけだ。

　手形の声を聞いたからではない。

「そうなんだ、やっぱりお姉ちゃんには聞こえないのか」

　態度を一変させて悲しそうに呟つぶやく緑の手の少年の声は、美千恵の心にズキリと突き刺さった。

「でも、大切なことは思い出した」

「なにを？」

「私はこの広場を汚けがしてしまった。小さい頃ころ、この街を引っ越すとき、ここに黒い手形を残してしまった……どうしても別れることしかできないのなら、あきらめるしかできないのなら、自分から壊してやれと思って！」

　美千恵は広場の中央に刻まれた、自分のつけた黒い傷に歩み寄る。

　いまよりずっと小さいが、それは紛まぎれもなく子供の頃、自分自身でつけた手形。

　幼い自分が広場を否定するために残していった、忌まわしい黒い傷跡。

「新しい学校では、誰もコロポックルの広場のことをわかってくれなかった。手形の声を聞ける子なんていなかった」

「そうなんだ、やっぱり余よ所その子たちは手形のことはわからないんだね」

「この広場はどこにも代わりのない、本当に特別な場所で……けれど、傷つけてしまった私はもう戻ることはできない。懐かしむことさえできなかった。それでも、その頃の私はあきらめることが下へ手たで……」

「だから、忘れるしかなかった？」

「でなければ、新しい街で友達を作ることはできなかったもの！」

　そうだ、だから自分からコロポックルの広場を捨てたのだ。

　黒い手形で傷つけただけでなく、自分の心からも消し去った。

　そうすることで、ようやく向こうの街に馴な染じむことができるようになった。

　ただひとつ、忘れられなかったのは、この黒い手形。

　自分の分身。

　やがて記憶は混ざり合い、過去の曖あい昧まいな記憶として……ドッペルゲンガーと名を変えて、この黒い手形は美み千ち恵えの心に住み続けたのだった。

「私がドッペルゲンガーを探していたのは、ずっと謝りたかったからかもしれない」

　それなのに、もう一度ここに戻って来ることが怖くて、途中で逃げ出そうとした。

　それを止めてくれたのは――

「……誰だれだったんだろう？」

　確かに、誰かが逃げようとする自分を呼び止めてくれたのだ。

　自分に懺ざん悔げの機会を与えてくれた。

　この広場を汚けがした自分を罰するための機会を与えてくれたのだ。

　美千恵がかすかな記憶の中に煙る、小さくて可愛かわいらしい誰かの面影を追っていると、緑の手の少年が不思議そうに尋ねた。

「謝るって、どういうこと？」

　それは意外な問いかけだった。

「だって、私はあなたの広場に……こんなものを残してしまった」

　美千恵は緑の手の少年に背を向け、黒い手形と向かい合う。

　恐る恐る指で触れてみる。爪つめが黒い手形に触れて、カリッと音をたてた。

　ただ、十年の時をかけて古い煉れん瓦がに染みついてしまった手形は、ひっかいたぐらいでは消えたりしない。

　自分が忘れていた間も、ずっとこれはここに在あり続けていたのだ。

　黒い子として、その醜い姿を広場に集う子供たちの前にさらし続けていたのだ。

　それを思うと、美千恵はいたたまれない気分になった。

　身を焦がすほどの後悔。

　せめて、この気持ちだけは緑の手の少年に伝えたい。そして謝りたい。

「私は、あなたを――あなたたちを悲しませてしまった」

　緑の手の少年の悲しげな視線を、痛む胸で受け止めて、美千恵は言った。

　すると、いつのまにか緑の手の少年は美千恵のすぐそばにやってきていた。

　そして、小さな手で美千恵の腕に触ると、あの美しい瞳ひとみでこちらを見上げた。

「僕が悲しいのは、もうお姉ちゃんには手形の声が聞こえないからだよ」

　緑の手の少年は、黒い手形を触る美千恵の手を優しく引っ張る。

「手形を消しては駄だ目め。広場の決まりだから」

「でも……」

「それに、これはみんなが大好きな手形なんだよ」

　少年の小さな緑色の手が、美千恵の手をきゅっと少しだけ強く握る。

「その黒い子は、すごく広場が好きだった。好きなのにお別れするのが辛つらくて――それが本当に辛くて、ここに全部を残していった。黒くて深い手形だけど、僕たちには聞こえる。その子の本当の気持ち。広場への気持ち」

　緑の手の少年は手を握ったまま、美み千ち恵えのまわりを回った。

　手を引かれて、美千恵もまわる。

　まるでダンスを踊るかのように。

　くるりくるりと。

　三角形の舞踏場。

　色とりどりの手形は、来賓の人々か、それとも喝かつ采さいの拍手か？

「広場の決まりも忘れちゃったの？」

　緑の手の少年はすっとつないだ手をあげて、その下をするりとくぐり抜けた。

　美千恵の腕の中で、緑の手の少年が一回転。ふわっと広がったやわらかな髪からは、なぜか少しだけコーヒーの香りがした。

「決まりって？」

　緑の手の少年のペースにすっかり乗せられて、さっきまで美千恵の身体からだを縛り付けていた深い後悔はどこかへ消えてしまっていた。

　少年がまわるごとに。

　自分がまわるごとに。

　身体が軽くなっていく。

　心が軽くなっていく。

「この広場では、嘘うそは無し、隠し事も無し、仲間はずれも無し、喧けん嘩かは……ちょっとだけあり。だけど、次の日になったら仲直り」

　踊りに合わせて、緑の手の少年は歌うように決まりを数え上げた。

「手形はなんでも伝えてしまうからね。だから、黒い子の本当の気持ち……そんなのみんな知ってるよ」

　いつのまにか二人は広場の中央に立っていた。

　そして、緑の手の少年は両手を広げた。

　彼の広げた手のもとに、広場中の手形がみんな集まってきているように見えた。

　その中には、美千恵の残した黒い手形もあった。



『この広場が大好き。けれど、さようなら。また会いたいよ。ずっとみんなと一緒にいたかったよ』



　美千恵の耳に聞こえたのは、誰だれかの声。

　緑の手の少年の口から語られているはずなのに、それは誰か別人の声に聞こえた。

　この街を離れ、美千恵はずっと自分を偽ってきた。あまりに長く偽り続け、心の底にしまい続けてきたから、自分自身さえ本当の心を聞くことができなくなってしまった。

　けれど、ここでは――この広場では、ずっと昔からこんなにも声こわ高だかに呼びかけてくれていたのだ。

　美み千ち恵えが自分の中に思いを押し殺している間も、ドッペルゲンガーは本当の心を伝え続けてくれていた。

　大切な場所で、大切な仲間たちに！

「そうよ、私はこの広場が大好きなの。大好きで、大好きで、しょうがなくて……しょうがなくて！」

　自分から別れたのだ。

　好きな気持ちをどうすることもできなくて。

　引き離されるぐらいなら、嫌ってやると。

　自分から離れてやると。

　その思いを込めて、ここに黒い手形を残した。

　本当の気持ちとは、真逆の思いを込めて……

「だから言ってるでしょ？　そんなこと――この黒い子が、本当にホントの気持ちでは、この広場を大好きだったなんて、手形を見ればすぐにわかるんだよ」

　緑の手の少年は笑い声をあげた。

　美千恵が胸の奥底に隠し続けてきた後悔など、全部気持ちよく笑い飛ばしてくれるかのような軽やかな笑い声。

「あはっ、あははっ」

　美千恵も引き込まれてぎこちなく笑った。

　自分の小さな手形は、最初からなにも傷つけていなかったのだ。

　そう思いこんでいたのは、自分だけ。

　この大切な広場を、無理に忘れようとした罪悪感。それが幾いく重えにも複雑に、自分を縛り付けていたのだ。

　美千恵はいま自分が解放されていくことを実感していた。



　いくら嫌ったふりをしても、あきらめたふりをしても、本当の気持ちは変えられない。

　色とりどりの手形の中で惨めに見える黒い手形だったが、いまの美千恵にはそれがとてもいじらしく、そして愛いとおしく思えた。

　この手形の気持ちを受け入れてやらなければいけない。

　誰だれよりも自分が受け入れてやらなければならない。

　時を超えて伝えられた、自分からのメッセージ。



　さっきは狭く思えた広場が、急に広く感じられる。

　小さな三角の空も、それはどこまでも高く遠くまで続いている。

　自分の小さな黒い手形――

　それが、こんなにもたくさんの手形の中で温かく迎え入れられている。

　もうそれは死し骸がいなんかには見えない。

　これこそが自分の本当の気持ちの形。

　美み千ち恵えの手形は、ちょっと他ほかとは毛色が違うが、それでもみんなと一緒に踊っている。

　この広場の一員となっている。

　もう一度、ここに来られて良かった。

　この光景を見ることができて良かった。

「手形の声が聞こえなくなってしまったのは残念だけど、お姉ちゃんがここまで来てくれたことだけで、僕は嬉うれしいよ」

　気がつくと、その言葉を残して、緑の手の少年は路地の奥へと消えていた。

　美千恵は彼のあとを追いたかったが、すぐにあきらめた。

　大人の自分では、あの路地をあんなに速く抜けることはできないだろう。

　広場の中にぽつりと立ち尽くし、じっとまわりの手形の存在を全身で感じ取る。

　緑の手の少年がかけてくれた魔法は、どうやら消えてしまったらしい。

　ここにいても、感じるのは部外者の自分だけ。

「もう外に出なくちゃ。飛行機の時間だ……」

　この広場に二度目のサヨナラをしようとしたとき、携帯電話がメールを受信した。

　それは、美千恵が昨日ふと思いついてメールをした、香か奈なに似た後輩からの返信だった。



【ごめんなさい、先輩から譲ってもらったコクバンは閉鎖しました。先輩がドッペルゲンガーを見つけられなかったように、私もコクバンからはなにも得られませんでした。やっぱり外は広すぎて、それでも私は先輩のようにあきらめることが下へ手たで――】



　それは美千恵の高校の後輩、羽は賀が双ふた美みからのメール。

　あの頭が良くて、いつも強気で、どこか人を見下したようなところがあった双美らしくない内容のメールだったが、そこからは彼女の本当の気持ちが伝わってきた。

　いまの自分と、この双美には共通点がある気がする。

　それは、なにかのきっかけで、本当の自分に気づけたこと。

　美千恵にとってのきっかけは、この広場に戻ることができたこと。

　では、双美にとってはなんだったのだろうか？

　美千恵はそんなことを思いながら「もう一度、会いたい」とだけ伝えるメールを双美に送った。もしも、この広場に来ることなく、彼女のメールを読んでいたら、自分はこのような返信をすることはなかっただろう。

「だけど、いまはあの子と話してみたい気持ち。きっと、今度はもっとよくわかり合える気がする」

　メールを打ち終えた美千恵は、今度こそ広場にサヨナラを告げた。

　そして、別わかれ際ぎわにもう一言だけ付け加える。

「教えてくれて、ありがとう……ね」

　それが誰だれに向けた言葉なのか、美み千ち恵え自身にもわからない。

　そして、そのことがなぜか悲しかった。

　誰に向けた言葉なのかわからないことが、とても悲しかった……



    

  
    
      


幕まく間あい　ナポリタンとクダン





「ただいま、元気だった？」

　真っ暗な部屋の明かりをつけると、クダンは真っ先に小さな台所の隅に鎮座する、白くて四角いあんちくしょうの頭を優しく撫なでた。

「ちっ、いい加減にしろよ」

　クダンの頭の上という、お気に入りの指定席に落ち着いていたバクは、忌いま々いましげに舌打ちをする。

　あいかわらずの六畳一間のボロアパート。

　トイレは共同、風ふ呂ろは無し。

　それでもクダンはこの部屋をいたく気に入っている。

　それはあいつのせいだ。

　あの白いヤツ。

　ええい、忌々しい！

　クダンの頭から飛び降りたバクは、畳の上にお尻しりをついて、ぎろっと迫力のない黒目で白くて憎いあんちくしょうをにらみつける。

「私が留守の間も、あまり電気を使わないでくれていたかな？」

　バクの目の前でクダンがなでなでしているのは、小さなワンドアの冷蔵庫。

　冷凍庫もチルドルームも、活いき活いき野菜保管庫もない、さっさと骨こつ董とう市か廃棄物処理場に行ったほうが良いような年代物の冷蔵庫。

　最近は家電を捨てるのにも金のかかる時代。前の住人がその金をケチって、この部屋に残していったものである。

　ところが、貧乏がセーラー服を着て歩いているようなクダンにとって、それは素晴らしき贈り物であった。

「温度センサーもないような冷蔵庫になにを期待してるんだ？」

　バクはすっかり冷蔵庫に夢中のクダンに言ってやった。

「バターと牛乳を冷たくすることよ？」

　冷蔵庫にただいまの挨あい拶さつを終えたクダンは、足あし下もとで不機嫌そうにしているバクを見つめる。その視線がやや冷たい感じがするのは、気のせいか？

「ほっ、ほほう。バター……ね」

「そう、バター。おジャガとバター。バクも好きでしょ？」

　ふかしたジャガイモとバター。

　確かに、この街のジャガイモはうまい。名産らしい。

　これはバクも認めざるを得ない事実。

　そこにバターが組み合わされば、それはもう無敵のパワーを発揮する。

　この冷蔵庫があれば、夏場もバターの冷蔵保存が可能。

　うわっ、人間の科学力ってすごい！

　もしかして、自分の敗北はすでに決定してるっぽい？

　いままで経験したことのない屈辱に打ちのめされているバクを無視して、クダンは制服から、いつものジャージ姿になると、さっそく鍋なべにお湯を沸かし始めた。

「おっ、おい、本気でナポリタンなのかよ。昨日もナポリタンだったぞ!?」

　いままで身を打ち据えていた屈辱はとりあえず横に置いて、バクは飛び上がってクダンに抗議をした。

　その抗議の声を聞いたクダンはくるっとバクのほうに振り向くと、バクにびしっと菜さい箸ばしを突きつけて言った。

「パスタ一kg、百二十八円！」

　そして、宙を見上げて、ぐぐぐっと意気込んだ顔をする。

「パスタ一kg、百二十八円……なんて素晴らしい言葉。私はこんなに感動したのは初めてかもしれない」

「馬ば鹿かか、おまえは」

「なによ、せっかくフランス料理を食べさせてあげようと思っているのに」

「いや、だからナポリタンはフランス料理じゃないんだってば……」

「でも、なかなか亮りよう平へいのナポリタンの味にならないのよね」

　バクの言葉を無視して、クダンは湯の沸騰した鍋にひとつかみのパスタを入れる。

　さりげない一言であったが、バクにとってそれは聞き捨てならないものだった。

「……なあ、亮平って、誰だれなんだ？」

「バイト先の子よ」

　ナポリタンを作るとき、クダンは何度もその男の名前を口にしていた。バクとしては、その男の正体が気になってしょうがない。

　しかし、クダンはすっかりお料理モードに入ってしまい、パスタをゆでている間に、きびきびとした動きで具材の用意を始めた。

　タマネギ、ピーマン、そしてソーセージ――繰り返そう、ソーセージ。

　念のためもう一度、ソーセージ。おめでとう、ソーセージ！

　この前までの、もやしの秘められた神秘の可能性を探究しているかのようなクダンのわびしい食卓には存在しなかった、驚くほどの豪華食材だ。

　もっとも、これらはバイト先の喫茶店ドラゴンのマスターのはからいだ。なんでも亮平のナポリタンの味にどれだけ近づけるかの挑戦をしていると言ったら、食材としてただでくれたらしい。ブラボー、ドラゴンのマスター！

「……って、そんなことはわかっているんだ。俺おれは、どんなやつかって聞いてるんだ」

「ん～、基本は可愛かわいいんだけど、割と美形かも？」

「なっ、ななっ!?」

　よろよろとよろけるバク。

　バクの目から見ても非の打ち所のない二枚目であるキリンにさえ心動かさないクダンが……なんだ、いまの発言は？

　いったい亮りよう平へいとは何者なのか？

　もちろん、そんな話を聞いて、いままでバクが黙っていたわけではない。

　バイト先の喫茶店についていっては、クダンが仕事をしている間にこっそり事務所に忍び込み、その亮平とやらの正体を暴こうと諜ちよう報ほう活動にいそしんだ。

　個人情報保護など知ったことか。

　ところが、いくらバクが調べても、不思議なことに亮平らしき男の情報は得られなかった。バイトの勤務表や、履歴書を調べてみても、亮平の名は見つからない。

　喫茶店の客という可能性も考えたが、クダンの話によると、その亮平とやらはナポリタンを作るのがかなり上う手まいらしい。ナポリタンといえば、喫茶店の定番料理。やはりドラゴンのスタッフと考えるのが妥当だろう。

「ぬぬぬぬっ……」

　バクは悶もん々もんと亮平に対して敵意を燃やしていた。

　そんなバクの燃え上がる邪念など露ほども気にしていないクダンは、箸はしでつまみあげたパスタの湯で具合を確認している。

「よし、アルデンテ！」

　すかさずコンロの火を止めて、鍋なべのお湯を流しのザルにあけた。

「手早く、手早く！」

　電気代節約のため神速の動きで冷蔵庫からドラゴンのマスターからもらったバターを取り出すと、ザルの中のパスタに投入。一気に絡ませる。

　溶けたバターの濃厚な香りがほんわりとバクの鼻び腔こうをくすぐるが、千ち々ぢに乱れた心をつなぎ合わせるには至らなかった。

　そうこうしているうちに、フライパンの上では細切りにされた具材が炒いたまる寸前だ。

　クダンの貴重な自前調味料である塩とコショウを具材に振りかけ、バターの香りに包まれたパスタを投入。

「焦げないように、注意！」

　フライパンを激しくゆすりながら、クダンはナポリタンを作る注意事項を暗唱する。

「そんなことより亮平のことだけど……」

　しかし、バクの言葉はいまやクライマックスを迎えた料理ショーの前にあっさりと吹き飛ばされた。

「ケチャップ・ファイヤー！」

　明らかにキャラと違うテンションで、クダンはフライパンに真っ赤なケチャップをブチューッと注いだ。

　料理をしているときのクダンはいつもこうだ。

　車のハンドルを握ると性格が変わるという人の話はたまに聞くが、フライパンを持つと変わるというのは珍しい。

　もっとも、今日は一段と激しい気がする。もしかすると、香か奈なと喧けん嘩かしたことが影響しているのかもしれない。料理をするとストレス解消になるらしいから、クダンにとっては良い気分転換なのだろう。

「じゅじゅ～っ！」

　いつのまにか、注意事項の暗唱はなくなっている。この狭い六畳一間のキッチンは調理人のインスピレーションとパッションが支配する、フリーセッション会場と化していた。

　そして演奏者ならぬ、料理人のアドリブが会場のノリを調整する。

「ここで追いバター！」

　追おい鰹がつおなら聞いたことがあるが、追いバターとはいったい？

　いや、なんてことはない。仕上げ直前にバターをひとかけら追加するだけのことだ。

　それでも、バターひとかけらでさえ貴重なクダンにとって、これは大変な英断だろう。

「おまえ……このナポリタンに懸かけているなっ！」

　一心不乱にフライパンをゆするクダンの横顔に、バクもいつしか心を奪われていた。

「はいっ、完成！　ナポリタン・エッフェル塔風味よ」

　国際問題になりそうな無茶苦茶な料理名を告げながら、クダンはバクの前にナポリタンを置いた。

　見たところそれは普通のナポリタン。

　どのへんがエッフェル塔風味なのかはあえて聞かず、バクはまず一口食べてみる。

「ふーむ、なるほど。ケチャップの酸味が追いバターのコクによって具合良く緩和され、ナポリタン特有の鼻につくとがった味が消えている。ゆで加減、炒いため具合も文句なし。そして、先にバターを絡めたことによって、パスタを口にするたびに新鮮なバターの香りが何度でも甦よみがえる。この気遣いこそ、まさにエッフェル塔の味っ！」

　もむもむと口を動かしながら、バクはナポリタン・エッフェル塔風味の味に唸うなった。

　だが、意外なことにクダンの表情は暗かった。

　瞳ひとみには深い悲しみと後悔の色が浮かび、まるでどこかへ去ってしまった大切な人を無人駅で待ちわびる少女のような顔つき。

　放ほうっておいたら、このまま富ふ士じの樹海に行ってしまうそうな様子に、バクは戸惑う。

「どっ、どうしたっ！」

「駄だ目めよ。バターが強すぎる。コクは出ているけど、あのまろやかさには及ばない。油の強さで舌を誤ご魔ま化かしているだけの料理。なんてこと……追いバターは失敗よっ！」

　そんなことを言いながら、クダンは一心不乱にもむもむとナポリタンを食べ続ける。

　どんなに味に文句を言っても、食べ物を無駄にはしない良い子なのだ。



「はーっ、ごちそうさま」

　ピーマンのかけらひとつ残さず、皿をきれいにしたクダンはため息をひとつつくと、ぼんやりと遠い目をした。

「あのね、亮りよう平へいのナポリタンはね……もっとまろやかで、それでいて油っこくなくてね、それはそれは美お味いしいのよ」

　その物もの憂うげな表情は、本当にナポリタンのことを思ってなのか――はたまた、亮平とやらのことを思ってのことか？

　いい加減、腹に据えかねたバクは、短い前足で自分の後ろ足の膝ひざをぴしゃりと叩たたいた。

「ええい、クダン。そこに座りなさい！」

「座ってるわよ？」

　往年のギャグをかまされながらも、バクは表情を緩めなかった。鼻をぷかぷかと膨らませて怒っている。

「なんなんだ、さっきから亮平、亮平と……そんなに亮平がいいのなら、亮平の家の子になってしまいなさい！」

「……なに言ってるの、バク？」



    

  
    
      



    

  
    
      「それとも、俺おれに不満があるのか。いつも帽子に変身して、おまえの角を隠すことに誠心誠意頑張っているこの俺に？」

「それは私の頭の上が居心地いいからってだけでしょ？」

「だまらっしゃい！」

「は、はい……」

　クダンはバクの剣幕に押され、きょとんとした顔をしている。

「あれだろ、おまえあれなんだろ。俺がニーソックスを被かぶるのが気に入らないんだろ？」

「そんなの当たり前でしょ。いまさらなに言ってるのよ」

「わかった、みなまで言うな。ちょっと待ってろ。おまえに、俺の決意ってやつをとくと見せてやる！」

　バクは鼻息荒く押し入れへと向かうと、もぞもぞとその中へと入っていった。

　そして、この季節はずっとしまわれたままになっているクダンの冬服の制服の間から、とっておきの宝物を口にくわえて引っ張り出す。

「バク、それって！」

　クダンが驚きの声をあげた。

「そうさ、俺の魂ともいえる、ジャストフィットなニソックス！」

　それこそは百枚に一枚、出会えるかどうかの最上級の逸品。

　どんなに辛つらいことがあっても――例えば、夕食にもやし炒いためが三日間続いたとしても、この中に顔を突っ込ませればすべて忘れることができる。

　これぞ魂の安住の場所。

　バクがなによりも大切にしている宝物だった。

「それって、私のお気に入りのやつじゃない。無くしたと思っていたら、あなたが隠していたの！」

　クダンは素早くバクの口からニーソックスを奪い取った。

「いいだろう、その素晴らしきニーソックスは返してやろう。だから、おまえの心を奪った亮りよう平へいとやらの正体を教え――」

「きゃ～っ！」

　クダンの悲鳴がバクの言葉を遮った。

「なっ、どうした!?」

「ケ、ケチャップがついてる～っ！」

　バクの宝物、クダンのお気に入りの白のニーソックスにはべっとりとケチャップの油染みがついていた。

「あ、すまん。口を拭ふいてなかった」

　バクはむにゅむにゅと前足で口についていたナポリタンのケチャップを拭ぬぐう。

「まあ、多少汚れても被り心地に影響はしな――ぎにゃ～っ！」

　クダンに尻尾しつぽをつままれ、バクは持ち上げられる。

「尻尾しつぽはっ、尻尾はやめれ～！」

　短い手足をじたばたさせて、バクが泣き叫ぶが、クダンは手を緩めようとはしなかった。それどころかいままで見せたこともないような鬼の形相で、バクを振り回す。

「うおっ、伸びる！　ちぎれる！」

　その夜、バクの悲鳴は深夜遅くまで響き続けたという。



    

  









    
      

第二幕　コロポックルがやってくる





「ずいぶん帰るの遅くなっちゃったな」

　そう思いながらも、少しも足を速めることなく、のろのろとした足取りで香か奈なは帰宅の途についていた。

　バイトが終わったあと、携帯電話で呼びつけた友達を無理矢理つきあわせて、ずっとファミレスでお喋しやべりをしていた。もっとも、いったいどんなことを話していたのかと問われれば、いまとなってはなにも思い出せない。

　ただ、誰だれかと話して気を紛まぎらわせたかった。ひとりになりたくなかったのだ。

　でないと、どうしてもクダンのことを思い出してしまう。



「ただいまー」

　家に戻った香奈は、玄関に父親の革靴がないことを確認して少しホッとする。

　どうやらまだ帰ってきていないらしい。先に帰ってこられていたら、こんなに遅くまでなにをしていたのだと、うるさくてしかたない。

「ご飯、食べてきたの？」

　リビングのほうから母親が顔を出して尋ねた。

「うん、電話したでしょ」

　なんだか口を開くのも億おつ劫くうだったので、ぼそぼそとした声で答えると、香奈はすぐに二階の自室へとあがろうとした。

「どうしたの、具合でも悪いの？」

　香奈の気持ちを察することなく、母親がリビングから出てきて尋ねてきた。香奈はそんな母親にうんざりしながら、無視して階段をあがる。

「誰かにフラれたんだ、フラれたんだ。あははははっ！」

　弟の裕ゆう樹きの甲かん高だかい声がリビングから聞こえてきた。

　まだ起きていたのかと、香奈は顔をしかめながら舌打ちする。

　小学校四年生だというのに……自分があの年の頃ころは、もっと早寝をさせられていたものだ。それに自分は中学生になるまで買ってもらえなかった携帯電話も、この前、母親にねだって買ってもらったりして。とにかく、最近すっかり生意気になって、ちっとも可愛かわいくない。

　そんな八つ当たりに近いことで腹を立てながら自分の部屋に入ると、着替えもせずにそのままベッドに倒れ込んだ。

　うつぶせの息苦しい姿勢のままじっとしていると、やはり頭に浮かぶのはクダンのこと。

　明日になったら、いよいよクダンと顔を合わさなければならない。

　昨日の喧けん嘩かは、いくら考えても自分のほうが悪かった。

　クダンは頼まれたとおり、占いをしただけだ。その結果が気にくわないものだったからといって、クダンに当たるなんて――

「最悪だよ、私って……」

　香か奈なは枕まくらに押しつけていた顔をあげて、ぷはっと息をついた。

　新鮮な空気が胸を満たすが、気持ちはちっとも晴れてくれない。

「クダンはどう思ってるだろう？」

　クダンとは三週間ぐらい前にバイト先で知り合った仲であるが、実をいえばあまり彼女のことを知らない。

　いつも冷静沈着で、それが行き過ぎて少しだけ暗い感じがする。

　あまりみんなで騒ぐというタイプではなかった。とにかく誰だれかと一緒にいたいと思っている自分とは正反対の性格。

　ただ、それは地の性格というよりも、意識して他人から距離を置いているようにも思えた。香奈がいつものようにおせっかいを焼いても、するりと水の中の魚のように逃れてしまうのだ。しかも、慣れた調子で。

　こうして考えてみると、自分はクダンにとってなんでもない存在だったのかもしれない。

「もしかして、クダンは私のことウザいと思っていたのかな」

　やってきたお客にクダンの占いを宣伝したり、バイトの仕事をいろいろ教えてあげたり……自分は良かれと思っていたことが、クダンにとっては逆だとしたら？

　自分のおせっかいが原因で、友達に嫌われそうになった経験は、いくらでもある。

「そうだよね、たまたま同じバイトをしているだけなんだし……また失敗しちゃったのかなぁ」

　香奈は小さくため息をつく。

　なんだか自分だけ悩んでいるのが、馬ば鹿からしくなってきた。

　あのクールなクダンのことである。こちらのことをなんでもない相手だと思っているのなら、どうせ今日つらくあたってしまったことなど、気にもしていないかも――



「って、そんなわけないってば。バッカじゃないの、私っ！」



　突然、香奈はベッドから跳ね起きた。

「あのとき、クダンは言ったじゃない！」

　占いのお金を払おうとしたとき、クダンが言った言葉。

　いつもの彼女らしくない、すごく不器用な言い方で『友達でしょ』と、確かに言ってくれた。

　あれが本当のクダン。

　ようやく見せてくれたクダンの素顔だったのだ。今いま頃ごろになってようやく気づいた。

「あ～っ、それなのにっ！　それなのにっ！　馬ば鹿かだ、私は大馬鹿者だ～っ！」

　香か奈なは両手で頭を抱えて、そのままバターンと派手な音をたててベッドの上に倒れた。

　身体からだがわずかにバウンドして、ギシギシとベッドがきしむのを背中に感じる。

　すると、香奈の母親が階下から部屋に怒ど鳴なり込んできた。

「あんたっ、なに大騒ぎしてるのよっ！」

「お母さん、あなたの娘は大馬鹿娘でしたぁ～っ！」

　ベッドの上で大の字になったまま、香奈はじたばたと手足を動かす。

「そんなの知ってるわよ」

　呆あきれた口く調ちようで自分の娘をばっさりと両断した母親は、ヒットポイントがゼロになっている香奈の上に服を落とした。

　可愛かわいい娘が傷ついているのだから、もっと慰めてくれてもいいのに……って、いやいや、こんな大馬鹿者はもっと罰を受けるべきかも。

　そんなことをイジイジと思いながら、香奈は顔に被かぶさったショートパンツをめくった。

「……なにこれ？」

　自分のパンツにしては、やけに小さい。

「なにって、あなたが出しておいてくれって言ったんでしょ」

「私が……？」

　そのショートパンツは、よく見ると自分が中学に入学したての頃ころにはいていた懐かしいものだった。

「これも、これも？」

　チビＴシャツにニーソックス。どれも自分の昔の服だ。

「裕ゆう樹きに着せてやろうと思って取っておいたんだけど。あの子、絶対着ないって嫌がるから、無駄になっちゃったわ」

「いや、お母さん。裕樹はこんな女物のパンツはかないでしょう……」

「そうかなぁ。可愛いと思うんだけど」

　香奈は頭の中で裕樹に着させてみたが、あのわんぱくなクソガキにはやっぱり似合わないと思った。

「って、そんなことより、お母さんナイス！　よくぞ取っておいてくれました！」

　香奈は両手いっぱいの昔の服を抱きしめ、顔を輝かせた。いつのまにやら、香奈のヒットポイントはすっかり全回復している。

「ふーふふふっ、これでイケる。明日は、これでイケるぞ～っ！」



　　　◆◇◆



　昼前、喫茶店のバイトへと向かっているクダンだったが、どうも頭の上で帽子がもそもそしていて落ち着かない。

「バク、じっとしてられないならカバンに入りなさい」

　帽子に変身しているバクをぽむぽむと叩たたいて、クダンは人目を気にしながら囁ささやいた。

「尻尾しつぽが痛いんだよ」

　バクはまたもそもそと動いた。

　頭に乗ったら、どんな喧けん嘩かもおしまい。

　それはクダンとバクのルール。

　だから、もうクダンもお気に入りのニーソックスをケチャップで汚されたことは怒っていなかった。

「それならアパートにいれば良かったのに。ロッカーにいてもつまらないでしょ？」

　フロアでは制服を着ないといけないので、バクを頭に乗せていられない。そんなわけで、クダンがバイトしている間、バクには更衣室のロッカーでじっとしてもらっている。

　窮きゆう屈くつだろうから無理についてこなくてもいいのに、なぜか最近、バクはドラゴンに一緒に来たがるのだ。

「バク、なにか私に隠し事してない？」

「べつに～」

「んん～？」

　どうも怪しい。

　クダンとしては、これから香か奈なと会わねばならないということで頭が一杯なのに、これ以上、問題を増やして欲しくない気持ちだった。

　喧嘩したときの仲直りのしかたなど、クダンはあまり慣れていない。いくら悩んだところで、下へ手たな考え休むに似たりだった。

　とにかく、香奈と会ってみなければ始まらない。

　クダンはいつもより少し速いペースで、ドラゴンへと続く坂道を上る。

　何度も通っているが、ここの坂道はやはりきつい。クダンは気を紛まぎらわすために、坂道の途中にあるものをひとつずつ憶おぼえていくようにしていた。

「ソフトクリーム屋さんの次は……郵便局で……えーっと、その次は」

　こうして繰り返していくと、その終点は大きな古い消火栓となる。

　道路からにょきっとロケットのように突き立つ、金属製のうっすらと赤く錆さびた消火栓。

「はあ、疲れた……」

　この消火栓の道路を挟んで向こう側がドラゴンだ。

　クダンはようやくたどり着いた消火栓の上に手をついて、一息ついた。

　さあ、いよいよ香奈と対面のときだと、クダンが内心で気合いを入れていると、突然、バクがずるりと顔のほうまで下りてきた。

「ぷ、ぷぁくっ！　なにひてるの」

　顔面にへばりついているバクをべりっと引きはがす。

　バクは帽子から、いつもの丸っこい姿に戻っていた。

「どうしたの？」

　クダンはバクを腕に抱いて尋ねた。

「うん、なんか妙なものがあるぞ」

　バクは消火栓のほうに顔を突き出して、臭においを嗅かぐようにふんふんと鼻を鳴らした。

「なにがあるっていうの？」

　せっかく気合いを入れていたのに、すっかり出鼻を挫くじかれてしまった。

　しかたなくクダンがバクを抱いたまま消火栓の前にしゃがみ込んでみると、その消火栓には黒い手形がついていた。

「これがどうしたの。子供の悪戯いたずらでしょ？」

「……よ～く見てみな。おまえにならわかると思うが」

　バクにしては珍しく真面目まじめな声で呟つぶやく。

「う、うん」

　思わずクダンも真剣な顔でうなずいた。

　普段はニーソックスを被かぶったりと馬ば鹿かなことばかりしているバクだが、携帯電話の操作から、行政のルール、ちょっと危ない法律の抜け穴、裏社会の事情、さらにはマイナーな都市伝説まで、クダンの知らないことをたくさん知っている。高校生のクダンがいろいろな街でなんとかやっていけるのも、そんなバクのおかげである部分が大きかった。

「んー？」

　バクに言われて、クダンは真剣な面持ちで手形をじっと見つめた。

　単なる形としてではなく、もっと別のものを感じ取ろうとする。

　キャラメルを外見だけ見て、茶色くて四角いモノだと知っても、それはなにも理解したことにならない。味、香り、触感、それらを知って、ようやくキャラメルとはなにかを理解したことになるのだ。

　いまクダンがしていることは、それと同じことだった。

　ただ、クダンの場合、五感以外のものを使っているところが違う。

　それは人の未来を見るときと同じ、件くだん特有の感覚。

　こればかりはバクでも、あのすべてを知っていると豪語するキリンであっても、件ならぬ者には理解できないことだろう。

「誰だれかを誘ってる？　古い友達？」

　クダンの頭にイメージが浮かび上がってきた。

　審美眼のある人が抽象画から画家のメッセージを受け取るように、クダンはその手形から誰かへ向けられたメッセージを読み取った。

　手形が発しているのはどちらかというと言葉ではなく、雰囲気に近い。

　気心の知れた者同士、笑みをひとつ浮かべることで気持ちを伝えられるような感じ。

　言葉や文字などによる明確な意志表現ではなく、この手形から発せられるのはもっと感覚的なもの。それだけに一度理解してしまえば、どんな言葉よりも、文章よりも、それは心に直接伝わってきた。

　ただ、クダンでもそれ以上のことは感じられない。

　二人の親友同士の無言の会話を、すぐ隣で見つめているようなもの。

　気持ちは伝わってくるが、それでもその中に入っていくことはできない。

　なぜなら、自分は部外者だから。

「はぁ……なんだか見せつけられた気分」

　手形に集中させていた気持ちを解いたクダンは、上を向いて軽く息をついた。

　この手形は古い友達を、どこかに誘っていた。

　とても楽しくて、たくさんの仲間がいる場所へ。

「いったいどんなところなんだろう？」

　いまクダンは素直に羨うらやましいと感じていた。

　こんな手形でつながっているのは、いったいどんな人たちなのか。

「おい、これって誰だれがつけたんだと思う？」

　ぼんやりと手形のイメージの余韻に浸っていたクダンに、バクが問いかけた。

「誰が……って」

　すっかりその楽しげな雰囲気に心奪われていたが、確かに不思議な手形だ。

　一流の画家でも、こんなものを描き出すことは難しいだろう。

　しかも、手形の大きさはかなり小さい。たぶん、つけたのは子供か、もしくは――

「もしかして、コロポックルと関係してるの？」

　クダンはこの街に来た理由となった、小人の名前を思い出した。

「たぶんな」

　バクはこくりとうなずく。

『その街には、子供たちにだけコロポックルという存在が伝えられている』

　それがキリンが教えてくれたこの街の噂うわさ話。

　この手形をつけたのがコロポックル本人なのか、それともコロポックルを知る子供なのか……それはわからないが、ようやく手がかりらしきものを見つけることができた。

　クダンは壊れ物を扱うかのように、手形を指先でそっと撫なでる。

「でも、なんかいいね。これって」

　やっとこの街で見つけることのできた、コロポックルの気配。

　それはクダンを温かい気持ちにさせてくれる、思いの外素敵なものだった。

「このコロポックルが鵺ぬえだったら……いいな」

　そんなクダンの小さな呟つぶやきに、バクはなにも答えない。

　クダンには、なぜかはわかっている。

　無責任な希望を与えて、クダンを落胆させたくないから。

　だから、バクはクダンの胸の中でもそりと身じろぎしただけ。

　クダンは少しだけ強くバクを抱きしめて、その静かな優しさに無言で感謝をした。



　　　◆◇◆



　午前中のドラゴンはお茶や会話を楽しみに来る人より、食事をしに来る人が多い。

　これは香か奈なにとって、ちょっと意外なことだった。

　なにしろ香奈にとっては、喫茶店は放課後に友達と無駄話をする場所である。たまにケーキを食べることはあっても、食事をする場所というイメージはあまりない。

　お腹なかが減ったのならファーストフード店に行ったほうが、安いし、手っ取り早い。

　ところが、最近、香奈は喫茶店で軽食を食べる人のことをお洒落しやれだと感じるようになっていた。

　その心境の変化には、実に底の浅い理由がある。

　香奈はメニューを持ちながら、ずっとフロアに立って、その理由がやってくるのを待っていた。

　店内の時計を確認すると、もうすぐ正午になる。

　期待と不安に香奈が胸を高鳴らせていると、それに呼応するように入口の鐘がカランカランと鳴った。

「いらっしゃいませ！」

　自宅の鏡の前で密かに何度も練習をしている、自分の一番の笑顔と挨あい拶さつで、香奈はそのお客を迎えた。

　やってきたのは、二十歳前後ぐらいの男性客。

　すらっと背が高く、モデル体型。

　白い開襟シャツに細身のジーンズという、とてもシンプルな格好ながら、それがこの上なく決まっている。どんな服も着る人次第という、残酷な事実の見本のよう。

　そんな彼の持ち物は、いつも一冊の古い本だけ。

　タイトルは『Phnomenologie des Geistes』。ドイツ語の本だそうで、日本語に訳すと『精神現象学』というらしい。

　この本の人は、正午になるとよくこの店に来る常連客だった。

　軽食をとったあと、アイスコーヒーを飲みながら一時間半ぐらい本を読んで帰るのが、いつもの行動パターンである。

　香奈が案内をする前に、本の人は慣れた足取りで定番の座り位置である店の一番奥の席についた。

「いつもありがとうございます」

　メニューを渡しながら、香奈は愛想良く挨拶をする。

　一昨日のクダンの占い結果は気になっていたが、できるだけいつものように振る舞おうとした。

　自分は占いのことなど気にはしない。

　そう決めたのだ。

　そうすることで本の人をあきらめなくてもすむし、クダンに謝ることもできる。一石二鳥だ。

「ありがとう」

　メニューを受け取った本の人は、ちょっとだけ視線をあげて笑みを浮かべる。

　芸能人のどこか作り物っぽい笑顔でもなく、まして同世代の男の子たちの馬ば鹿かっぽい笑顔とも違う。媚こびるわけでもなく、自分の感情をこちらに押しつけてくるわけでもなく、それでいて場の空気をすっかり変えてしまう不思議な魅力を持った笑み。

　香か奈なは思わず顔をうつむかせてしまう。

　気を許すと、ついつい見とれてしまいそうになるからだ。

「クラブサンドにアイスコーヒーをください」

　本の人は香奈から受け取ったメニューを、せっかく渡してくれたのだからと礼儀程度に目を通してから注文をする。

　これもいつものこと。

「クラブサンドにアイスコーヒー、おひとつずつですね」

　少しでも本の人の側そばにいたくて、香奈は注文内容をしっかりと復唱した。

「ええ、お願いいします」

　そう言って、本の人は、ドイツ語がびっしりと書かれた古い本を開いた。

　香奈は読書の邪魔をしないようにと、静かにその場を立ち去る。

　ついでに、本の人の近くで、大声で話をしているおばさん二人組にさりげなくにらみをきかせるのを忘れない。

「たく、もうっ！　もう少し、ボリューム下げられないのかしら？」

　自分のにらみがおばさんたちにまったく効果のなかったことを不満に思いながら、香奈はカウンターに戻った。

「マスター、クラブサンドとアイスコーヒーひとつずつです」

　厨ちゆう房ぼうに注文を通したあと、こう付け加える。

「あっ、それは私が持っていきますから、あがったら呼んでくださいね！」

　何度かマスターに本の人の注文を持っていかれてしまい、悔しい思いをしたことがあったからだ。

　カウンターの奥にある厨房で動くマスターの背中を見ながら、香奈がそわそわとできあがりを待っていると、更衣室からクダンが出てきた。

　クダンのシフトは正午からラストまでなので、今日は少し遅れての出勤だ。

　香奈はあわててどのようにクダンに接すれば良いかを、頭の中でシミュレートする。

　いつものように挨あい拶さつをする？

　いや、駄だ目めだ。

　そんななあなあにしては駄だ目めなのだ。

　自分が悪いのだから、まずはこちらからきちんと謝らなければ。

「香か奈なちゃん、クラブサンドとアイスコーヒー、あがったよ」

　クダンになんと謝ろうかと迷っている香奈に、最悪のタイミングで厨ちゆう房ぼうからマスターの声が聞こえてくる。

「あっ、は～い」

　マスターに返事をしている間に、クダンがすぐ側そばにやってきた。

「おはよう、香奈」

　拍子抜けするほど、クダンは普通に挨あい拶さつをしてきた。

　いや、いつもより元気なぐらいで、少しも一昨日のことを怒っている様子はない。

「お、おはよ」

　香奈は反射的に挨拶を返す。

　いまこそクダンに謝る絶好のタイミング――だったのに、またも邪魔が入った。

「香奈ちゃん、早く持っていって」

「わ、わかりました～っ！」

　自分で持っていくと言ったのだから、マスターに怒るのは筋違いだ。

　幸い、クダンはいつもと変わりない様子なので、香奈はカウンターに置いてあるクラブサンドとアイスコーヒーをお盆に載せて、急いで本の人のもとへと向かった。

「おまたせしました。クラブサンドとアイスコーヒーです」

「ありがとう」

　本の人は、開いていた本を閉じて脇わきに寄せた。

　香奈はできるだけ丁寧にテーブルに注文の品を並べていく。

　クダンがあまり怒っていないようだったことにホッとしたため、さっきよりも心が軽い。

　今日ならば、本の人に声をかけられそうだ。

　他ほかのお客さんにクダンの占いを売り込むときとかには、いくらでも声をかけられるのに、本の人にだけはどうしても話しかける勇気が出なかったが……

「あ、あ、あのっ！」

「なんです？」

　本の人はクラブサンドに伸ばしていた手を戻して、こちらを見上げる。

　香奈は本の人と目が合って、緊張のあまりお盆が曲がりそうになるぐらい力一杯抱きしめた。

「その本、私も読みました。日本語のやつですけど」

「これを？」

　本の人は香奈の顔と、手元の本を見比べた。

「すごく面白かったです。難しかったけど！」

　それは半分嘘うそ。

　正しくは『面白かった』を抜かして『すごく難しかった』である。ついでに『なにが書いてあるのかさっぱりわからなかった』と付け加えると、より真実に近い。

　本の人が読んでいるから自分も読んでみようと思い、なんとかタイトルのスペルを憶おぼえ、父親に頼んでネット書店で買ってもらった。ところが、日本語に翻訳された本を買ったというのに、残念ながら香か奈なにはこの本をまったく理解することはできなかった。

　日本語で書いてあるはずなのに、不思議なことに何度読んでも意味がわからないのだ。

　きっとこの本の言葉は、香奈がまだ習っていない種類の日本語なのだろう。

「珍しい趣味をしているね。こんな本を読むなんて」

「お、お客さんがいつも読んでいるから、気になっちゃって」

　これも半分嘘うそ。正しくは『お客さんのことが気になって』である。

「まあ、割と面白いとは思うけどね。時間の節約にもなるし」

「時間の節約……ですか？」

「本を読むというのは、作者の思考をダイジェストで見ているようなものだね。知ろうと思えば、僕は彼のすべてを知ることができるけど、それは整理されていない膨大な日記を読まされるようなものでね――とても退屈だし、なにより時間の無駄だ」

　本の人は指先で脇わきに置かれた本をトントンとリズムを刻むように叩たたきながら、香奈のほうをじっと見つめたまま語る。

「この宇宙には知ることのできる知識が無限に等しくあるけど、それに比べると僕が使える時間はとても少ない。もっとも、僕が本当に知りたいと思うことなんて、ほんのちょっぴりなんだけどね。でも、そのちょっぴりが、なかなかままならないのだから困ったものだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「は、はあ、それは残念ですね」

　香か奈なにはあの本の内容と同様に、彼の言っていることも理解できなかったが、それでもこうして会話ができたことは嬉うれしかった。

　それだけでも、あの難解な本を読んだ甲か斐いがあったというものだ。

　本の人と注文以外で会話をするのは、これでようやく二度目だった。

　一度目は、本の人と初めて会ったとき。

　それは、夏休みが始まった頃ころ――たしかクダンが新しいバイトとしてやってきたのと同じ日。一目見て格好いい人だと思ったが、まだそのときはそれ以上の感情を持つことはなかった。

　すべてのきっかけは、本の人がお冷やのコップをうっかり倒してしまったときのこと。

　香奈は布ふ巾きんを持ってきてテーブルを拭ふいたが、そのとき本も少し濡ぬれてしまっていた。

　それを見た香奈は、すぐに古新聞を持ってきた。濡れたページの間に古新聞を挟めば、水を吸ってくれる。以前、父親に教えてもらった方法だった。

　香奈が新聞を本に挟める大きさに裂いていると、本の人はとてもさりげない口く調ちようで誉ほめてくれた。

「ありがとう、優しいんだね」

　香奈はこれまで他人におせっかいを焼いて、何度も失敗してきた。

　そのたびに、友達に『大きなお世話だ』と言われる。

　それを言われると、香奈はすごく傷つく。

　しかし、それでも香奈は友達に近づいて、おせっかいを焼く。

　相手が自分から離れないように、たとえなにを言われようとも近づいていく。

　そうしないと、ひとりになってしまうから。

　だから、自分のおせっかいを優しいと誉められたとき、とても嬉しかった。

　誰だれかに近づいて、そして受け入れられる。

　たったそれだけのことが、香奈にとってはとても嬉しいことだった。

　そのあと、本の人はもう一言だけとても小さな声で呟つぶやいた。

　それはたぶん、香奈に聞かせようと思って言ったのではなかったのだろう。

　けれど、その言葉は香奈の耳に届いていた。

　そんな小さな声がなぜかしっかり聞こえていたことは、なにかの運命なのだと香奈はあとで思った。



「きっと、その優しさは、みんなを明るくさせてくれるんだろうね」



　その瞬間から、香か奈なにとって本の人は特別な存在となったのだった。



　　　◆◇◆



「ほら、クダン。行こうってば！」

　更衣室からなかなか出てこようとしないクダンに、香奈はフロアから呼びかける。

　まだ閉店時間前だったが、お昼を過ぎると、店は一段落してしまいだいぶ暇になる。

　香奈はタイミングを見計らって、マスターにクダンと二人で早上がりして良いかと、お願いしてみた。

　クダンと喧けん嘩かしてしまったことと、仲直りをするとっておきの作戦があることを話したら、マスターは快く早上がりを了解してくれた。

　優しくてダンディなマスターに感謝だ。

「け、けど……これって……」

　更衣室の扉から顔だけ出して、クダンは戸惑った顔をしている。

「すごい似合ってるって！」

「でも、このショートパンツ……丈が短すぎるよ。それにこのＴシャツ、おへそが出ちゃってる」

「夏なんだし、クダンはウエスト細いんだから、全然問題ないってば」

　ようやく更衣室から出てきたクダンは、いつものセーラー服姿ではない。

　香奈が自宅から持ってきた服によって、完全なる変身を遂げていた。

　ちょっと派手なチビＴシャツに、超ショートのパンツ。

　Ｔシャツは香奈が小学六年生のときに着ていたものだったが、羨うらやましいぐらい細身なクダンの身体からだにタイトに決まっていて、とても良い感じ。

　クダンはローライズのショートパンツをやたらと気にしているが、ニーソックスとの組み合わせもばっちり似合っていると思う。

「それに、その帽子とも合ってるよ」

「そ、そうかな？」

　顔を赤らめながら、クダンはさっきから何度直してもなぜか前にずれてくる帽子を、ぽむぽむと叩たたいて位置を直した。

「私のお古で悪いけど。よかったら、その服もらってよ」

「そんな……いいの？」

「いいっていいって。裕ゆう樹きのやつなんかに着せるぐらいだったら、クダンに着てもらったほうが百万倍マシだしね」

「裕樹……誰だれそれ？」

「いやいや、こっちのこと、こっちのこと」

　香奈はパタパタと手を振って誤ご魔ま化かした。

　母親がよりによって弟に着せようと取っておいた服だなんて言ったら、クダンも気を悪くするだろう。

「そんなことより、せっかくだから、これから遊びに行こうよ」

　クダンはこの前のことなど気にしていないといった様子だったが、香か奈なはきちんと一昨日のことを謝りたかった。ちゃんと謝って、クダンに許してもらいたい。

　お洒落しやれをしたクダンに、この街の案内をしてあげる。

　それが香奈のとっておきの仲直り作戦。

　これまで香奈とクダンは、二人で遊びに行ったことはなかった。

　二人で街に出かければ、きっと上う手まく謝るタイミングも見つかることだろう。

　それにまたクダンは、あの素顔を自分に見せてくれるかもしれない。

「遊びに……？」

　ところが、香奈に誘われてクダンの顔が少し曇った。

　その反応に、やはりおせっかいだったのかもとドキリとした香奈だったが、どうもクダンの様子はそれとは違っているようだった。

　帽子をもじもじといじりながら、目をふらふらとさ迷わせている。

　それは、なにか具合の悪いところを突かれたといった、微妙な表情だった。

「あ、あの……今日はちょっと……お財さい布ふ忘れちゃって……」

　クダンは帽子から垂れている両耳をぎゅ～っとひっぱって顔を隠しながら、恥ずかしそうに言った。

「なんだ、そんなこと。だったら、私がおごってあげるよ」

「だ、駄だ目めよ、そんなの……服までもらったのに」

「いいの、いいの。たいしたものはおごれないけど、おすすめのケーキ屋さんに連れて行ってあげる」

「ケーキ？」

　突如、クダンの目がいままで見たことのないほどに輝いた。

「イチゴタルトが美お味いしいんだよ」

「イチゴタルト!?」

　クダンのテンションがみるみるあがっていくのが、傍はた目めにもわかった。

　目には見えないが、なにかオーラらしきものが身体からだから立ち上っている気がする。もしもクダンに犬の尻尾しつぽが生えていたら、いまちぎれるぐらい振っていることだろう。

　そういえば、クダンは甘いモノに目がなかった。

　まだクダンが店の仕事に慣れていなかった頃ころ、盛りつけに失敗したソフトクリームをもったいないからと、ぺろりと何皿も食べてしまったこともあったぐらいだ。

「そう、イチゴタルト。サクサク生地に、ぎっしり隙すき間まなくイチゴが載っているの。クダン、好きでしょ？」

「う、うん……大好き。イチゴ大好き。タルトも大好き」

　よく帽子が落ちないものだと感心するぐらいの勢いで、クダンはこくこくと首を縦に振った。

「じゃあ、決まりだね」

　すると、クダンはもう一度、少し照れくさそうに小さくうなずいてくれた。

「よっしゃ、だったらすぐに行こっ！」

　香か奈なはそんなクダンの手を握ったまま、店の外に出ようとした。

　いまだ。

　店を出たら、クダンのほうを振り返って一昨日のことを謝ろう。

　ただ、ごめんなさいとだけ謝ろう。

　なにも言い訳をせずに、けれど素直な気持ちをいっぱい込めて謝ろう。

　きっと、クダンは許してくれるはずだ。

　もう一度、友達だと言ってくれるはず。



「あっ――！」



　すべては順調だったのに、外に出た途端、香奈は言葉を失った。

　それは予想外で、意表をついた、突然の、不意打ちだった。

「やあ、クダン」



    

  
    
      



    

  
    
      　店の前に立っていたのは、本の人だった。

　そして、なぜか本の人はクダンの名前を口にした。

　聞き間違いではない。

　クダンの名前を口にしたのだ。

「えっ……ええっ？」

　香か奈なの時間が凍りついて、思考も停止した。

「今日は仕事が終わるのが早いようだから待っていたんだよ」

　硬直した香奈を置き去りにして、本の人は微笑ほほえんだ。

　それはクダンに向けられた笑み。

　いつも自分に向けてくれた笑みと同じ笑み。

「その服、とても似合っているね。どうしたの？」

「……彼女にもらったのよ」

　クダンの返事を聞いて、本の人がこちらを見る。

　言われて初めて気づいたというような顔で、こちらを見る。

「そう……ありがとう、優しいんだね」

　それは、あのときと同じ。

　本の人を好きになったときと同じ声、同じ言葉。

　それなのに……

　今度の『ありがとう』の意味は、香奈にとってあまりに残酷なものだった。

「ねえ、クダン。せっかくお洒落しやれをしているんだし、これから一緒にデートしようか」

　本の人は親しげにクダンに近づいて語りかける。

　もう、彼の目には自分は映っていない。

　彼はクダンを見ている。

　クダンだけを見ている。

　そして、取り残された惨めな自分を、クダンだけが見ていた。

　そんなクダンの目が、香奈には妙に腹立たしかった。

「クダン、知っていたの？　私がこの人を好きだって知っていたの？」

　恋愛運は最悪。

　そんなのは当たり前だ。

　占いなどしなくても、わかりきったこと。

　二人の親しげな様子を見れば、香奈にだってわかる。

「そういうことだったのね。どうりで反対するわけだ！」

　香奈は握っていたクダンの手を離すと、いきなり大きく振り上げた。

　頭は真っ白だった。もうなにも考えられない。

　これから自分がなにをしようとしているのか、それすらわかっていなかった。

　ただ、激情に身をまかせるだけだった。

「いけないね、そんなことをするのは」

　振り上げた香か奈なの手を、本の人がつかんだ。

　女性のように繊細な指なのに、その手は力強くて、香奈は腕を動かすことができなかった。

「――――!!」

　悔しくて、なにもかもが悔しくて、香奈は大声をあげた。

　なにを叫んだのか、自分でも憶おぼえていない。

　たぶん、ひどいことを叫んでいた。

　店からマスターの子供が出てきて、こちらを見ていた。

　じっと非難するような目で見ていた。

　クダンはなにか訴えるように口を開きかけていた。

　本の人の顔からは……香奈の大好きなあの微笑ほほえみが消えていた。

　ここにいるすべての人たちが、自分を非難している。

　自分だけがひとり孤立している。

　みんなが自分を嫌っている！

　香奈の頭に、嫌な記憶が甦よみがえる。

「嫌だっ、嫌だっ！」

　本の人の手を振り払ったあと、香奈にできたことは、なにもかもを捨ててその場から逃げ出すことだけだった。



　　　◆◇◆



　クダンからも本の人からも逃げ出して、家に戻った香奈だったが、玄関からあがることはなかった。

　このまま自分の部屋でひとりになることが、とても耐えられなかった。

　まるで近寄ってはならない場所に来てしまったように、香奈は玄関から後ずさりすると、車庫に置いてある自転車にまたがり、また外に飛び出した。

　友達に電話をする気にはなれなかった。誘って断られることが怖かったから。

　それでもひとりでいたくなくて、香奈は自宅から少し離れたところにある港へと向かった。

　別に海が見たくなかったとか、そういうことではない。

　そんな静かな場所にいたらおかしくなる。

　香奈の目当ては、港の古い煉れん瓦が倉庫を改装して、観光客向けに作られたショッピングモール。この街のガイドブックには必ず載っている話題のスポットだそうで、いつでも観光客たちがたくさんいる。

　香奈の知る限り、この街で一番賑にぎやかな場所。

　ここならひとりにならないですむ。

　いまのこの気持ちを紛まぎらわせてくれるものもあるだろう……



「最悪、なんか最悪……」

　ところが、そんな香か奈なの思惑は完全に外れた。

　二時間ほどうろついて得られたのは、気分が悪くなるほどの疲労感だけ。

　ショッピングモールの中に置かれたベンチにぐったりと座って、香奈は自分の前を通り過ぎていく人たちを眺める。

　みんな楽しそうだ。

　ただ歩いているだけでも楽しそう。

　自分はこんなにも気持ち悪い思いをしているというのに。

　あの人たちが楽しそうなのは、きっと好きな人と一緒にいるからだ。

　それは、とても当たり前のこと。

　当たり前のことなのに、実現することは難しい。

「私にはもう無理」

　顔をうつむかせ、目の前を歩く、幸せな人たちから目をそらす。

　想像の中でなら、何度もしてみたのに。

　あの人たちの中に自分も交ざって、本の人と一緒に歩く。

　本の人はあまりお喋しやべりはしないだろう。

　ただ、時々、香奈の言葉に微笑ほほえんでくれる。

　あの微笑みを向けてくれる。香奈にとっては、それだけで十分だった。

　同じものを見て、同じ時間を過ごしているだけで……

　けれど、それができるのは自分ではない。

　本の人の隣にいるのは、クダンなのだ。

「全部、リセットできればいいのに」

　勝手に好きになって、告白する前にふられてしまった。

「ホント馬ば鹿かみたい」

　香奈は力なく呟つぶやく。

　なにもかも嫌になった。

　バイトも辞めよう。

　もう一度、本の人やクダンに会ったとき、どんな顔をしたら良いのかわからない。

　しばらくなにも考えたくない。

「ああ、ひとりになりたい」

　さっきまでの気持ちとは裏腹に、そんなことを思った。いまの香奈にとって、この騒がしささえ自分を傷つける棘とげのようだった。

　ここにいても、惨めな自分を実感させられるだけ。

　本の人やクダンから逃げても、自分からは逃げられない。

　この傷ついた気持ちはどこまでもついてくる。

　それならば、静かな場所で癒いやしたかった。

「疲れた……もう帰ろ」

　香か奈なは力なく立ち上がると、自転車を止めてある場所へ戻った。

　ところが、止めてあった自転車を見て、香奈は愕がく然ぜんとする。

「なっ、なによこれ？」

　自転車のカゴの中には、山のようにペットボトルが捨てられていた。

「なんでこんなっ！　ちょっと止めていただけなのに」

　マナーの悪い観光客の仕業だろうか？

　それにしてもなんでこんな大量に……

　ただでさえ落ち込んでいた香奈は、やりきれない気分になる。

　しかし、まだそれだけではなかった。

　よく見ると、自転車のサドルに絵の具かなにかでつけられたような手形がついている。

　子供の手形のようだ。

　触ってみると、まだ絵の具は生乾きで指に色が移った。このまま座っていたら、スカートにべったりとついてしまうところだった。

「誰だれかの悪戯いたずらなの？」

　あたりを見まわすが、それらしい子供は見つからない。

「うわ、ここにも！」

　手形がついていたのはサドルだけではなかった。

　自転車のフレームやハンドルなど、あちこちにつけられている。

　それどころか、コンクリートの地面や、近くの壁にも手形はベタベタと残されていた。

　手形は色とりどりで、一人や二人の仕業とも思えない。どれもこれも香奈より小さな手形で、たぶん小学生ぐらいのものだろう。

　もちろん、小学生たちに、こんなたちの悪い悪戯をされる心当たりなど、香奈にはなかった。

　だんだん怒りよりも、気味の悪さのほうが強くなってきた。

　自転車のまわりを覆い尽くすような手形が、まるで自分を包囲する巨大な虫のように見えてくる。

「なんなのよ、もうっ！」

　香奈はティッシュでサドルを拭ふいて、その場から逃げるように自転車をこぎ出した。

　この手形を見て戸惑っている自分のことを、どこかで誰かが覗のぞき見みて笑っているのかもしれない。

　そう思うと、一刻も早く、この場から立ち去りたかった。

「なんで、私ばっかり……」

　楽しげに歩く観光客の間を自転車ですり抜けながら、香か奈なは涙がにじんでくるのを抑えきれなかった。

「嫌だよ、もう……こんなの……」



　途中で見つけたゴミ箱にペットボトルを捨てて、香奈は最悪の気分で帰宅した。

　精神的にも、肉体的にもへとへとだった。

　もうなにも考えたくないし、なにもしたくない。

　よろよろと力なく自転車を押して車庫へと入れようとしたそのとき、香奈の足は凍りついたように止まった。

　力の抜けた手からハンドルが離れ、自転車は派手な音を立てて横倒しになる。

　それでも香奈は身動きできなかった。

「なんで！　なんで、ここにっ!?」

　屋根のある車庫。

　その薄暗いコンクリート張りの床には、オレンジ色の手形がつけられていた。

　あの港のショッピングモールで見たものと同じ。

　数はひとつだけだったが、そんなことはどうでも良い。

　重要なのは、なぜここにつけられているのかだ。

　ただの無差別な悪戯いたずらではなく、あえて香奈を狙ねらった仕業。

　そうとしか考えられない。

　そして、その相手はこの家の場所まで知っている。

　香奈は自転車を立てることもなく、そのまま逃げるように車庫から飛び出した。

「いやあっ！」

　玄関の門を開けようとして、香奈は悲鳴をあげた。

　表札の下にも、あの手形がつけられていた。

　まるでその存在を香奈に知らしめようとしているかのような、毒々しいまでに派手なオレンジ色の手形。いままさに表札の名前を握りつぶしてやろうとしているかのごとく、手形はつけられていた。

　香奈はあわてて扉を開けて、家の中に逃げ込んだ。

「よかった……家の中にはないみたい」

　玄関から廊下を見渡して、香奈はホッと息をつく。

「うん……コロポックルの……つけておけばいいんだね」

　リビングのほうから弟の裕ゆう樹きの声が聞こえたので、香奈は急いで靴を脱いでそちらに向かった。

「お母さん？」

　しかし、リビングにいたのは裕樹だけだった。

　いきなり入ってきた香奈に驚いたような顔をして、裕樹は携帯電話を閉じた。

　どうやら電話中だったらしい。

　いつもだったら、小学生のくせに携帯電話でお喋しやべりなんて生意気なと思うところだったが、いまはそれどころではない。

「裕ゆう樹き、お母さんは？」

「んー、出かけてるよ。香か奈なが遅くなるって言ってたから、自分も遊びに行くってさ」

　姉のことを平気で呼び捨てにして、いつものように生意気な――というより、こちらを避けているような口く調ちようで裕樹は答えると、そのまま香奈の脇わきをすり抜けて、リビングを出ていってしまった。

「あっ、裕樹、ちょっと――」

　手形のことを話そうした香奈だったが、裕樹は呼びかけなど無視してすぐに二階にある自分の部屋へと引っ込んでしまった。

「なによ、裕樹のやつ」

　あの調子では、裕樹に手形のことを話したところで馬ば鹿かにされるだけだろう。

　母親は出かけている。父親はいつものように仕事で遅い。

　相談する相手もいなく、香奈は不安を内に抱えたまま、自分も自室に引きこもった。

　少しお腹なかが空すいていたが、なにか食べる気にはなれなかった。

　本当なら、今日の午後はクダンと一緒に美お味いしいものを食べる予定だった。

　それはきっと楽しい時間となるはずだったのに――実際には、生まれてきて最大最悪の一日となってしまった。

　そんなところに追い打ちをかけるように、妙な悪戯いたずらまでされて……

　香奈はベッドに倒れ込んで、床に出しっぱなしになっている服を横目で見た。

　昨日の晩、クダンに似合う服のコーディネイトをいろいろ考えていたままになっているのだ。

「あの服、似合ってたな……クダン」

　香奈のおさがりとはいえ、私服姿のクダンはいつものセーラー服より数段可愛かわいく見えた。

　きっと、本の人もクダンを見て、そう思ったことだろう。

「……そのことを一緒に喜んであげられたら良かったのに。そうしたら、こんなことにならなかったのに」

　それが一番だということはわかっている。

　わかっていたが、いまさらこれまでの気持ちを白紙に戻すことはできなかった。

　そんなに自分は大人ではない。

　潔いさぎよくもない。

　そして、過ぎてしまった時も戻せない。

　頭に血がのぼっていたとはいえ、自分はクダンに手をあげようとしてしまった。

　その事実もリセットなどできない。もう、なにも元通りにはならないのだ。

　自己嫌けん悪おという迷路の中をさ迷っているうちに、いつしか香奈は眠ってしまっていた。

　一晩眠れば、すべてがなかったことになればいいのにと思いながら……



　そんな香か奈なの夢に出てきたのは、本の人でもクダンでもなく――あの不気味な手形だった。



　　　◆◇◆



　夢の中で、香奈は手形の声を聞いた気がした。

　手形は、なにかを伝えようとする。

　ただ、手形自体に意志はなく、それは込められた意志を伝えるだけの媒体でしかない。言ってみれば、手形は文字のようなもの。

　ただ、文字よりはもっと流動的で感覚的である。

　夢の中では、香奈も手形がなにを伝えようとしているのか理解できた。

　教わってもいないのに、それができる気がした。

　小さい頃ころ、自分が一番見ていたのはなんだったろうか……？

　その頃、自分は人の顔よりも、手のひらを見て育った。

　自分の手のひら。

　自分を抱き上げる、母親の手のひら。

　自分をあやそうとする、父親の手のひら。

　みんなの手のひら。

　小さい頃……それはもう記憶も定かでない、ずっと小さい頃のことだ。



「ああ、もう朝か……」

　いつの間に寝てしまったのかもわからないような、中途半端な眠りから目を覚ますと、いままで見ていた夢の記憶は、太陽にさらされた霧のようにすうっと消え去ってしまった。

　ただ、ぼんやりとしたイメージだけが残っている。

　あの手形はただの悪戯いたずらではないこと。

　なにか意味があるのではないかという疑問。

「……って、なにわけのわからないこと考えているんだろ。あんなのただの手形でしょ？」

　香奈は寝ぼけた頭から、妙な考えを振り払う。

　壁に掛けられた時計を見てみると、いつも起きる時間よりだいぶ早かった。

　とはいえ、二度寝をする気にもなれず、香奈は着替えて部屋を出た。

　昨日の昼から何も食べていないので、お腹なかは空すいているはずなのに、朝食はあまり美お味いしく感じられなかった。

　パンを小さくちぎってのろのろと口に運びながら、香奈はキッチンの母親に尋ねる。

「車庫と表札のところに、変な手形がついているの知ってる？」

「なにそれ。気づかなかったわね」

　流しで食器を洗いながら、母親は関心の無さそうな返事をする。

「私の自転車にもつけられてたの。小学生ぐらいの子の手形だと思うんだけど」

「裕ゆう樹きがやったんじゃないの？」

「……そうかもしれないけど」

　香か奈なはなんと説明すれば、あの手形の不気味さをわかってもらえるのか、食事の手を止めて考える。

　すると、香奈の気分をもっと暗くさせることを母親が言った。

「今日もバイトだったわよね？」

「う、うん……」

　途端に、昨日のことが生々しく香奈の中で甦よみがえる。

　自分は一度に大事なものをふたつも失ってしまった。

　香奈は胸が痛くなり、手に持っていたパンを皿に戻した。

　クダンが来る前に、ドラゴンに行ってマスターとこれからの話をしよう。

　もし、いきなり辞めるなどと言ったら、マスターはどんな顔をするだろうか。

　やはり辞める理由を聞きたがるだろう。

　そのとき、いったいなんと答えたらいいのだろう。



　結局、半分ほど朝食を残して、香奈はバイトにはだいぶ早い時間に家を出た。

　ただ、なかなかドラゴンへ足を向ける決心がつかず、家を出たあと、まずは表札と車庫を見て回る。

　手形は昨日のまま残っていた。

　香奈はほとんど忘れかけた夢のイメージを思い出して、じっと手形を観察してみたが、やはりそこからはなにも伝わってこない。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。やっぱりただの手形じゃない」

　自分自身に呆あきれながら、香奈が車庫から出ようとすると、入れ替わりに裕樹がやってきた。手形のことを聞いてみるには、ちょうど良いタイミングだ。

「出かけるの？」

　香奈は自転車を出そうとしている裕樹に声をかける。

「うん、友達のところ。お姉ちゃんも出かけるの？」

「えっ、ま、まあね……」

　珍しく呼び捨てではなく『お姉ちゃん』と裕樹が言ったことに驚いて、香奈は手形のことを尋ねるきっかけを逸してしまった。

「じゃあ、気をつけてね！」

　裕樹はさっと自転車にまたがると、車庫を出ていくときに追い抜きざま香奈の背中をポンと叩たたいた。

「あ、いってらっしゃい」

　結局、手形のことは聞けなかった。

　それにしても、今朝の裕ゆう樹きはやけに愛想が良い。いつもああだったら可愛かわいいのに。

　裕樹に少しだけ力づけられた香か奈なは、まずはマスターにすべて正直に話をしてみようと思った。

　それから、どうするかを決めれば良い。

　きっとあのマスターだったら、こちらの気持ちもわかってくれて、良いアドバイスをしてくれるだろう。



　ドラゴンは急な坂の上にあるので、自転車よりも、歩いていったほうが楽である。

　香奈は歩き慣れた足取りで、一定のペースを守りつつ坂を上る。

　すると、背後から子供たちの歓声が聞こえてきた。

　振り返ると子供たちが五人ぐらいで坂を駆け上ってくる。

　裕樹と同じ、小学四年生か、それより少し下だろうか。

　この急勾こう配ばいを駆け上がるなど、坂道に慣れた香奈にも真ま似ねできない元気の良さだ。

「いいわね、若さって」

　そんな年寄り臭いことを呟つぶやいているうちに、子供たちは香奈のすぐ後ろまでやってきていた。すると、子供たちの話し声が自然と耳に入ってくる。

「ねえねえ、あれってコロポックルのだよね」

　香奈はその言葉が心にひっかかった。

　コロポックル。

　そういえば、以前、クダンもそのことを尋ねてきた。

　それに、つい最近、その名前を聞いた気がする。

　誰だれが口にしていたのだろうか？

　香奈がそのことを思い出そうとしていると、子供たちは香奈のことをどんどん追い抜いていった。

「うん、コロポックルの手形だね」

　すれ違いざま、子供たちの誰かが言った。

「えっ、ちょっと！　いまなんて言ったの？」

　反射的に香奈は叫んだ。

　確かに、あの子供たちは言った。

　手形。

　コロポックルの手形。

　その言葉に、香奈はあの手形のことを思い出す。

　もしかして、あの悪戯いたずらをしたのはあの子たちなのでは？

「ちょっと待ちなさい！」

　香か奈なは子供たちを追いかけようと駆けだした。

　すると、子供たちはそんな香奈の反応を面白がっているように、突然、走るスピードをあげる。

　そして、同時になにかを地面にばらまいた。

　坂道を照らす太陽にキラキラと反射しながら、そのなにかは香奈のほうへと転がり落ちてくる。

「うわっ！」

　それはたくさんのビー玉だった。

　香奈は転がってきたビー玉を踏んで、足を滑らせてしまう。

　体勢を立て直そうとしても、さらにビー玉は坂道を転がってくる。

「なっ、なんなのよっ！」

　なんとか踏ん張って転ばずにすんだが、もはや子供たちは途中の路地に入って姿を消してしまった。

　悪戯いたずらにしても、ずいぶんとたちが悪い。

　昨日、自転車のカゴにペットボトルを捨てたのも、手形をつけたのも、あの子供たちだったのだろうか？

　しかし、香奈はさっきの子供たちの顔に心当たりはなかった。

「いったい私になんの恨みがあるのよ」

　香奈は腹を立てながら、足あし下もとのビー玉を蹴けりつける。

　そのとき、地面に手形がついていることに気づいた。

「えっ？」

　注意して見渡してみれば、手形はこの坂道のあちこちについている。

「なにこれ、いままでこんなのあった？」

　バイトで通い慣れた道だったが、昨日まではこんな手形は見たことがない。

　香奈は手形に導かれるように坂道を上る。

　ぽつりぽつりと手形は続く。まるで道しるべのようだ。

　その行き着く先になにがあるのか……香奈は自分の予感が外れることを祈りながら、坂道を上る。

「なんで……ここに」

　やがて、終着点にたどり着いた。

　そこは、喫茶店ドラゴンの店先。

　あまり目立たないようにつけられていたが、よくよく見てみれば、地面や植え込みの縁、電柱や消火栓――手形は無数に見つかった。

　まるでこの店全体を取り囲むように。

「私がここでバイトをしていることまで知っているの？」

　もはや疑う余地はない。

　自転車、自宅、バイト先と、この手形は香か奈なが関かかわるものにつけられている。

「でも、どうして……私を……？」

　香奈は店の前で立ちすくみ、あたりを見まわした。

「ひっ！」

　香奈は思わず悲鳴をあげてしまった。

　坂道のあちこちから、子供たちが自分を見ていたのだ。

　子供特有の純粋な好奇心に満ちた瞳ひとみで、こちらをじっと見つめている。

　いや、もうそれは監視しているといってもよかった。

　香奈の視線に気づくと、子供たちはすぐに姿を消してしまう。

　しかし、気配だけはあちこちに感じる。

　むしろこちらに感づかせようとしているのだろう。

　姿を消しても、なにかを楽しんでいるような、ひそひそ話をしているのだけは聞こえてきた。

「あの人の手形……」

「コロポックルの手形だ」

「悪い人らしいよ」

「いじめっ子？」

「どうするの」

「やっちゃおうよ」

　クスクスと気味の悪い笑い声が、あちこちの路地から聞こえてくる。

　その声がするほうには、あの手形があった。

「な、なんなの……！」

　香奈はこの嫌な感覚を経験したことがある。

　たくさんの悪意の前にさらし者にされ、孤立無援となる恐ろしさ。

　一度怖いと感じてしまうと、石が斜面を転がり落ちるように恐怖心は加速する。

「いやだっ、こんなのはいやだっ！」

　香奈はあわてて坂道を駆け下りた。

　子供たちの包囲から――あの手形から逃げ出すために。

　背後からは、足音が聞こえてきた。

　子供たちの軽い足音。

　だが、その数はとても数え切れない。

　香奈は振り返って、子供たちの人数を確認することさえ恐ろしかった。

「どこかに隠れなきゃ」

　見通しの良い坂道では、いくら逃げてもこちらの姿は丸見えだ。

　香奈は子供たちを振り切るため、坂道から横に伸びる路地に逃げ込んだ。

　やや薄暗い道。

　三階建てぐらいの店舗ビルが密集して立ち並び、入り組んだ路地を作っている。

　観光客は立ち入らない、地元の人間だけの通り道。

　ゴミ箱やビールケースを避けながら、素早く細い路地を何度も曲がる。

　この見通しの悪い路地ならば、子供たちもこちらを見失うことだろう。

　どこに向かっているかもわからない状態で、香か奈なはとにかく走り続けた。

　やがて背後に駆けてくる足音が聞こえなくなったところで、壁にもたれかかって一息つく。だいぶ息があがっている。

「なんであんなたくさんの子たちが……それにコロポックルの手形って。もしかして、クダンが言っていたことと関係あるの？」

　クダンに占いを頼んだとき、妙なことを聞かれた。

『香奈はコロポックルって知ってる？』

　もしかして、クダンの言っていたのは、このことだったのだろうか。

　コロポックル……手形……クダン。

「まさか、これってクダンの仕業なの!?」

　そのとき、香奈のすぐ側そばになにかが落ちてきて、足あし下もとで砕け散った。

「ひゃあっ！」

　ワンテンポ遅れて、香奈は横に跳んで逃げた。

　落ちてきたのは植木鉢。大きさは片手で持てるぐらいのものだが、こんなものでも命中したらただではすまない。

「ちょ、ちょっと！」

　さすがに怒った香奈が植木鉢の落ちてきた方向を見上げると、そこにはビルの非常階段を逃げ去る子供の影があった。

　あそこから投げつけたのだ。

　もはや悪戯いたずらではすまされない。

　香奈は逃げた子供を追いかけようとしたが、今度は別の方向からペットボトルがいくつも投げつけられた。

　気づくと、まわりのビルの非常階段や、塀の上に、子供たちの姿があった。

　逃げ切れたと思ったが、逆にすっかり取り囲まれていた。

　考えてみればこのへんの細い路地は、子供たちのホームグラウンドなのかもしれない。

　節分の豆のようにペットボトルをぶつけられて、香奈はまた逃げることしかできなかった。ほとんどは空からだったが、中身の入っているものも交ざっている。それが命中すると、かなり痛い。

　ペットボトルの雨に追い立てられ、香奈は路地を駆けていく。



「いっ、行き止まり!?」

　薄暗い路地を抜けた途端、思わぬ強い日差しに目がくらむ。

　そこは風が吹き抜ける小さな空き地。

　腰よりも低い申し訳程度の柵さくの向こうは、下までビルの三階ぐらいの高さはある急斜面。

　坂の多いこの街では、無理な造成をしたおかげで、ビルの裏手がこのような急斜面になっている場所が多い。

　ただ、ここは香か奈なも知らない場所だった。

　別の機会ならば、その空き地から望める街の景色に見とれていただろう。

　だが、いま置かれている状況下では、この絶景は恐ろしい想像をかき立てる要素でしかなかった。

「どこか逃げられる道はないの？」

　脇わき道みちはないかと空き地を見渡した香奈は、思わず絶句した。

　空き地に面したビルの壁には、一面にびっしりとあの手形がつけられていたのだ。

　ひとつたりとも同じ形をしたものはなく、色も様々だった。

　手形はどれも真新しく、日差しを受けてぬらぬらとおぞましく光っている。

　正面の壁にある古い聖母像のまわりにつけられた手形は、まるで彼女を地獄へと引きずり込もうとしている悪魔の手のようにさえ見える。

　香奈はいまの自分の状況に、その聖母の姿を無意識のうちに重ね合わせた。

　広場の壁は、まるで巨大な壁画のような迫力をもって香奈を圧倒する。

「あ、ああ……」

　物理的な力で押し戻されるように、香奈は数歩後ずさりをした。

「な、なによ、この手形……」

　視界を埋め尽くす手形の非現実的な光景は、香奈の脳裏に夢のイメージを甦よみがえらせた。

　いままでただの手形にしか見えなかったものが、なにかの意志を発しているように思えてくる。

「これって……いやだ、いやだっ！」

　さっき甦った感覚が、もっと鮮明になって香奈の心を黒く覆い尽くしていく。

　それは香奈にとって、忘れたかった感覚。思い出したくなかった記憶。

　理由のない排斥。

　連鎖して広がる嫌けん悪お。

　きっかけはどんな些さ細さいなものでも関係ない。一度広がってしまえば、そうすることが当たり前で、そうしなければいけないのだという空気になってしまう。

　香奈は中学生の頃ころ――転校したばかりのクラスで、この空気を経験したことがあった。

　別にクラスメイトたちが特別に意地悪だったというわけではなかった。みんな普通の子だった。

　たぶん自分が転校生で、最初にクラスに馴な染じむことに失敗してしまったからなのだろう。

　新参者の自分には、クラスの空気を読むことができなかった。いままでの一緒に遊んでいたクラスメイトたちとは少しだけ――ほんの少しだけノリが違っていて、みんながこちらに送っていたいろいろなサインを見落としてしまった。

　おかげで、仲間になるタイミングを逸してしまい、自分が異質なものであると思われてしまった。

　その結果は孤立。

　この空き地の手形が発するものは、香か奈なが中学生のとき教室で感じたものと同じだった。

　みんなが自分を嫌っている。

　ただし、深い理由はない。

　あえていうならば、互いの仲間意識を確認しているのだろう。

　ひとりを攻撃することで、みんなが同じ気持ちでいることを確認する。そのための生いけ贄にえが、たまたま香奈だったというだけで、本当は誰だれでも構わなかったのだ。

　わけ知り顔の大人は、それを『いじめ』と呼ぶだろう。

　ただ、香奈には自分がそうなってしまった原因がわかっていた。

　だから、『いじめ』の被害者などという立ち位置でいることに甘んじなかった。その立場を変えようと努力した。

　誰よりも場の空気を読めるように、みんなの仲間に入れるように、とにかく積極的に――おせっかいと呼ばれるまで、積極的に近づこうとした。

　なりふりなど構っていられなかった。

　無理におせっかいを焼いたせいで、多少のひんしゅくを買うこともあったが、そんなことはあの空気にさらされるのに比べればどうということはなかった。

　半年ほど辛つらい時期は続いたが、おかげで、ようやくみんなの仲間として認められるようになったのだ。

　それ以来、香奈は誰にでもおせっかいを焼くことが習慣となっていた。

　もう二度と孤立しないように。あんな思いをしないように。



　忘れたい記憶のフラッシュバックに気を取られていた香奈は、路地から聞こえる子供たちのクスクスという笑い声で我に返った。

　その途端、全身から冷や汗が出た。

「なんで……なんでこんなことに……」

　子供たちは、最初からここに追い詰めるつもりだったのだ。

　広場につけられた無数の手形がその証拠だ。

　香奈は忌まわしいものから目をそらすように、手形に背を向けた。

　すると、眼下に広がるのは、場違いなほどに美しい景色。

　ずっと遠くまで一望できる。

　まるで吸い込まれるよう。

　この柵さくを乗り越えれば、ここから逃げ出せる。すぐにでも遠くに行ける。

　そんな馬ば鹿かげたことをチラリとでも考えてしまった自分に、香奈は戦せん慄りつした。

「なに考えてるのよ、私は……」

　言葉とは裏腹に、足が一歩前に進んだ。

　そのぶん、眼下の景色が広くなった。

　もう視界に地面は見えない。

　ぞわりと腹の下を何者かにさすられたような不快な感覚がする。

　いけない。

　このままではいけない！

　頭の中では警告が鳴り響いているのに、なぜか身体からだの自由が利きかなかった。

　ここから逃げ出したい。

　その一心に身体は支配されてしまっていた。

　そして、子供たちの足音と、囁ささやき声はどんどん近づいてくる。

　身体を縛り付ける恐怖は強まるばかり。

　あと一押しされたら……自分は……自分は……



「バク、行って！」



　そのとき、子供たちとは別の声が聞こえた。

　少し遅れて、香か奈なの背中をなにかがトンと押した。

「うわっ！」

　たいした力ではなかったが、香奈は大きくバランスを崩し前によろめく。

　ただ、柵さくよりはだいぶ手前だったので、その場に両りよう膝ひざをついてへたり込むだけですんだ。

「な、なにが……ひっ！」

　なにに押されたのかと、後ろを振り返った香奈は言葉を失った。

　壁の手形はもう目には入らなかった。

　なぜなら、路地からあふれ出した子供たちが、雑然と壁の前に並んで立っていた。

　冷静に数えてみれば、その人数は一クラス分ぐらいだったろう。無数というのは少し大げさな数だ。

　だが、その子供たちが、誰だれかに仕切られているというわけでもないのに、じっと黙ってこちらを見つめている。

　香奈にとっては、そのことが恐ろしかった。

　視線自体が恐ろしい。

　全員が自分に同種の敵意を向けている。

　自分だけが孤立している。

　ここに味方は誰一人いない。

「あ、あなたたち……私はなにも……していないわよ……」

　そんな香奈の言葉に、立ち並ぶ子供たちの誰かが言った。

「いじめたくせに」

「いじめてなんかいない……いじめられていたのは、私のほうよ……」

　中学の頃ころを思い出して、香か奈なは泣き出しそうになりながら弁明する。

「叩たたこうとしたくせに」

「ひどいこと言ったくせに」

　すると、子供たちは不満そうな声で小さく口々に呟つぶやいた。

「も、もしかして……クダンのことを言っているの!?」

　香奈は思わず大きな声で叫んでしまった。

　そんな香奈の声に驚いたように、子供たちはぴたりと喋しやべるのをやめてしまった。

　その代わり、今度は無言のままじりじりと香奈を追い詰めるように前に進んでくる。

　確かに自分はクダンに手をあげようとした。

　ひどいことを言った。

「でも……そんな……こんなことされるほど悪いことをしたっていうの、ねぇ？」

　香奈は誰だれか助けてくれないものかと、視線をさ迷わせる。

　そのとき、視界の隅に妙なものが見えた。

　見覚えのある、白と黒のツートンカラーの丸っこい帽子。

「あれはクダンの……帽子？」

　そのとき、また声が聞こえた。

　さっきも聞こえた、子供たちとは別の声。

　それはクダンの声だった。



「みんな、彼女の背中を見なさい！」



　香奈の言葉にはまったく反応しなかった子供たちの視線が、一斉に動いた。

「え……？」

　その途端、嘘うそのように場の空気が一変した。

　香奈に集中していた視線が、よった縄が解けるようにバラバラになっていった。

　それにつれて、香奈を縛り付けていた恐怖が消えていく。

　子供たちは何事もなかったかのように、互いの顔を見合わせて話をし始めた。

「どうする？」

「行こうか」

「うん、そうだね」

「帰ろ、帰ろ」

　そうして子供たちはくるりと香奈に背を向けて、やってきた路地を去っていった。

　足早でもなく、ゆっくりでもなく。

　ちょっとここには寄り道をしただけといった調子で、次々と去っていく。

　あっという間に子供たちは広場からいなくなり、代わりに香か奈なの前にやってきたのは――



　頭に二本の角のようなものをつけた、クダンだった。



　　　◆◇◆



　クダンを目の前にしながらも、香奈はどうしても気になることがあった。

　それは自分の背中。

　いったいあの子供たちは、自分の背中のなにを見て去っていったのだろうか？

　首をひねって背中を見てみると、そこにはオレンジ色の手形がついていた。

　それは表札のところにつけられていた手形と同じ色。

　その上に、黒くて丸い跡がついている。

　握りこぶしの跡のようにも見えるが、よくわからない。とにかく、なにか丸いモノを押しつけたような跡だった。

「これって……なに？」

　もちろん、朝、着替えたときにこんな手形はついていなかった。

　家を出てから、香奈が知らぬうちにつけられたのだ。

「オレンジの手形は、つけられた相手を子供たちの標的とするもの。黒いのは、その遊びを終わりとするもの」

　そう説明しながら路地から出てきたクダンは、いつもとまるで雰囲気が違っていた。

　顔はいつもの無表情だったが、瞳ひとみの色は太陽の日差しを直接受けても、まるで深い影の中に潜み続けているかのように暗かった。

　なにより頭の両側にある、二本の黒い角のようなもの。

　髪飾りかとも思ったが、それにはなにか香奈の理解できない強烈な存在感があった。

　クダンよりも、その角ばかりに目が向いてしまう。

「……あなたが、やったの？」

　香奈は震える声で尋ねた。

　いつもならそんな発想自体、思い浮かばなかっただろう。

　ところが、いまのクダンから発せられる不思議な雰囲気は、どこかあの手形と似たものを感じさせた。

「黒いのはね。でも、オレンジ色の手形は違う」

「嘘うそよっ！　あの子たちが言ってた。私があなたをいじめたからだって。それに関係ないのなら、なんであなたがここにいるのよっ!?」

「あの子たちがどうして香奈を追っていたのかはわからない。私は、街にあふれ出した手形を調べていただけ。たぶん、それが私の探しているモノだから」

「コロポックルとかいうモノのこと？」

「そうだけど、私が本当に探しているのは鵺ぬえ。『夜』に『鳥』と書いて鵺。香か奈なは知ってる？」

「し、知らないわよ。それがなんなのよっ！」

「そう……残念。鵺は私の力を消してくれるというモノの名前よ」

「なにそれ。なによ、力って……」

　香奈にはクダンがなにを言っているのか理解できない。

「私には人の災わざわいを予言する力があるの。私は件くだん……『人』に『牛』と書いて件」

　そう呟つぶやいて、クダンは髪を少し掻かき上げた。

「あっ、ああっ……！」

　二本の角は髪飾りなどではなかった。

　それはクダンの頭から生える、本物の角。

　香奈は前に聞いた、件に関する噂うわさ話を思い出す。

　人の頭を持った牛、もしくは牛の頭を持った人。とにかく人と牛の合わさった姿として語られる怪物。大きな災いの予言をして、すぐに死んでしまう不思議な怪物。

「私は誰だれかの未来を予言すると、その人の未来から――記憶から消えてしまう。鵺はこの忌まわしい力を消してくれるらしいの」

　普通ならばとても信じられない話だったが、香奈にはそれが真実であるとわかった。

　頭に生えた二本の角もさることながら、いま自分がクダンから感じ取っている、恐怖によく似た奇妙な感覚がなによりの証拠だった。

　彼女は本物の件。

　自分とは異質のモノ。怪物なのだ。

「わ、私をどうする気なの。ここから突き落とすつもり？」

「そんなこと……するわけないでしょう」

　クダンはこちらへと一歩近づいた。

　地面にへたり込んだままの姿勢で、香奈は恐怖に身をこわばらせる。

「近寄らないで！」

　とにかく、ここから逃げ出したかった。

　もうなににも関かかわりたくなかった。

　妙な手形にも、件にも！

「ひとつだけ聞かせて。背中の手形に心当たりは？」

　クダンはその場に足を止めて尋ねてきた。

「そんなの、あるわけないでしょ！」

　香奈は震える足で、ようやく立ち上がることができた。

「そうなんだ……残念」

　クダンはゆっくりした動作で、いつのまにか彼女の足あし下もとのほうへ転がっていた帽子を拾い上げていた。

　香か奈なはその隙すきに、よろよろと路地のほうへと逃げようとした。

　クダンはこちらに目もくれずに、じっと帽子のほうを見つめている。どうやらいまのところ、危害を加えるつもりはないらしい。

　少し安あん堵どすると同時に、香奈はあることをひらめいた。

　口にすることは恐ろしかったが、一度思いついてしまったら、そのことを試してみたいという誘惑をはね除のけることはできなかった。

　いつでも逃げられるように路地のすぐそばに立ち、香奈は慎重に言葉を選びながらクダンに語りかける。

「ねえ……もし、あなたに未来を予言してもらったら忘れられるの？」

「えっ？」

　帽子を被かぶろうとしていたクダンの手が止まった。

「予言をしてもらったら、あなたのことを忘れられるの？　嫌なこと、全部リセットできるの？」

「うん……私に関かかわることは、すべて忘れてしまうでしょうね」

「だ、だったら予言をしてよっ！」

「なんで予言をしなきゃいけないの？」

　クダンはあの底知れない深い瞳ひとみの色を、さらに沈んだ色に変化させて尋ねてきた。

　それは深い霧の中で誰だれも人を寄せつけずに、ひっそりと在あり続ける神秘の湖の色だ。

　香奈は思わずその視線に圧倒されそうになったが、それでも言葉を続ける。

「だって、もう元に戻れないもの。あなたと友達に戻れないもの。嫌なことばかりあって、嫌なことばかり思い出して、怖いことばかりあって、全部あなたのせいなんだからっ！」

　興奮のせいか、恐怖のせいか、香奈は足がガクガクと震えた。

　そんな香奈の言葉を聞いて、クダンは唇を噛かみしめる。

　もしかして怒らせてしまっただろうかと、香奈は熱くなった身体からだにゾクッと寒気を感じた。

「……わかった。私のせいで嫌な目にあわせたというなら、予言をしてあげる」

　かなり長い沈黙のあと、クダンはあの静かな湖面と同じ色をした目を伏せたまま、ぽつりぽつりと呟つぶやいた。

　そして、小さな角を軽く撫なでて、ゆっくりと顔をあげる。

　そのときのクダンの顔色はまるで紙のように真っ白で、まるでそのまま空気の中に溶け込んでしまいそうな儚はかない印象を受けた。



「ははっ……よかったね、香奈はこれからも大きな災わざわいに遭うことはないよ。十四年後の二月六日に、駅の階段で滑ってひどい捻ねん挫ざをするぐらい」



　震える唇で寂しげな笑い声をあげながら、クダンは予言をしてくれた。

　その途端、香か奈なの中で目の前に立っている、クダンの記憶が薄らいでいった。

　なにかが身体からだから吸い取られるような、不思議な感覚。

　特に身体が冷えたわけでもないのに、悪お寒かんが止まらない。

　そして、それにつれて、どんどんクダンのことを忘れていく。

　バイトの仕事を教えてあげたこと。

　クダンの服を選んでいたこと。

　クダンのせいで子供たちに追われたこと。

　本の人とクダンがつきあっていると知ったこと。

　香奈の重かった心は、すうっと軽くなっていくようだった。

「ねえ、香奈……あなたが忘れてしまう前に、お礼と愚痴を言わせて」

「えっ、なに？」

　香奈は強く意識しないと、目の前の小さな女の子がクダンであることも認識できなくなっていた。

「あなたが忘れても、私はずっと憶おぼえているから。あなたのことを憶えているから」

「それが……どうしたの？」

　そう呟つぶやきながらも、香奈は少しずつクダンの言葉の意味がわかりかけていた。

　知らぬままにむき出しの刃物を触っていたかのような、気づいてから突如として湧わき起こる強い恐怖。

　香奈は自分の手が震えていることに気づいた。

「あなたが親切に仕事を教えてくれたこと、忘れないから。おかげでソフトクリーム、上手に作れるようになったよ」

「わ、忘れて……いいよ」

「服を選んでくれたこと、忘れないから。あの服、ずっと大事にするね」

「そんなの忘れていいよ！」

「ケーキ屋さんに誘ってくれたこと、忘れないから」

「だっ、だったら、もう一度！　もう一度、友達になればいいよ。私、嫌なこと全部忘れたら、もう一度、あなたと友達になれる。今度は絶対にひどいことを言ったりしない。喧けん嘩かなんてしないから！」

　すべてがリセットされれば、またクダンと仲良しになれる。

　本の人のことも忘れて、喧嘩したことも忘れて、なんのわだかまりなく仲直りできる。

　そうしたら、いままでどおり楽しくバイトして、またお洒落しやれをして、今度こそ一緒にイチゴタルトを食べて――

「あなたの未来に私はいない。予言をしたら、その人の未来から消えてしまう。もう二度と、私とあなたの縁は絡まないの。それが予言をした件くだんは死ぬということなの」

　クダンの瞳ひとみはどこまでも深い……深い悲しみに満たされていた。

　いまわかった。クダンの瞳が湖のように冷たいのは、その奥に悲しみを秘めているから。

　香か奈なには想像もできない、深く冷たい悲しみを抱えているから。

「ああっ……ああああっ！」

　香奈はようやく自分のしてしまったことの残酷さに気づいた。

　自分だけ逃げ出したのだ。

　この可哀相かわいそうなクダンだけを残して。

　彼女に自分の辛つらさを押しつけて、背負わせて。

　ただひとりだけ、楽な道へと逃げ出したのだ。

　しかも、その道は後戻りのできない一方通行。

「安心して、香奈。あなたは、すぐに忘れられるから」

「クダン、クダン！　ごめんなさい、私……ごめんなさい！」

「大丈夫、私なら大丈夫だから」

「ごめんなさい、ごめんなさい。私はとりかえしのつかないことを……」

「もういいよ。私こそごめんね。変なこと言ってしまって。あなたの気持ちはわかってるから。あなたの優しさは、私の心を明るくさせてくれたもの。それだけで十分よ」

　クダンは非難の色など一切ない、透き通るような微笑ほほえみを浮かべながら、そう言った。

　激しい後悔の渦の中にいたのに、クダンの心からの微笑みを向けられて、香奈はとても嬉うれしく思っていた。

　自分は百の罰を受けるに値する重い罪を犯した。

　しかし、それでもクダンは自分のことを許してくれている。

　まだ、友達と思ってくれている。

　こんなに嬉しいことがあるだろうか。

「クダン……いまからでも仲直りできるかな？」

「うん、できるよ」

「友達のままでいてくれる？」

「うん、ずっと友達だよ」

　そのクダンの言葉に、この前のようなぎこちなさはなかった。

「これだけで……たったこれだけで良かったのに……」

　それなのに、自分はそのことから逃げ出してしまった。

　クダンに予言をさせてしまった。

　すくった手の指の間から流れ落ちる砂のようにクダンの記憶が消えていく中で、香奈は精一杯の素直な気持ちを込めて言った。

「ありがとう。そして……ごめんなさい」

　それは香奈がクダンという友達に向けた、最後の言葉であった。



　　　◆◇◆



「あれ、なんで涙が出ているんだろう？」

　香か奈なは自分の頬ほおが濡ぬれていることに首を傾かしげている。

「……きっと、太陽がまぶしかったからじゃないの？」

　クダンは帽子を抱きしめたまま返事をする。

「あ、そう。あなたもなんだか目が赤いわよ。太陽がまぶしかったから？」

「でしょうね」

　そんな短い会話をクダンと交わして、香奈は空き地を去っていった。

　なぜこんなところに来たりしたのだろうと、首を傾げながら。

　彼女は、すぐにここにいたことも忘れてしまうだろう。道端で見かけたなんの興味もないポスターほどの記憶も残さずに。

　そんな香奈の背中を見送りながら、クダンは帽子を――いや、バクを抱きしめた。

「おい、絵の具がつくぞ」

　鼻先に絵の具がついたままのバクは、もぞもぞと動いてクダンの腕の中から顔を突き出した。

　あのとき、香奈の背中に黒いあとをつけたのはバクの仕業だった。

　手形に込められたメッセージと同じように、バクは絵の具で鼻のあとをつけることで、子供たちに『解散』を伝えたのだ。

「いいよ、少しぐらい。ケチャップと違って、洗えば落ちるもの……」

　クダンはバクの後頭部に顔を埋めて、ぽつりと呟つぶやいた。

　バクはなにも言わずに――頭がクダンの涙で濡れるのも構わず、そのままでいてくれた。

　たくさんの手形が見守るこの広場で、二人きりでずっと立ち尽くしていた。



    

  









    
      


幕まく間あい　ソフトクリームとクダン





　バクは危機を感じていた。

　このままでは、このシックな白黒ツートンカラーのボディが、赤黒などというセンスゼロな色彩に変化してしまいそう。

　その原因は毎日食卓にのぼるナポリタンのせいだ。

　もうすでにバクの肉体を構成する八割ぐらいは、ナポリタンに置き換えられてしまっている気がする。

　そのぐらい、毎日、毎日、ナポリタンを食べさせられ続けていた。

「なんとか秘伝のナポリタンとやらのレシピを盗み出さねば……」

　クダンは納得のいくナポリタンが完成するまで、ずっと試作を続ける気らしい。

　ちなみに、昨日の試作品は隠し味にウスターソースを入れた『ナポリタン・万ばん里りの長ちょう城じよう風味』という代しろ物ものだった。味は悪くなかったが、すでに名前のほうはフランスとまったく無関係なものになっている。

　いや、それをいえばナポリタンとフランスにも、まったく関連性はない。ただ、クダンが強固にナポリタンはフランス料理と主張しているだけで……

「大人しい顔をしていて、あいつは妙に頑固なところがあるからな。困ったもんだ」

　そんなわけで、バクはクダンに怪しまれながらも、今日もまた喫茶店ドラゴンにやってきていた。

「さて、良い隠れ場所はないかな？」

　いつもは亮りよう平へいとやらの正体を探るため、事務室で書類やパソコンを盗み見していたバクだったが、今回は意を決して厨ちゆう房ぼうにまで潜入していた。

　これまでバクが最大の容疑者とにらんでいたのは、この店のマスターだった。

　クダンたちがフロアにいるときは厨房で忙しく働いているため露出は少ないのだが、実は誰だれが見ても、思わず『マスター』と呼びたくなるような四十がらみのナイスダンディである。

　絵に描いたような美形で、ある意味、完かん璧ぺきすぎて面白みのないキリンとはまた違った大人の魅力がマスターにはある。悔しいがそれはバクも認めるところだった。

　しかし、マスターの本名は良よし夫おといい、亮平でないことはすでに調査済み。

　ならば、いったいクダンがいつも話題にする亮平はどこの誰なのやら？

「くそ～っ、亮平とかいう奴さえわかれば、そいつからナポリタンの秘伝を盗み取ってやるんだがなぁ」

　結局、バクの抱える問題の行き着くところは、謎なぞの男、亮りよう平へいの正体である。

　ともあれ、こうして厨ちゆう房ぼうに潜んでいれば、いずれその亮平とやらもやってくるだろう。

　そうしたらナポリタンの秘伝のついでに、そいつの個人的秘密をつかんでクダンに暴露してやるつもりだった。

　男はみんなロマンを求める生き物だ。その亮平とやらにも、ルーズソックスが好きとか、黒タイツが好きとか、ブーツが好きだとか、そんな趣味が当然あるはずなのである。

　バクの高尚な趣味であるニーソックス愛好ですら認めてくれない潔けつ癖ぺき症しようのクダンならば、亮平のそんな秘密を知れば、きっと幻滅するはずである――

「……って、じゃあ俺おれって、すでにクダンに幻滅されているのか？　あれっ、あれっ？」

　バクがなにをいまさらということで首を傾かしげていると、いつもはフロアで働いているクダンが厨房の中に入ってきた。

　いまはマスターは用事で厨房から離れており、バクとクダンの二人きり。

　こっそり隠れているバクには気づかずに、クダンはガラスカップを持って見慣れぬ機械の前に立った。

「なにしてるんだ？」

　ちょっとだけ顔を出してバクが様子を見ていると、クダンは真剣な顔で機械の操作を始めた。

「ふむ、あれが例のソフトクリームの機械か。あいつ、機械音痴なのに大丈夫かぁ？」

　以前、少しだけ携帯電話を持つ機会があったが、結局、クダンは電話をかけることだけで精一杯で、他ほかの機能はまったく使えなかった。炊飯器以外はまともに使えない、筋金入りの機械音痴である。

　そんなバクの心配を余よ所そに、クダンが真剣な面持ちでレバーを引くと、にょにょにょ～っと機械からソフトクリームが出てきた。

　カップをくるくると動かしてそれを受け止めると、やがてお馴な染じみのソフトクリームが形作られていく。

「おっ、なかなか上う手まいじゃないか」

　物陰で見ていたバクは思わず感心する。

　ついこの前までは何度も失敗して、ソフトクリームを無駄にしていたそうだが、どうやらだいぶ上達したようだ。

　ところが、せっかく成功したというのに、クダンの表情は冴さえなかった。カップの中のソフトクリームを見つめながら、ぽつりと独り言をもらす。

「うん……ちゃんとできた。香か奈なが教えてくれたおかげね」

　クダンは物もの憂うげな表情のまま、今度はソフトクリームにブルーベリーソースとウェハースをトッピングしていく。

「なんだよ、あいつ。まだ引ひき摺ずってるのか」

　その呟つぶやきを聞いたバクはぷくっと鼻を膨らませると、しかたなくクダンの足あし下もとに忍び寄る。

　そして、クダンがお盆にソフトリームを載せようとしたタイミングを見計らって、勢いよく彼女のニーソックスに飛びついた。

「きゃあっ！」

　いきなり何者かにふくらはぎに抱きつかれ、驚いたクダンはお盆のカップを倒してしまう。あわててカップを戻したのでこぼれることはなかったが、せっかくのソフトクリームはすっかり形が崩れてしまっていた。

「なっ、なんなの……って、バク!?」

「よお、クダン」

　バクはクダンのニーソックスにしがみついた姿勢のまま、すぴすぴと鼻を膨らませる。

「なにやってるの、いまは仕事中よ!?」

「いやなに、目の前にニーソックスがあったから思わず抱きついちまった。それだけだ」

「こっ、この変態……ソフトクリームが駄だ目めになっちゃったじゃないの。せっかく上手にできたのに！」

「しかたねぇなぁ。じゃあ、またそれはおまえが腹の中に処分するしかないな」

　ニーソックスから手を離して、バクは床に飛び降りる。

「好きなんだろ、ソフトクリーム？」

　小さな丸い背中をクダンに向けて、バクは渋く決めて見せた。

『バク……もしかして、私のために？』

　と、ここでクダンはホロリと来るはずだった。

　いや、少なくともバクの計画ではそうだったはずなのだが――せっかくの良い場面で思わぬ邪魔者が入ってきた。

「誰だれと喋しやべっているの、クダン姉ちゃん？」

「はわ～っ！」

　いきなり呼びかけられ、クダンは咄とつ嗟さに足下にいたバクをボーンと蹴けり飛とばした。

「ぎにゃ～っ！」

　悲鳴をあげながら、厨ちゆう房ぼうの物陰へと飛んでいくバク。

「なんかいまサッカーボールみたいなの蹴らなかった？」

「ううん、なにも蹴ってないよ」

　クダンは崩れたソフトクリームとバクを背中で隠しながら、パタパタと手を振って答えた。

「イテテ……思い切り蹴りやがって。同じツートンカラーでも、俺おれの模様はもっとお洒落しやれだぜ。あんな面白みのない幾き何か学がく模様と一緒にするな」

　サッカーボール扱いされたバクは、目をグルグル回しながら物陰からクダンの話し相手を覗のぞき見みる。

　それは小学五年生ぐらいのバクの知らない子供だったが、慣れた調子で厨ちゆう房ぼうに入ってきたところを見ると、どうも店の客というわけでもなさそうだった。

「ねえ、今日のクダン姉ちゃん、なんか元気がないよ。裕ゆう樹きの姉ちゃんと喧けん嘩かした？」

「ううん、してないよ」

「でも、この間、店の前で裕樹のお姉ちゃんが――」

　言葉の途中で、クダンは両手をその子の頭に抱くように置いてくしゃっと撫なでた。

「それは、もう仲直りしたから。心配しないで、大丈夫だから」

　子供扱いされるのが不満なのか、頭を撫でられるのを嫌がるように逃れてから、その子はクダンの袖そでをつかんで言う。

「元気出してよ。ナポリタンの作り方、教えてあげるからさ」

「えっ、本当に？　嬉うれしいな。私、亮りよう平へいのナポリタン、好きよ」

「父さんから教えてもらった、秘密のレシピだからね。ポイントは生クリームを大さじ一杯入れること」

　両手を腰に当てて、少し自慢げにその子は語る。

　その会話に聞き耳をたてていたバクは、クダンの言葉につぶらな黒目を大きく見開いた。

　なんと、亮平というのは、あんな子供のことだったのか。

　どうもその子の口ぶりからして、ドラゴンのマスターの息子のようだったが、ならば厨房に出入りしていてもおかしくないだろう。

「生クリームを？」

　意外なナポリタンの隠し味に、いままで追いバターやウスターソースを試してきたクダンは、驚いた顔をしている。

「あとは、料理の前にはしっかり手を洗うこと。そうだ、今日のお昼は僕が特製ナポリタンを作ってあげるから、よ～く作り方を見ててよね」

「うん、昼のお客が一段落したら、一緒に作りましょう」

　そう言って、クダンは新しくソフトクリームを作り直すと、その子と一緒にフロアのほうへと向かった。

　誰だれもいなくなった厨房で、バクが物陰からコロリと転がり出る。

「なんだよ、亮平ってあんなガキだったのかぁ」

　ずっと気になる存在であった亮平の正体が、ただの小学生だったことにバクはホッと胸を撫で下ろす。

　しかも、幸いなことにクダンは秘伝のナポリタンのレシピも教えてもらえたようだ。

「まったく、クダンもあんなガキに慰められて……」

　とはいえ、これで二つの悩みが一気に解決して、バクは一安心と思っていたが……しばらくして、その表情を険しくする。

「ん……あれ、待てよ……？　まさか、クダンは年下好みってことはないよな？」

　突然、湧わき上がるクダンの男の趣味に関する疑惑。

　世界中の男たちの敵ともいえる超絶二枚目野郎のキリンにつきまとわれても、まったく心を動かす様子がなかったので、すっかり男関係については油断していたが……

「あれか、クダンはショタコンってやつなのか？　いやいや……まさかまさか？」

　恐ろしい考えに囚われ、バクは頭を抱えてゴロゴロと転げ回る。

「しかも、あのガキ、生意気にクダンのことを気にかけていたようだったし……うぬぬぬっ！」

　どうやらまだまだバクの苦悩は続きそうだった。



    

  









    
      

第三幕　鵺ぬえの足跡





　小こ金がね井い琴こと音ねには怖いモノがいくつもある。

　高いところ、絶叫マシン、おばけ、足がたくさんある生き物、隣の家のよく吠ほえる犬。

　そして、暗くら闇やみもそのうちのひとつ。

「ううっ、暗いよぉ」

　ディスカウントストアで探して一番明るそうだった懐中電灯を手にして、琴音は広い道をわざわざ建物の壁にぴったり沿って歩いていく。まわりになにもない広い道を歩いていると、落ち着かないからだ。

　中学二年生にもなって、こんな怖がりではいけないとは思ってはいるが、それでも何度歩いてもこの暗闇に慣れることはできなかった。

　いや、たぶん他ほかの人だって、この道を夜に歩けば怖いと感じるはずだ。

　ここはもうほとんど使われていない古い倉庫が立ち並ぶ、港の倉庫街。

　昔はトラックが行き来していた道路は、人がひとり歩くにはあまりに広すぎて、懐中電灯を向けても反対側の壁に光が届かないぐらいだ。

　昼間でさえ歩く人は少ないので、街灯もほとんど立っていない。

　時折ある十字路にぽつりぽつりと立っているだけ。

　しかし、暗闇の中で、街灯が四方へと続く道をぼんやりと照らし出しているのは、その見えない角からなにかがやってきそうで余計に怖くなる。

　なぜそんな怖がりの琴音が、こんな暗い道を歩いているかといえば……彼女自身もしっかりした答えをすることはできない。

　ただ、目的地ははっきりしていた。

　それは地元の子供たちに『コロポックルの広場』と呼ばれている場所。

　この静かな倉庫街の路地の奥にある、大人たちが忘れてしまった小さな空き地の名前。

　どこからか聞こえる物音に、何度かびくりとすることがあったが、琴音はなんとか無事にコロポックルの広場に通じる路地までたどり着いた。

　入口に目印としてつけられている緑色の手形がなければ、子供たちも見過ごしてしまうような細い路地。

　ただ、琴音はこの暗闇の中でもここを間違えるようなことはない。

　なにしろ数年前までは、この広場は琴音のすべてだったのだ。

　学校にいる時間と、家にいる時間以外、天気の良い日はいつだってこの広場で遊んでいた。

　あの頃ころはなにをしても面白かった。

　どんなことでも、この広場で遊べば楽しかった。

　子供の頃ころを思い出しながら路地を曲がった琴こと音ねは、だんだんと足早になっていくのを抑えられなかった。いつもは悩みの種である、中学に入っても小学生並みなこの体型も、細い路地を通り抜けるときだけはありがたかった。

　いつのまにか早足は駆け足になっていた。

　息せき切って路地を駆け抜けて、琴音はようやく広場に到着した。

　もう暗くら闇やみを怖いとは感じない。

　怖いはずがない。

　なぜなら、いま自分はこんなにもたくさんの仲間に囲まれているのだから。

「こんばんは、みんな！」

　琴音は懐中電灯で広場を囲む壁を照らした。

　倉庫の壁に囲まれた、三角形の小さな広場。

　壁には色とりどり、様々な形の手形たち。

　懐中電灯の丸いオレンジの光に照らされ、いままで眠っていた手形が踊り出す。

　なにも変わらない懐かしい声で、琴音に語りかける。

　それはすべてこの広場で遊んでいた子供たちの思い出だ。

　あの赤い手形は、相撲大会で一番になったガキ大将がつけたもの。

　黄色と水色の手形は、この広場で喧けん嘩かの仲直りをした二人がつけたもの。

　あの緑色の手形は、とても立派な賞をもらった子が記念につけたもの。

　手形を見れば、それをつけた子供の気持ちが、直じかに伝わってくる。

　まるでその場に居合わせたかのように、その子がどんな顔をしていたかまで時を超えて頭に浮かんでくる。

　これはこの広場で遊ぶ子供たちだけの力。コロポックルの魔法。

　暗闇の恐怖を忘れ、琴音は懐中電灯を手にくるくると回りながら、お気に入りの手形ひとつひとつに光を当てていく。

　それは友達との再会の挨あい拶さつをしているかのよう。

　そして、最後に琴音は一番のお気に入りの手形に懐中電灯を向けた。

　闇やみの中から浮かび上がったのは、たくさんの手形の中で少しだけ毛色の違う黒い手形。

　琴音は懐中電灯を向けたまま、ゆっくりとその黒い手形へと近づいていく。

「あなたは、いまどこにいるのかしらね」

　それは、この広場がとても好きだった女の子の手形。



『この広場が大好き。けれど、さようなら。また、会いたいよ。ずっとみんなと一緒にいたかったよ』



　黒い手形を見れば、これをつけた女の子の気持ちが伝わってくる。

　大好きな手形なのに、琴こと音ねは少し辛つらくなる。

「ごめんね。私だけここにいて……広場の決まりまで破って」

　太陽が傾き、影が伸びて、地面に日が当たらなくなったら広場から帰らなければならない。なぜなら、夜はコロポックルの時間。暗くなる前に帰らない子供は、コロポックルにされてしまうというのが、子供たちの噂うわさ。

　いまは影どころか、太陽はとっくに沈み、広場は真っ暗くら闇やみだ。

　もちろん、もう中学二年生の琴音は、そんな噂話を信じているわけではない。ただ、小さなときからずっと守り続けてきた決まりを破っていることには、強い引け目があった。

「わかっているんだよ。けどね……」

　琴音は目の前の黒い手形に優しく触れる。

「私も同じ気持ちだよ。ずっとみんなと一緒にいたかったの」

　ここは子供たちの広場。遊びに来るのは小学生ぐらいまで。

　身体からだが大きくなり、路地を通り抜けるのが窮きゆう屈くつになってきたら広場から卒業していく。

　それは広場の決まりではなかったが、暗黙の了解のようなもの。

　琴音は小学校六年生の一学期までは、この広場に通っていた。そして、いつしか自分が一番最年長になっていたとき、急に居心地の悪さを感じた。

　ここにいることが、場違いであると気づいてしまったのだ。

「だから、夜の間だけね……ちょっとだけ、ここに居させて」

　夏休みのこの時期ならば、いくら北海道とはいえ、夜もそんなに冷え込まない。

　琴音は広場の隅に転がる、大きな古タイヤの上に腰を下ろす。

　琴音がずっと小さい頃ころ、広場に初めてやってきたときから、この古タイヤはここにあった。男の子が力試しに転がしてみたり、球技のゴール代わりにされたり、みんなのベンチにもなったりと、広場一番の人気者として大活躍の古タイヤだった。

　琴音はタイヤの上でじっとしながら、時折思いついたように懐中電灯を壁に向けてみる。

　どの壁にも、たくさんの手形がつけられている。

　そして、その手形の数だけ、子供たちの思いが込められている。

　ただ、これだけたくさんの手形の中に、琴音がつけたものはひとつもなかった。

　この広場で遊ぶ子供なら、誰だれでも手形をつけて良いはずなのに。

　実際、琴音の友達の手形もあちこちにある。

　それなのに、なぜ琴音は手形を残せなかったのか。

　いや、琴音だっていつかは残したいと思っていた。

　ところが、いつか、いつかを繰り返しているうち、ある日、琴音は気づいてしまった。

　自分がこの広場に手形を残すに相応ふさわしくないことに。

　琴音はじっと自分の手のひらを見つめる。そこから感じられるのは――



「きみは誰？」



　不意に声をかけられ、琴こと音ねはタイヤから転げ落ちそうになるぐらい驚いた。

　反射的に懐中電灯を声のした路地のほうへと向ける。

　ぼんやりと照らし出されたのは、子供ぐらいの人影だった。

「コ、コロポックル!?」

　琴音は驚きの声をあげたが、そこに立っていたのは、どこにでもいそうな普通の小学生だった。たぶん五、六年生といったところだろう。同学年の平均より、かなり低めの琴音と同じぐらいの身長。つまりは小学生としては、平均ぐらいの身長の男の子。

　突然、光を当てられて、その子はまぶしそうに顔に手をかざす。その手のひらは鮮やかな緑色に染まっていた。

「あっ、ごめん！」

　琴音は懐中電灯をそらして、古タイヤから立ち上がった。

「大人の人？」

　その緑の手の少年は、用心深げに琴音に問いかけた。

「ううん、違う。中学二年よ。前にここで遊んでいたの」

　懐中電灯を自分に向けて、琴音は自己紹介をする。

「中学生？　なんでここに来たの」

「ごめん。なんか懐かしくなっちゃって、つい……」

　緑の手の少年の妙に落ち着いた態度に、琴音はすっかり緊張してしまい、ここにいたことを弁解する。

「謝らなくてもいいよ。僕は嬉うれしいぐらいだもの」

　路地から緑の手の少年がゆっくりとした足取りで現れた。

　懐中電灯の明かりと、三角に切り取られた空から差し込む月明かりしかない暗くら闇やみの中で、その子の顔は不思議とはっきりわかった。

　むしろ、この暗闇も緑の手の少年の表情を形作るひとつの要素なのだろう。

　艶つややかな黒髪に、まだ幼さが残りながらも、どこか理知的な雰囲気さえ漂わせる瞳ひとみ。口元にはなにか面白いことを思いついたといったような、この年とし頃ごろの少年独特の嫌味のない笑みを浮かべている。

　はからずも、琴音は少し鼓動が速くなった。

　夜、誰だれもいない場所で、二人きり。

　小学生相手に妙な意識をしている自分に琴音は気づき、そのことを隠したくて今度はこちらから少年に問いかけた。

「あなたはなんでこんな時間に広場に来ているの？」

「広場の決まりを破って？」

　気づくと少年はすぐ琴音の側そばまでやってきていた。

　こちらが意識していることなどおかまいなしの、とても近い距離。



    

  









    
      「そ、そうよっ。日が暮れたら広場から帰らなくちゃあいけないはずでしょ」

　琴こと音ねはわざとお姉さんぶった口く調ちようで言ったつもりだったが、それを聞いた緑の手の少年は悪びれるどころか、逆に嬉うれしそうな笑みを浮かべる。

　その思わぬ反応に琴音が戸惑っていると、少年はもう半歩近づいてきた。

「だって、僕はコロポックルだもの」

　さっきまでの距離が最接近のものかと思っていたのに、顔が触れあうぐらいの近さにまでなって、琴音の心臓は少年にも聞こえてはいないかと心配するほど高鳴った。

「冗談はやめて！」

　あわてて琴音は一歩下がった。すると、そんな琴音の反応が面白くてしかたないといった様子で、クスクス笑いながら緑の手の少年は言った。

「広場の決まりを、まだ憶おぼえているなんて素敵だな。お姉ちゃんには手形の声は聞こえるの？」

「う、うん、聞こえる」

　緑の手の少年の雰囲気にすっかり飲み込まれて、琴音は素直に返事をするだけだ。

「すごいやっ！　中学二年生なのに？」

「歳としは関係ないでしょ？」

　なんとなく馬ば鹿かにされたような気がして、琴音はちょっとムッとした。

「……そうだよね、本当は関係ないはずだよね」

　いままでずっと笑みを浮かべていた緑の手の少年の表情が、急に寂しそうな色に陰った。懐中電灯の明かりが作る影の中に、少年の顔が消え入りそうになる。

「どうかしたの？」

「ねえ、この手形をどう思う？」

　緑の手の少年は琴音から離れて、黒い手形の前に立って言った。それは琴音のお気に入りの手形。

「この広場がとても好きだったんだね、この子は……」

「うん……だけど、この手形を残した子も、もうこの広場の声は聞こえなくなっていた」

「えっ、その子が帰ってきていたの？」

「もう大人になっちゃってたけど」

　そのことは琴音にとって少しショックだったが、それほど意外でもなかった。

　実際、琴音の同級生たちも手形のことをすっかり忘れてしまっている子が多い。

　琴音が手形のことを話題にしても、まるでずっと昔に流は行やった遊びのひとつのように、なにをいまさらそんな幼稚なことを言っているのか、といった顔をされる。そして、長い間、広場から離れていると、その遊びの楽しさやコツを忘れてしまうように、手形からの声も聞き取れなくなってしまうのだ。

「せっかく戻ってこられたのに、寂しいよね」

　琴音は緑の手の少年と並んで、黒い手形を見つめる。

　いったい、この黒い手形の子はどんな大人になったのだろう。

　こんなにも広場が好きだったのに――やはり他ほかの子たちと同じように、大人になってみんな忘れてしまったのだろうか？

　琴こと音ねの心臓は、いつのまにか静かに落ち着いていた。

「けど、お姉ちゃんにはまだ手形の声が聞こえている。本当は歳としなんて関係ないんだよ。大人にだって、手形の声が聞こえるはずなんだ」

　緑の手の少年に大人と言われて、琴音は少しだけこそばゆい気がした。

　そんなこと言われたのは、これが初めてだった。きっと小学生から見れば、中学二年生であっても大人の部類に入るのだろう。

「僕はもっとこの手形を広げたい」

　すぐ横でそう呟つぶやいた少年の声は、やけにトーンが低く、いままでとはまるで別人のもののように聞こえた。

「どういうこと？」

「この広場以外にも、もっと手形をつけるんだ。そうして、みんながこの手形のことを忘れないようにする」

　この広場の外に手形をつけることは、決まりで禁止されているわけではない。街を探せば、大人たちに見つかって消されないような場所にこっそりと手形はつけられている。

　ただ、それらの手形は、気持ちを伝えるというよりは、なにかの目印としてだ。

　あるグループの集合場所。

　家に置いておけない宝物の隠し場所。

　秘密の遊び場へ通じる路地の入口。

　そういったものを仲間に教えるための手形に過ぎない。

　この広場ほど、たくさんのメッセージが集まる場所はなかった。

　やはりここは特別な場所。

　子供たちが『コロポックルの広場』と呼ぶ、手形の聖地なのだ。

「大人になったら、みんなこの広場に来なくなってしまう。ここに来るための路地は、大人には狭すぎるからね」

「それは……」

　琴音は思う。

　本当にそれだけの理由だろうか。

　琴音は無意識のうちに、自分の手のひらを見つめていた。さきほどは緑の手の少年に中断させられたが、そこから感じられるものは――



「あなたは広場が好きなの？」

　琴音は自分の思いを隠して、緑の手の少年に尋ねてみる。

「うん、好きだよ。ここが大好きだ！」

　さきほどの大人びた暗さを感じさせない、見た目どおりの明るい声で緑の手の少年は返事をした。

　そこにはなんの隠し事もない。

　手形を見ないでも、この子の本心はわかる。

　とても純真なその気持ちが、琴こと音ねにもひしひしと伝わってきた。

　自分には、広場を去ることしかできなかった。

　しかし、この緑の手の少年は違う。もっと別の道を進もうとしている。

　もしかすると、この子は本当にコロポックルなのかもしれない。

　琴音は緑の手の少年の行く先を見てみたいと思った。

　たぶん、そこは誰だれも行けなかった場所だ。

　もし、この子のために、自分に少しでもなにか役立てることがあるのならば……琴音は、彼を応援したい気持ちでいっぱいだった。

　そんな琴音の気持ちは、緑の手の少年にも通じたのだろう。

　いつのまにか、少年は琴音の手を握っていた。

　緑色の手で握りしめていた。

　ちょっと恥ずかしかったが、それは少しも嫌な気はしなかった。

　少しだけ、子供の頃ころに戻れたような、そんな気持ちだった。



　　　◆◇◆



　最近、琴音はスケッチに出かけることが多い。

　自分でもそれほど上う手まいとは思ってはいないが、絵を描くことは好きだった。

　日曜日に街の公民館で開かれている、小さな絵画教室にも通っている。普段は喫茶店のマスターをしているという絵の先生は、琴音のことをとても親切に指導してくれた。

　琴音が街の風景を描くようになったのは、その先生の影響からである。

　先生の描く不思議な色彩の風景は、住み慣れた街のはずなのにどこか別世界を思わせるものだった。

　琴音はそんな先生の絵が好きだった。

「あんな絵が描けたらなぁ」

　スケッチブックを片手に、琴音は坂道の途中にある路地へと入った。

　この先には、街が一望できる絶景の広場がある。

　昨晩訪れたコロポックルの広場ほどではないが、ここも大人があまり立ち入らない子供たちの秘密の広場。たくさん子供が遊びに来ているときはこちらから遠慮するが、それ以外のときはスケッチをするのに最適の場所だ。

　ビルの壁に押しつぶされそうな薄暗い路地を抜け、ようやく日の光が差し込んでいる出口が見えてきた。

　子供たちの声はあまり聞こえてこない。

「今日はゆっくりスケッチができるかな？」

　そんなことを呟つぶやきながら、琴こと音ねはひょいと路地から顔を出した。

「えっ？」

　琴音の予想どおり、広場には子供たちはいなかったが、その代わり、意外な人たちが集まっていた。

「お嬢ちゃん、なんか用かい？」

　広場にいたのは、しかめっ面つらをした大人たちが五人ほど。腕を組んで、なにやら相談をしているのか、ただ文句を言っているだけなのかわからないことを喋しやべっている。

「ス、スケッチをしようかと思って……」

　別に悪いことをしているわけでもないのに、琴音は言い訳をするようにどもりながら答えた。

「ああそう。悪いけど、いまからここを掃除するから、絵を描くなら余よ所そに行ったほうがいいかもなぁ」

「掃除？」

「見てみなよ、これ」

　しかめっ面の中年男性は、あごで広場の壁のほうを指した。

　琴音は路地から出て、壁のほうを振り返ってみる。

「うわぁ～っ」

　少し間の抜けた声をあげながら、琴音は壁一面につけられた、色とりどりの真新しい手形を見渡した。

　それは驚いたというよりは、呆あきれたという気持ちだった。

　いったいどこの子がこんなにたくさんの手形をつけたのだろう？

「ひどいもんだろ。いったいなんのつもりなんだか。お嬢ちゃんは、犯人を知らないよな？」

　その中年男性は、琴音が肩にかけている絵の道具を見て、少しだけ疑わしそうな顔をしている。

「わ、私、知りませんっ！」

　琴音はあわてて首を左右に振る。

「手形の大きさからして、たぶん小学生ぐらいの子たちの仕業だと思うんだが……しかし、これだけたくさんあると気味が悪いな」

　中年男性が眉まゆをしかめている横で、琴音は平静を装いながら手形を眺めていた。

　聖母像のある壁一面に、手形はびっしりとつけられていた。

　そこから伝わってくる感情は、琴音にとってもあまり気持ちの良いものではなかった。

　この手形には楽しさがない。

　すごく楽しかった一日を、誰だれかにどうしても伝えたい。

　明日にも、その次の日にも、ずっとこの気持ちを残しておきたい。

　そんな気持ちから、子供たちは手形を残すことが多い。

　ところが、この広場の新しい手形にはそれが無かった。

　まるでナワバリを主張するかのような、攻撃的な手形。自分たちがここにいることだけを伝える手形。

　たくさんの子供によってつけられた手形であることは間違いないのに、そこに込められている感情はほとんど同じ、画一化されたものだった。

　そんな手形の群れは、琴こと音ねの心に得体の知れない不安をかき立てる。

「この聖母像は、あまり観光客には知られていないけど、百年ぐらい前に異人さんが造らせた歴史あるものなんだ。それなのに、これじゃああんまりだと思うだろ？」

「そうですね……」

　琴音は曖あい昧まいな返事をする。

　腹を立てているみんなには悪いが、琴音にしてみれば、聖母像のことよりも手形のほうが気になっていた。

　もしかして、昨晩、コロポックルの広場で出会った緑の手の少年が、この手形にも関かかわっているのだろうか？

　だとしたら――琴音は、この手形になにか危うさのようなものを感じ取っていた。

　このままでは良くないことが起きそうな、そんな予感。

　じっと手形から感じるイメージを理解しようとしていた琴音は、路地からやってきた他ほかの大人たちの声で我に返った。

「おおい、ホースとブラシを持ってきたぞ！」

「じゃあ、始めるかぁ」

　さっき琴音に話していた中年男性の音頭で、大人たちは全員で壁の掃除を開始した。

　手形がつけられた壁にホースで勢いよく水をかけて、デッキブラシで力一杯こすっていく。絵の具でつけられたらしい手形は、大人たちの手によってどんどん落とされていく。

　琴音はスケッチを始めるわけでもなく、広場の隅のほうでその様子を眺めていた。

「あっ……！」

「どうした、お嬢ちゃん。水でもかかったかい？」

「い……いいえ。別になんでもないです」

　大人たちが消していく手形の中には、琴音が小さい頃ころからずっとこの広場にあった手形も交ざっていた。

　琴音にとってもお馴な染じみの手形。

　ずっと昔から、そこに在あり続けてきた手形。

　それが無造作に消されていく。

　その光景を見ていると、大切な友達がどこかに連れて行かれてしまうような気持ちにさせられる。

　ただそれでも、琴音には大人たちを止めるような勇気はない。

　止める理由も思いつかない。

　自分にとっての手形の大切さ――それを大人たちに説明できる気がしなかった。

「わ、私……帰りますっ！」

　ここにいることが辛つらくて、とても辛くて、琴こと音ねはたまらず広場から逃げ出した。

　スケッチブックを胸に抱いて、路地を駆け抜ける。

　大切なものだったのに、それを守ることができなかった自分を情けなく思いながら。



　もしも、あの手形をつけた子たちだったら、それができただろうか？

　それとも自分がもっと大人だったら、なにか言えただろうか？



　しかし、そのどちらでもない自分には、なにもできなかった。

　手形が消されていくこと以上に、そのことが辛かった。

　その辛さから逃げ出した自分が情けなかった。

「あれっ、琴音じゃない？」

　路地から飛び出した琴音は、出し抜けに誰だれかに声をかけられた。

　振り向くと小学生のときの友人たちだった。数年前まで、コロポックルの広場でも、さっきの聖母像のある広場でも一緒に遊んでいた仲である。

「なんか久しぶりだね～！」

「どうしたの、顔が青いよ？」

　琴音は友人たちの顔を見て、急に心に力が湧わいてきた気がした。

「手形が……この奥の広場の手形が消されているの！」

　反射的に琴音は友人たちに訴えた。

　たったいま、あの場にいることに耐えきれずに逃げ出した自分だったが、みんなと一緒なら、大人たちを説得できるかもしれない。

　あの手形は子供たちにとって、とても大切なもの。

　あんなふうに消したりしてはいけないもの。みんなと一緒ならば、それを大人にも伝えられると思った。

　ところが、琴音の訴えを聞いて、友人たちは顔を見合わせた。

「ねぇ、手形ってなんだっけ？」

「この先の広場って、あれじゃないの。小さい頃ころ、ゴム跳びしてた小さな空き地」

「ああ、そういえばあそこに手形とかつけている子いたよね。暗号みたいなヤツ」

「あった、あった！　懐かし～っ！」

　そう言って、友人たちは一斉にきゃあきゃあと笑い出した。

「その手形が消されちゃうの。一緒に行って、止めてちょうだい！」

「ちょっと待ってよ。消されちゃうって、別にどうでもいいじゃない」

「なんで止めなきゃならないの？」

　友人たちは少し戸惑ったような顔で言った。

　琴こと音ねに意地悪をしているとか、そういうわけではない。彼女たちは、本気で手形のことをどうとも思っていないのだ。

　たった数年前のことだというのに、もう彼女たちにとって手形は懐かしいというだけのものになってしまったのか。

「琴音はなんでそんなこと気にしてるの？」

　そう問われて、琴音は言葉を失い、そして悟った。

　いつまでも子供の頃ころの遊びに夢中になって、そのことでむきになって友人を巻き込もうとしている自分のほうがおかしいことを。

「あのさぁ、中学に入ってから、琴音ってちょっとあれなのよ。不登校になったりしてて……」

　友人のひとりが、隣の子に耳打ちする。

　琴音に聞こえないように気を付けたつもりだろうが、その目つきを見ればわかってしまう。

　それはいままで何度も琴音が向けられてきた、同情と困惑が混ざった視線。

「ご、ごめん。私、変なこと言って。気にしないで！」

　そんな視線にさらされ、琴音はいたたまれなくなり、その場を逃げ出した。

　友人たちが背後からなにか声をかけてきたが、聞こえないふりをして坂を駆け下りた。

　そうだ――いつも自分はそうだ。

　辛つらいことから逃げようとする臆おく病びよう者ものだ。

　大切なモノが壊されるのを止めることも、見ていることさえもできない。

　友達に変に思われたくもないから、自分の本当の気持ちも伝えられない。

　そんな臆病者だから、中学校からも逃げ出した。

　小学校の頃は良かった。

　広場にはみんながいた。

　みんなの手形があった。

　あそこでは、嘘うそは無し、隠し事も無し、仲間はずれも無し……

　学校から逃げ出した琴音が思うことは、いつもコロポックルの広場のことばかり。

　だから、ひとりであの広場に忍び込んだ。

　もう戻ることはできないとわかっているのに。

　けれど、あの夜、緑の手の少年は自分のことを受け入れてくれた。

「もし、あの子がさっきの広場を見たら……？」

　そのことを思うと琴音は心が痛んだ。

　緑の手の少年は消されていく手形を見て、なんと思うだろう。

　そして、なにもできずに広場から逃げ出した自分を見て、なんと思うだろうか……



　　　◆◇◆



　この街に、わずかだが変化が起きつつあった。

　そのことに気づいているのは、クダンだけではない。街の住人たちも、その変化に薄々気づき始めていた。

「なぜ、こんな急に手形が増え始めたの？」

　港へと向かう路面電車の駅。電車の駅といっても、それはちょっと立派なバス停といった程度の屋根と壁がついたもの。

　その駅の壁に、たくさんの手形がつけられていた。

　路面電車の乗客たちも、この手形に気づいている。

　ほとんどの乗客は手形など無視して電車に乗っていくが、中にはこの妙な悪戯いたずらに眉まゆをひそめる大人もいる。

　クダンは路面電車がやってきても乗車せずに、駅でじっと手形を見つめていた。

　クダンが追っている、この街の子供たちに伝わるコロポックルという存在。

　おそらくこの手形がコロポックルに深く関かかわっていることは間違いない。

　最初、クダンが気づいたときには、ほとんどの手形は隠すようにひっそりとつけられており、探すのも大変なぐらいだった。

　ところが、ここ最近になって急激に手形が増え始めた。

　まるでその存在を知らしめることこそが目的であるかのように、爆発的に増えている。

「この手形……とても嫌な感じがする」

　手形を観察していたクダンは帽子をぽむぽむと叩たたいた。

　すると、帽子に変身したままでバクが返事をする。

「そうだな。なにか始めようとしてるやつがいるな」

「ドラゴンの前にある消火栓の手形は、とても素敵なものだったのに……」

　あの手形を見たとき、クダンは子供たちの作る遊びの輪に誘われたような気持ちにさせられた。

　自分は本当の意味では、もうその輪の中には入れないのに、それでもなお子供たちは無邪気に、そして無防備にこちらを誘ってくれる。

　少し気恥ずかしく、それでいてとても愛いとおしい、そんな気持ちがした。

　ところが、この駅に無数につけられた手形からは、そんなものは感じ取れない。

「なんだか、これを見ているとすごく不安になる」

　まるで生き物が異常繁殖をしている様子を見ているかのようだった。

　たった一種類の生き物が、狭い場所にひしめき合い、満ちあふれている。

　どこそこで、なんとかという外来種の生き物が異常繁殖をしているといったニュースは、よくテレビで流されているが、その光景は、理屈抜きで見る者に空恐ろしさを感じさせる。

　おそらくはそれが不自然なことであると、人間の生き物としての本能が教えているからだろう。

　クダンはこの手形に、それと似たものを感じていた。

「この手形からは、ただ広がることだけしか感じられない。それは単純な思いだけに、他ほかの者も引き込みやすい」

　バクはいつもより真剣な口く調ちようで呟つぶやいた。

「どういうこと？」

「自分を広げていきたいというのは本能に近いことだ。それだけに子供とかは影響されやすいんだろうな」

「手形が子供たちを動かしているということ？」

「この前の、姉ちゃんのときだってそうだ」

「香か奈なのときのこと？」

「ああ、集団でなにかを攻撃するというのは、人間が群れを作るようになってからずっと持ち続けている本能だ。あの姉ちゃんの背中につけられていた手形には、それほどの悪意はなかった。手形をつけた本人にしてみれば、ほんの悪戯いたずら心だったんだろうさ。だが、それが本能を刺激するものだったせいで、あんな大騒ぎになってしまった。特に小さな子供はちょっとしたきっかけで、感情をエスカレートさせてしまうもんなんだ。衝動を抑制する力が弱いからな」

　クダンは香奈を追っていた子供たちのことを思い出す。

　誰だれかに命じられたというわけでもなく、ただ手形に導かれ、子供たちは香奈のことを追い詰めていた。

　そこにあるのはみんながやっているから自分もやるという、漠然とした理由だけ。明確な目的が不在のまま、子供たちは手形に動かされていた。

「数が増せば、その思いは善悪の判断を超越して、ひとつの方向へと加速する。ある種の集団ヒステリーともいえるな。クダンには少し難しいか」

「けれど、この手形はなにをしたいというの。ただ広がりたいだけ？」

「わからん。いや、もしかすると……」

　バクは途中で口ごもった。

「どうしたの？」

「世界を変えようと思っているのかもな」

　それはあまりに突拍子もない話だったので、クダンはなんと返事をしたら良いのかわからなかった。

「革命家というのは常に純粋で、それはもう子供のようなものさ。だったら、逆があってもいいのかもしれないぞ」

　バクはくつくつと頭の上で堪こらえ笑いをした。

　その笑い方がなんだか意地の悪い、人を馬ば鹿かにしたような感じがしたので、クダンはバクのお尻しりを軽くつねった。

「イテテテッ……すまん、すまん。とにかく、子供は思いこむとブレーキが利きかなくなるってことだ。だから、誰だれかが止めてやらないとな」

「このままだと、どうなるの？」

「そんなの俺おれにもわからん。キリンなら知っているかもしれないが」

　クダンはこれまで見てきた、街にあふれるたくさんの手形を思い出した。

「まだ止められるの？」

「俺のにらみでは、この緑の手形の持ち主さえ止められれば……あるいは」

　駅の壁の中央につけられた、緑色の手形。

　その大きさは子供の手のひらだったが、バクに言われてみると、他ほかの手形とは違う存在感がある気がした。

　言葉で表現することは難しいが、ただ拡散することばかりの他の手形とは違い、この緑色の手形には、ここに在あり続けようという確固たる意志のようなものが感じられた。

「これって、色は違うけど、最初に消火栓で見かけた手形と同じなのかな」

　あのときはあんなに愛いとおしく感じられたというのに、いまこの手形からは刺とげ々とげしいものばかりが感じられる。手形のことを指しているのに少しおかしい気がするが、まるで別人という言葉がぴったりな気がする。

「うん、たぶんな。ずいぶんと雰囲気が違っているが、こいつが他の手形を先導しているのは間違いないと思う。もっとも……このガキどもが暴走するのを止めなきゃいけないなんて義理は、俺たちにはないわけだがね。そうだろ、クダン？」

「ん……そうだね」

　バクの言うとおりだ。

　自分は正義の味方でも、なんでもない。

　友達ひとりの災わざわいを予言することさえ躊ちゆう躇ちよしてしまうような、そんな弱い存在だ。

　緑の手形の主がなにをしたいのかは、クダンにはわからないが、自分がそれを止めなければならない理由はない。クダンが知りたいのは、この街に伝わるコロポックルという存在が、自分の探している鵺ぬえなのかどうかだけ。

「けど……コロポックルを探すには、この手形のことを調べなければいけないんだよね」

　しばらく考えてから、クダンはバクに問いかけた。

「やれやれ、だったら気がすむまで調べるがいいさ。俺はいつでも、おまえの頭の上に乗っていてやるよ」

　呆あきれたように言って、バクはクダンの頭の上でもそりと動いた。

　クダンにとって、それはなんだか頭を撫なでられたような感じがする動き。

　そんなバクに、クダンは黙ってぽむぽむと叩たたいて返事をしてやった。



　　　◆◇◆



　昨日の晩、琴こと音ねは大人たちに消されていく手形のことばかり考えていた。

　緑の手の少年にそのことを伝えるのが怖くて、コロポックルの広場に行くこともできなかった。そうでなくても、中学二年生の琴音が夜歩きをすることに母親は良い顔をしない。

　次の日、昼を過ぎて、ようやく琴音は出かける決心がついた。

　やはり、あの聖母像の広場にあった手形のことで、緑の手の少年に尋ねてみたいことがあった。

　あれが彼の言っていた、『手形を広げる』ということなのだろうか。

　そのことを確認したかった。



「ちょっとスケッチに行ってくるね」

　お気に入りのカモメのマスコットが印刷されたトートバッグに絵の道具を入れて、脇わきには大きなスケッチブック。そんないつものスタイルで家を出ようとした琴音を、母親が呼び止めた。

「琴音、また絵を描きに行くの？」

「う、うん……」

　玄関で立ち止まった琴音は、本当はスケッチが目的ではなかったので、少し曖あい昧まいな返事をする。

「一学期の復習はしているの。二学期になったら、ちゃんと学校に通うって約束でしょ。休んでいる間に進んでしまったところを自習しておかないと、学校に行っても授業についていけなくなるわよ」

「わかってる。それはやっているから……」

「夏休みだからって、あなたの場合は遊んでばかりじゃあ駄だ目めなのよ」

「……ごめんなさい」

　玄関に立ったまま、琴音はスケッチブックを抱きしめ、うつむいた。

　母親の言うとおりだ。中学生になって、学校を休むことが多くなって、自分はいろいろな人に迷惑をかけてしまった。

　先生は何度も家庭訪問をしてくれた。

　クラスメイトも気を遣って、家に訪ねてきてくれた。

　もちろん、両親にも心配ばかりかけてしまって……

　緑の手の少年に会いに行く決心をした琴音の心は、あっさりと折れてしまった。

　そうだ、いまは手形のことなんて気にせずに、二学期に向けて準備をするときなのだ。

　もう、みんなに迷惑をかけないように。

　他ほかの子たちと同じに、きちんと中学生ができるように。

　昨日、会ったみんなだって、もう手形のことなんか気にしていなかったではないか……

　琴音はうつむいたまま、前に組んだ自分の手のひらを見つめていた。

「だったら、今日は家にいなさい。わかった？」

　母親の言葉に、ぴくりと手のひらが動いた。

　琴こと音ねにはわかる。

　自分の手のひらがなにを伝えているのかわかる。

　手形のメッセージを読み解けるのだから、手のひらからだってそれは読み取れる。

　そこに込められた気持ちは、琴音にとって否定したいどろっとした感情。

　いま自分は母親を疎うとましいと感じている。

　娘の身を案じてくれている母親に対して、悪意を持ってしまっている。

　心の奥底に潜んでいた醜い自分が、手のひらを通じて表れていた。

　――と同時に、手のひらからは、琴音自身がいま本当にやりたいことも読み取れた。

「お母さん、ごめんなさい。今日は絵画教室の先生と約束しているの」

　琴音は手のひらを握りしめ、嘘うそをついた。

「あら、そうなの。だったらしょうがないわね。今日は暑いから日射病に気をつけるのよ」

　そんな母親の言葉を背に、琴音は玄関の戸を急いで開けて、外に駆けだした。

　自分の嘘を簡単に信じてくれた母親への罪悪感が、胸を痛めつける。

　そんな痛みから逃げるように、琴音は駆ける。

　太陽はもうすっかり高い位置に来ている。

　白く照り返す道を、琴音はスケッチブックを抱えてひたすら駆けていく。

　いまは緑の手の少年に会いたい。

　会わなければいけない。

　あの子に、手形のことで伝えなければいけないことがある。

　琴音が学んだ、大人がコロポックルの手形を忘れてしまう意味を――

　大通りに出た琴音には、すぐにあちこちに手形があふれかえっているのがわかった。

　その手形のほとんどが、同じメッセージを伝えている。



『今日の昼過ぎに、コロポックルの広場に集まれ』



　この手形を見た子供は、他ほかの場所に同じ意味の手形をつける。

　それを見た子供が、また別の場所へと――かくして連鎖的に、爆発的に手形が増殖していく。

　だが、この手形には「誰だれが」が抜けている。

　誰がこのメッセージを伝えているのか？

　それがないのだ。

　しかし、子供たちにそんなことは関係ない。

　手形をつけられる仲間が誘っている。

　それだけでいいのだ。

　命じられているのではない。

　誘われているのだ。

　だから、自発的に子供たちは手形の指示に従う。

　手形が広場から街にあふれたことで、このメッセージに誘われる子供の数がどれだけ多くなるのか、琴こと音ねにはとても予想できなかった。

　そして、集まった子供たちはなにをするつもりなのか。

　緑の手の少年は、なにをさせるつもりなのか。

　路面電車の駅につけられた手形を横目に見ながら、琴音が電車がやってくるのを待っていると、突然、誰だれかが話しかけてきた。



「あなたの未来に災わざわいが見える」



　声をかけてきたのは、琴音より少し年上ぐらいの、見慣れないデザインのセーラー服を着た女の子。

　彼女はじっと深みをのぞき込むような視線をこちらに向けて、ゆっくりと近づいてきた。

　その頭には、まるで二本の角のように見える髪飾りがついていた。

　なぜか、琴音は彼女の髪飾りから目をそらすことができなかった。

　ごとごとと音を立てて路面電車が駅にやってきたというのに、金縛りにあったかのように少女の前から動くことができない。

「私は件くだん――『人』に『牛』と書いて件」

　彼女はそんな不思議な名乗りをしてから、これから起きることについて語り出した。

　琴音が近い未来に遭遇する、恐るべき災いについて……予言をしてくれたのだ。



　　　◆◇◆



「やあ、お姉ちゃん。ずいぶん早かったね。まだ誰も来ていないよ？」

　コロポックルの広場には、緑の手の少年がひとりいるだけだった。

　路地の薄暗さに慣れた目には、まぶしすぎる広場の光景。

　色とりどりの手形に囲まれ、緑の手の少年はリラックスした笑みを浮かべている。

　それはあまりに無邪気で、無防備なため、逆に近寄りがたく思わせる。

　不用意に触れては壊れてしまいそうな、そんな儚はかなさを感じる美しき世界の中に、緑の手の少年は立っていた。

「みんなを集めて、なにをさせるつもりなの？」

　琴音は広場の中に足を踏み入れる。

　昼のうちに広場に来たのは、本当に久しぶりだった。

　懐中電灯の光を当てなくても、すべての手形が見える。それを残した子供たちの楽しげな声が聞こえてくる。

　琴こと音ねはそんな手形たちに囲まれ、自分がここにいることへの後ろめたさを強く感じていた。

「前にも言ったでしょ？　この街に手形を広めるんだよ。大人たちが消せないぐらい、たくさんの手形をつけるんだっ！」

　そう語る緑の手の少年の表情には、わずかな曇りもない。

　はつらつと語る彼には、夏の日差しがよく似合っていて、そんな緑の手の少年に琴音は憧あこがれさえ感じ始めていた。

　しかし、その湧わき上がってくる気持ちを抑え、琴音は自分にできる精一杯の厳しい顔つきで語りかける。

「それをみんなは望んでいると思うの？」

「えっ、どういうこと？」

　琴音の言葉に、緑の手の少年はその輝くような笑顔をやめて、怪け訝げんそうな顔をする。

　あの奇跡の光景は、自分が踏み込んでしまったことで早くも崩壊を始めていた。

「この広場の子供たちは、そんなことをしたいと思っていないわ」

「でも、みんな僕の手形どおりに動いてくれるよ」

「それはみんなが手形のことを好きだから。あなたがしていることは、そんなみんなの思いを、自分のために利用しているだけのこと」

　そんな琴音の言葉に、緑の手の少年は少しムッとしたように口をとがらせた。

「ねえ、お姉ちゃんは手形が好きなんでしょ？」

「好きよ、大好きよ……」

「だったら、僕がやろうとしていることはいいことじゃないの？　大人たちにも広場の決まりを守らせてやろうよ。手形が広まれば嘘うそはつけなくなる。この広場にいるみんなのように、大人たちも仲良しになれる」

　そう言って、緑の手の少年は琴音の手のひらをじっと見つめた。

　その視線に気づいて、琴音はあわてて手のひらを隠した。

「いま、お姉ちゃんの気持ちが少し聞こえてきたよ。本当は中学校が嫌いなんだね。この広場から出たくなかったんだね。だから、こっそり広場に戻ってきていたんだ」

「……それは」

　緑の手の少年の言葉は紛まぎれもない事実。だから琴音に反論することはできない。

「でも、もうそんなことしないでいいんだよ。だって、これからは街中がコロポックルの広場と同じになるんだから」

　できることなら、琴音はその言葉に賛同してあげたかった。

　もしも、緑の手の少年の思い描いているような世界となるのならば、それは素晴らしいことだと思う。

「お姉ちゃんと会ってわかったんだ。黒い子は手形のことを忘れてしまっていたけど、お姉ちゃんは違った。お姉ちゃんみたいに、手形のことをずっと大切に思っていれば、大人になっても声が聞こえなくなることはないんだ！」

　琴こと音ねは心臓が締め付けられる思いだった。

　緑の手の少年の企くわだてに、最後の一押しをしたのは自分自身――いつまでも手形に執着してきた、自分の情けない姿だったのだ。

「ねえ、そうなんでしょ？　お姉ちゃんには、この広場の手形の声が聞こえるんだよね」

「ええ、聞こえるわ。私にはまだ手形の声が聞こえる……」

　ならば、この子を押しとどめるのも自分の役目だ。

　心の中で決意を固めた琴音は、いままで隠していた手をゆっくりと前に出した。

　それを見て、緑の手の少年は嬉うれしそうにニッコリと微笑ほほえむ。夏の日差しがよく似合う、あの曇りのない笑顔が戻ってきていた。

「だったら、お姉ちゃんも手形を残したらいいよ。昨日からずっと探していたけど、この広場には、お姉ちゃんの手形がまだないじゃないか」

　緑の手の少年は、ポケットから緑色の絵の具のチューブを取り出す。琴音が使っているメーカーと同じものだったが、少しばかり古びたチューブだった。

「だったら……つけてあげる」

　琴音はぎこちなく手を差し出して、緑の手の少年からチューブを受け取ると、手のひらに絵の具を塗りつけた。

　そして、琴音はゆっくりと壁に向かい合い、その手のひらで触れた。

　太陽に照らされていた壁は温かく、まるで緑の手の少年の体温を感じ取っているかのようだった。

「よく見て……これが私の手形」

　琴音は壁の手触りを名な残ごり惜しみつつ、ゆっくりと手のひらを離す。

　緑色の手形が、壁には残った。

　琴音が、この広場に初めてつけたコロポックルの手形。偽らざる思いが込められた、緑色の手形。

「……お姉ちゃん、これって」

　背後で緑の手の少年の声が聞こえた。

　手のひらに残る温ぬくもりが一気に冷めるような、悲痛な声。

「これが私の本心よ」

　後ろを振り向くことなく琴音は答えた。

　見せたくなかった。

　この手形を見せたくはなかった。

　だが、自分がやらねばならないのだ。

　緑の手の少年に、このことを教えてあげなければならない。

「こんなの駄だ目めだよ。こんなこと思っていたら駄目だよ」

「でも、しかたないでしょう？　思ってしまうのだから」

「駄だ目めだよ、これは……この手形は……」

「コロポックルの広場に相応ふさわしくないというの!?」

　激げつ昂こうして振り返る琴こと音ねに、緑の手の少年は怯おびえたような顔をした。

　それでも琴音は緑に染まった自分の手のひらを少年に突きつけ、一歩前に進んだ。

　知らぬうちに涙があふれていたが、それでも緑の手の少年に思いを訴え続けた。

「これが私の本当の心なのよっ！」

　緑の手の少年は自分の手形から、どんな声を聞いたのだろうか？

　きっと、琴音が思っている以上に、醜い心根を彼は感じ取ったのだろう。

　琴音自身が気づかぬふりをしている――知りたくもない自分の心の暗部。

　嫉しつ妬とも、劣等感も、恨みも……手形は包み隠さず、それらすべてをさらけ出してしまうのだ。

「たとえ、あなたが手形を広めても、大人たちはこの広場の子供のように手形で気持ちを伝え合ったりはしない。だって、他人に知られたくないことが多すぎるもの。こんな手形を持っているのは、私だけではない。外の大人たちは、みんなこんな手形を持っているのよ」

「そんなことない。そんなはずないよ……」

「だったら、なんでみんな広場からいなくなるの？　路地が狭くなったからなんて、ただの言い訳よ。本当の理由は、私と同じような手形になってしまったことを他ほかの子に知られたくなくて、自分から広場を去ったのよ」

「違うよ、そんなわけないよ！」

「あなただって、いずれわかる。広場を去った子供たちが手形を忘れてしまうのは、自分の手形が醜くなってしまったことを忘れてしまいたいから」

「そんな……本当にそうなの？」

「広場から手形があふれ出しても、大人たちはそれを無視するわ。それどころか、手形を嫌うはず。だって、大人にとってそれは、私のように自分の醜さをさらけ出してしまうものだもの。自分の醜さを思い知らされるものだもの。そして、きっと大人たちはコロポックルの広場を潰つぶしてしまう。聖母像の広場にあった手形のように、この素敵な手形たちを消してしまうわ」

　緑の手の少年は両手を握りしめて、じっと黙り込んでしまった。

　手のひらは見えないが、琴音には彼が深く傷ついてしまったことはわかる。

　そして、きっと自分のことを、大人の代表として蔑さげすんでいるのだろうと思った。なにしろ、自分の手形はあんなにも醜いのだから。

　二人だけの長い時間が過ぎて、三角形の空から差し込む光が、ゆっくりと広場の地面を動いていく。

　琴音が顔をあげたのは、路地から子供たちの声が聞こえたからだ。

　緑の手の少年もその声に気づいたらしく、怯えたように青ざめた顔で訴えかけた。

「お姉ちゃん、早くここから逃げて。きっと、みんなはこの手形の持ち主を許さない！」

「ううん、私はここに醜い手形だけを残して、逃げることなんてできない」

「駄だ目めだよ、きっとひどい目に遭わされちゃうよっ！」

「それは、わかってる……うん、そのことはもうわかってるんだ。だって、路面電車の駅で誰だれかが教えてくれたもの。『コロポックルの広場に手形を残せば、子供たちに――』」

　琴こと音ねは途中で言葉を濁した。その先の言葉は、あまりに血なまぐさく、緑の手の少年にもこの広場にも相応ふさわしくないと思ったからだ。

「けれど、私が残ることでみんなを止めることができるというのなら、どんな目に遭ったってかまわない」

　予言は琴音にふりかかる災わざわいと、もうひとつのことを伝えてくれた。

　自分が犠牲になることで、コロポックルの手形が街にあふれ出すことを止められるということ。

「なんでそんなっ!?」

「私にとって、この手形たちはなによりも大事なものになってしまったから。どうしても、この広場と手形を守りたい。次の子供たちにも伝えたい。きっと、夜にこの広場に来てしまったから、私はコロポックルになってしまったのかもね」

　やがてこの広場に集まる子供たちは、琴音の手形を見て理解することだろう。

　いくら手形を広げたところで、コロポックルの広場が広がることにはならない。なぜなら、大人たちはこの広場の子供たちのような手形をもうつけられないのだから。

　そして、この大切な広場を醜い手形で汚けがした自分を許さないだろう……

　路地の歓声はどんどん大きくなり、緑の手の少年は泣き出しそうな顔で、琴音を見つめていた。

「そんな顔しないで。あなたはなにも悪くない。これは私がしたいからすることなの。いままで、私は嫌なことから逃げてばかりいた。この広場も逃げ場所だと思っていた。だけど、いまならはっきりわかる。ここは逃げ場所なんかじゃない。私にとって一番大切な場所だったの。だから、私はここから逃げ出したりしない。ここを捨ててしまえば、もう私に行く場所なんか無い！」

　誰のためでもない。

　ただ、自分の大事なものを守りたいだけ。すべては自分のためにすることだ。

「ごめんね……お姉ちゃんの手形はいろんなものがたくさん混ざっていて、全部はわからない。だけど、お姉ちゃんがとても辛つらい思いをして、僕を止めようとしてくれたことはわかる。この広場を守ろうとしてくれたことはすごくよくわかる」

　そう言って、緑の手の少年は琴音の緑の手を握りしめた。

　二人の緑の手が重なり合い、互いの気持ち、言葉にできない気持ちが伝わる。

　そうだ、手形で心がわかるなら、手を握ることでも感じあえるだろう。

　いや、それ以外でも、人が人をわかりあう方法などいくらでもあるのだろう。

　相手を思う気持ちさえあれば、いくらだって……

「手形は消せない。広場の決まりだからね。だから、僕も手形をつけるよ。大好きな手形と一緒になれるように」

　そう言って、緑の手の少年は握っていた手を離すと、琴こと音ねの手形に手を重ねるように壁を触れた。

　すると、琴音の手に触れたときについた絵の具で、かすかに緑の手の少年の手形が残った。

　二つの手形が重なり合い、また新しい手形が生まれる。

「ああっ、これって……！」

　それは、さっきまでとはまったく違う手形だった。

　この太陽あふれるコロポックルの広場に相応ふさわしい、新しい手形となっていた。

　広場の子供たちと、外に出てしまった子供たちをつないでくれる道しるべとなる手形。

　手形は声こわ高だかに歌っていた。

　この広場の素晴らしさを。

　外の世界の素晴らしさを。

　いままで閉ざされていた広場が、この二つの重なり合った手形から無限に広がっていくのが見えた。この新たな手形を得て、広場はさらに輝きを増したかのようだった。

「忘れない、この手形を忘れないよ……」

　琴音は新しい手形の誕生に、あふれる涙を抑えることができなかった。

　挫くじけても、迷っても、どんなときもこの瞬間の思い出だけは、心の中で輝きを失うことはないだろう。

　この光があれば、また暗くら闇やみの広場に逃げ込むことはないだろう。

　これこそが、琴音が大好きだった広場だ。

　ひとりでこっそり夜の広場にいたとしても、この輝きを知ることはできなかった。



　やがて気がつくと、路地から子供たちがあふれ出していた。

　遠く彼方かなたに煙る記憶の中で、誰だれかが教えてくれた自分の未来。その予言どおりならば、これから琴音の身には恐ろしい災わざわいが起きるはず。

　ところが、琴音はそのことを少しも怖いとは思わなかった。

「ねえ、手形を広めにいこうよっ！」

　子供たちの先頭に立っていた、緑の手の少年よりも少し年下らしいわんぱくそうな少年がこっちに呼びかけてきた。

「ううん、裕ゆう樹き。もう、手形を広げるのはやめたんだ」

　いままで琴音と一緒に新しい手形を見つめていた緑の手の少年は、歳としに相応しくない落ち着いた表情で言った。

「なんで？　この手形、面白いのにっ！」

　裕ゆう樹きと呼ばれた子は、不満そうに大声をあげた。

「裕樹のお姉ちゃんに悪戯いたずらしたり、あちこちにたくさんの手形をつけたり……でも、この広場の手形はそういうことのためにあるんじゃないんだよ。僕もいまやっとわかった」

　そう言って緑の手の少年は、裕樹を始めとした子供たちに、両手を広げて広場の手形を指し示した。

「ううん、最初からわかっていたのに、いつの間にか忘れていた。この広場は、僕たちの遊び場。子供たちだけの遊び場。手形はここからいなくなってしまった子供たちが、僕らと遊び続けたいから残した分身なんだ」

　琴こと音ねは緑の手の少年のまわりに手形たちが集うのを見た。

　色とりどりの手形たちが、緑の手の少年の下もとに、その形と込められた思いを歌う。

　その手形の中には、あの黒い手形もあった。

　誰だれよりもこの広場のことが好きで、その思いのすべてをここに残した黒い女の子。彼女の手形は、いまもこの広場の一員として、みんなにその思いを歌っている。

　そして、二人の新しい緑色の手形。

　この狭くも楽しい広場から、無限に広がる外へとつながる道を示している手形。

　ただ、それは誰も急せかしたりはしない。

　いずれ自分の足でそこを進めばいい。それまでは、気がすむまで遊べばいい。もちろん、日が暮れてからはコロポックルの時間だけど。

　緑の手の少年に集う手形たちを見て、裕樹も、他ほかの子供たちも微笑ほほえんでいた。

　新しい手形のことを歓迎してくれていた。

「さあ、みんな、今日も太陽が隠れるまでたっぷり遊ぼう！」

　緑の手の少年は、その手をあげて叫んだ。

　すると、割れんばかりの歓声と共に、広場に集まった子供たちも両手をあげる。

　広場の子供たちの手のひらは、どれも琴音にはまぶしいばかりに輝いていた。



「辛つらいときには、ここを思い出してもいい。けれど、逃げ込むのは駄だ目め。ここは子供たちだけの広場――『コロポックルの広場』なんだから」



　広場を満たす歓声の中に、琴音は誰かの小さな声を聞いた気がした。

　それはとても小さくて、遠いところから届いた声。

　ただ、それでも琴音の心にはっきりと響いた。

　それはもしかすると、ずっと昔にこの広場に魔法をかけてくれた、コロポックルの声だったのかもしれない。



　　　◆◇◆



「この広場の手形には、洞どう窟くつの壁に自分の手形を残した原始人と共通の精神構造が見受けられる。こんなプリミティブな意志表現の方法が、近代化されたこの街のど真ん中でひっそりと伝えられていたなんて、まさしく奇跡だな。人類学者が見たらよだれを垂らすぞ」

　日差しが陰り、だいぶ薄暗くなった広場を見渡しながら、バクはなにやら難しいことをブツブツと呟つぶやいている。

　この土地に伝わるコロポックルの噂うわさ。

　その中心たるコロポックルの広場に、クダンとバクはとうとうやってきていた。

　路面電車で出会った少女に、クダンはコロポックルの広場に行けばむごい未来が待っていると、災わざわいの予言をしてあげた。

　しかし、その少女はそれでも広場へ行くと言った。

　予言はするが、助言はしない。

　それがクダンのルール。

　だからクダンは広場へと向かう少女のあとを黙ってついていった。彼女を止めるためではなく、この街に伝えられているというコロポックルの正体を知るために。

　彼女の未来から縁の消えてしまったクダンにとって、気づかれることなくあとを追うことは実に簡単なことだった。

　幸いなことに、その少女はぎりぎりのところで災いの未来を回避することができたようだったが、クダンの表情は冴さえない。

「鵺ぬえは見つかったの？」

　凍いてついた瞳ひとみで広場を見つめているクダンに声をかけてきたのは、キリンだった。

　太陽に祝福されたかのような、まぶしいまでに完かん璧ぺきに整った顔立ち。どんなに深く閉ざされた心さえ、優しく解きほぐしてくれるような微笑ほほえみと甘い声。

　バクは軽く舌打ちをして、キリンから顔をそらす。

　クダンも虚こ空くうを見つめたまま、機械的に返事をするだけだ。

「……あの二人も、集まった子供たちも、鵺ではなかった。たぶん、ここに鵺はいない」

　すると、キリンはおどけたように肩をすくめて、もったいぶった動きでクダンの視界に入るように回り込んだ。

「本当に？　ちゃんと見たのかい？」

　そんなキリンの態度に、いままで彫像のように立っていただけのクダンの表情が揺らいだ。キリンはその隙すきに、今度はクダンの後ろに回り込む。

「どういう意味？」

「ほら、あそこにこの広場で一番古い手形がある。最初の手形。広場の元になったモノ」

　クダンの肩に後ろから手を置いて、キリンはすっと顔を近づけると、肩越しに壁を指さした。キリンの顔が頬ほおに触れるほどの距離にあっても、クダンは動じることなく、その指し示す方向を見つめる。

「あっ……！」

　それを見て、クダンは大きく目を見開いた。

　広場の壁の隅、地面に近い位置。そこにつけられた、小さくて、すっかりかすれてしまった黒い手形。

　その大きさはクダンの人差し指の長さぐらいで、赤ん坊の手のひらほどのサイズしかない。

　ただ、それは赤ん坊の手形にしては、指はしっかりと伸びており、大人の手形をそのまま縮小したような形をしていた。

　クダンは件くだん独特の感覚で理解した。

　それはとても古く、とても深遠な精神の持ち主の手形。

　子供ではない。けれど、大人でもない。そもそも人間ですら……ないのかもしれない。

「正真正銘、コロポックルの手形だね」

　キリンがさも当然のことのように語る。

「いったいなんなの。この手形をつけたモノは？」

「説明してあげてもいいけど、それはこの本を理解すること以上に難しいよ？」

　冗談めかした言い方で、キリンは手に持っていた『Phnomenologie des Geistes』と表紙に書かれた本をクダンの前に掲げて見せた。

「小人……精霊……もしかしたら、神様かもしれないね。ただ、その正体はわからなくとも、この手形は大切な教訓を与えてくれている。それをきみはもう理解しているんじゃないのかな？」

　クダンはキリンの魅惑的な視線を無視するように、空を見上げた。

　キリンはそんなクダンの耳元に、優しげな声で囁ささやき続ける。

「きみはまだこの広場に居続けている子供のようなものだ。けれど、きみには外から守ってくれる壁はない。きみは手形もつけられない。気持ちを共有できる相手もいない。たったひとりで、その希け有うな純粋さを守り続けようとしている……」

　いくらキリンが語りかけても、クダンは能面のように表情を固まらせたままだった。

　そんなクダンの首筋に顔を寄せて、キリンは少し間をおいてから、ゆっくりと甘い毒を含んだ言葉を突き刺した。

「だから、きみは傷つくんだよ」

　次の瞬間、クダンは初めてキリンの存在に気づいたように、急な動作で大きく距離を取った。まるで暴漢にでも襲われたかのような、弱々しく不安と恐れに満ちた目で、クダンはキリンをにらみつける。

「あの一番新しい手形が物語っているよ。いつまでもここにはいられない。純粋ではいられない。人は汚けがれる必要がある。人間自身が生み出してしまった、大きくて複雑な社会に適応するためにね」

「私はこの広場の子供たちのように、自分が純粋であるだなんておごってはいない」

「だったら、予言なんてやめてしまえばいいんだよ。自分を忘れられる辛つらさに比べれば、友人が少々の災わざわいに遭うぐらい……見過ごせばいい。気づかぬふりをすればいい。我慢してもらえばいい。ほら、それですべては解決じゃないか！」

　いつになく強い口く調ちようになってキリンはクダンに語り続けた。

　赤みがかった夕日を浴びて輝く髪が、少し乱れて、額に貼はりついている。どんなときでもスマートな態度を忘れないキリンが、これほど感情的になることは珍しかった。

「きみの心の中に、鵺ぬえを飼えばいい。予言など、そいつに喰わせてしまえ！」

　乱暴とさえ感じられる激しい口調で、キリンはクダンに告げた。

　しかし、そんなキリンにクダンは低く静かな声で一言だけ呟つぶやいた。

「……聞かせて」

　じっとうつむき、クダンはキリンの言葉を待つ。

　しばらくの沈黙のあと、キリンはいままでの態度から一変して、急に冷ややかな目つきで問い返した。

「なにを聞きたいんだい？」

「次の噂うわさ話を」

「じゃあ、きみはまだ鵺を探すというのかい？　その判断はもはや愚かさを通り越して、哀れにさえ感じるよ」

　いつもの甘い声とはまったく性質の違う、触れたものを切り裂き、凍りつかせる、鋭く冷たい刃のような言葉で、キリンはクダンを両断する。



    

  
    
      



    

  
    
      「ごめんなさい……あなたの気持ちは――」

　そんなクダンの言葉を、キリンは途中で遮った。

「いいよ、いいよ。きみはいつもままならぬ存在。だからこそ、僕はきみと一緒にいることがこの上なく楽しいんだ」

　キリンの口く調ちようはふたたび、いつもの淀よどみない、聞く者の心をくすぐる音楽的な魅力あるものに戻っていた。

　ただ、そんなキリンの様子とは対照的に、クダンの表情は暗く曇る。

　身体からだを小さくしてうつむくクダンから目をそらして、キリンはさきほどよりもさらに明るく、やや芝居がかった口調で語り始めた。

「じゃあ、きみに次のお話を聞かせてあげよう。ここから少し離れた街のちょっと不思議だけど、本当にあった話――」



    

  
    
      


終幕





　喫茶店ドラゴンのマスターは、クリーム色の洒落しやれた封筒を手にして、上機嫌だった。

「どうしたんです、マスター？」

　バイトの香か奈なが声をかけてきた。

「うん、お客さんから手紙が届いたんだ」

　それは、一人旅の途中でドラゴンに立ち寄ってくれた女子大生からの手紙だった。おすすめのソフトクリームが美お味いしくて、良い旅の思い出になったとお礼が書かれてある。

　そのぐらいのことで手紙をくれるというのはちょっと珍しいと思ったが、不思議とこの店のことが深く印象に残っていたので、思わず筆をとったのだと手紙には書いてあった。

「今度は好きな人か、友達と一緒に来たいってさ。いいねぇ、若い人は」

　ともあれ、一人旅の途中に安らぎの場を提供できたのなら、喫茶店のマスター冥みよう利りにつきるというものだ。

「たぶん、その人ってマスターの絵を気に入っていたお客さんですね。私、ちょっとお喋しやべりしたんですよ」

　香か奈なは手紙の差出人の住所を見て言った。

「嬉うれしいね、僕の絵を気に入ってくれるなんて。他ほかにどんなことを話していたの？」

「どこから来たんですかとか……あと、なんだったかなぁ？」

　香奈は曖あい昧まいな顔をした。

「なんだ、憶おぼえていないの？」

「うーん、なにか大切なことを話したような気がするんだけど……？」

　どうも最近、香奈は物忘れが多い気がする。

　クダンがバイトを辞めてから、ひとりでフロアを切り盛りしていて忙しすぎるせいだからだろうか。もっとも、香奈はそんな素振りを見せることなく、いままでもずっとひとりだったかのように文句もいわずに働いてくれていた。

　マスターが香奈の時給をアップしてあげようかと思案していると、カランカランと入口の鐘が鳴った。

「いらっしゃ……おっ、琴こと音ねちゃんじゃないか」

「こんにちは、先生。リョウくん、いますか？」

　やってきたのはマスターが趣味で先生を引き受けている絵画教室の生徒、琴音だった。

「ああ、いるよ。お～い、亮りよう平へいっ！」

　マスターが呼びかけてから、だいぶ間をおいて、亮平が厨ちゆう房ぼうから出てきた。

　手にはナポリタンが二皿。マスターと香奈の昼食のまかないである。

「はい、おまたせ。特製ナポリタン二人前」

　亮平はカウンターに皿を並べる。

「こっちはいいから、お客さんだぞ」

　マスターは亮平のおでこを指で突つついた。

「なっ、琴音！　店に来るなって言ったろ」

「だって、リョウくん、携帯に出てくれないんだもの……スケッチにいい場所を教えてくれるって約束だったのに。忘れちゃったの？」

　琴音はスケッチブックを胸に抱きしめて、少し口をとがらせる。

「わ～ってるって、憶えてるって！　これがすんだら、電話しようと思っていたところだったのっ！」

　カウンターにナポリタンを置いた亮平は、琴音のほうへと駆けだそうとしたが、なにを思ったのか急に立ち止まった。

「ほらほら、亮平、早くしろよ。女性を待たせるなんて男として最低だぞ」

　マスターはにやにや笑いながら、亮平をひやかす。

「ちょっと待ってて！　置いていくものがあるのっ！」

　そう言って、カウンターの奥にある事務室に飛び込んでいった。

「なにしてるんだか、あいつは……ごめんね、琴音ちゃん」

「いいえそんなっ！」

　琴こと音ねは少し顔を赤らめて、手を振った。

「ほら、行くぞ！」

　事務室から飛び出してきた亮りよう平へいは、マスターと話をしていた琴音を置いて、もの凄すごい勢いで外に駆け出していった。

「あっ、待ってよ、リョウくん！　じゃあ、先生、いってきますね」

　琴音はきちんとマスターたちに頭を下げてから、店を出て行く。

　店内の窓からは、外で二人がちゃんと落ち合い、仲良く並んで坂道を下っていく姿が見えた。

「なっ、なんですか、あの子は!?」

　ぽかんとした顔で、そんな二人の姿を見送った香か奈なは、突然、我に返ると身を乗り出して尋ねてきた。

「ん、あれは亮平の彼女……のようなもの？」

　マスターも中途半端な顔つきで首を傾かしげる。

　そういえば、小学生の亮平と、中学生の琴音は、どこで知り合ったというのだろう？

「亮平のやつ、年上の彼女なんて、な～まいき～っ！　たくっ、うちの裕ゆう樹きといい、最近の小学生は、ホントに生意気、生意気っ！」

　香奈はカウンターをバンバン叩たたいて憤ふん慨がいしている。

「香奈ちゃんも好きな人ぐらいいるんじゃないの？」

「え～っ、気になっていた人はいましたけど。なんか縁がなかったみたいで……」

「あの難しそうな本を読んでいた二枚目だろう？」

　マスターは、香奈が妙に意識している常連客がいることに気づいていた。

「ううううっ、最近、あの人ちっとも来てくれないんですよ～」

「そりゃあ、残念だったね。もっと身近なところで相手を探したらどうだい？」

　余計なお世話かと思って口にはしなかったが、あの常連客のような男は香奈には似合わないと思っていた。お客の悪口を言うつもりはないが、あれは微笑ほほえみながらどんな悪わる巧だくみだってできるタイプだ。

「私も今度は年下にしようかなぁ」

　香奈はフォークでナポリタンを突つつきながら、ぼそっと呟つぶやく。

「香奈ちゃんは世話女房タイプだから、そっちのほうが相性いいかもよ？」

「どっかに、素直で可愛かわいい年下の男の子はいないものですかね」

「はははっ、うちの亮平は勘弁してくれよ。三角関係なんかになったらややこしい」

「小学生には手を出しませんよ～っだ！」

　口のまわりにケチャップをつけまくりながら特製ナポリタンをやけ食いしている香奈を残して、マスターは事務室に戻る。

　そして、せっかくもらった手紙をケチャップで汚される前に、大事に机の中にしまった。

「あれ、なんで道具が？」

　見ると机の下に置いてあったはずの水彩画の道具入れが、引っ張り出されたままになっていた。

　道具入れには、マスターの本名、鳥とり居い良よし夫おの「良」から取られたあだ名「Ryo」というサインと、そして子供の頃ころにつけた緑色の手形。これは小学生のときに市の絵画コンクールで優勝したお祝いとして両親に買ってもらって以来、ずっと愛用している道具入れだった。

　マスターは何気なく道具入れを開けてみる。

「おや……これは」

　使い古した絵の具がたくさん入った箱の中で、マスターが普段使わない緑色のチューブが一番上に載っかっていた。

「亮りよう平へいのやつ、これを返していたのか……そうか、あいつも広場を卒業か」

　だいぶ減っている緑色のチューブをもてあそびながら、マスターは寂しさと嬉うれしさがないまぜになった表情をする。

「今度はあの子に料理じゃなくて、絵を教えてやるかな」

　なんとはなしにチューブから少し絞り出した緑の色は、いまも昔も変わりなく――

　あの昔日の雪の広場を、マスターに思い出させてくれるのだった。

おわり



    

  
    
      


　あとがき



　みなさんもご存じのとおり、言葉で伝えられることは本当に限られています。

　それでも、人は言葉を使って多くのことを伝えてきました。

　たとえどんなに不完全なものであっても、やっぱり言葉には強い力が宿っています。

　言葉ひとつで、人を傷つけることも、励ますことも可能です。失言ひとつで人生を狂わせてしまった人もいれば、時を超えてたくさんの人の心を支えている名言もあります。

　実体のないものが、こんなにも世界を変える力を持っているって、ちょっと不思議なことですよね？

　できたら優しい言葉が、世界に満ちていればと思いますが、まわりを見まわしてみる限り、残念ながらどうもそうはいかないようです。

　言葉と文字はイコールではありませんが、共通点の多い仲間です。

　私は文字で――文章で気持ちを伝える仕事をしています。せめて優しい文章が少しでも世界に増えてくれればと思いながら、また一冊の本をみなさんの手元にお届けします。

　そんなわけで「クダンの話をしましょうか」シリーズの二作目です。

　ちょっと大げさな出だしでしたかね？　すみません。



　今回、クダンが鵺ぬえを探す舞台となった街は、北海道のとある観光都市がモデルです。地名は明記しませんでしたが、勘の良い人ならすぐにわかるのではないかなと思います。

　それにしても、北海道はいいですよね～

　特に新鮮な魚介類と乳製品とジャガイモが良いです。バターは最高の調味料ですっ！



　さて、今回の物語を書くにあたって、貴重なご意見をいただきましたＳＵＺＵＮＥ様には、この場をお借りしまして御礼申し上げます。いつか北海道で新鮮なイカとイクラを！

　そして、今回も素敵なイラストを描いてくださった朝あさ未みさんにも感謝を。チビキャラのクダンがとっても可愛かわいくて、大好きです。

　最後に、もちろん本作に最後までおつきあいをいただきました読者の皆様には、最大の感謝を捧ささげます。ありがとうございました！



　ところで宣伝ですが、本作の幕まく間あいのお馬ば鹿かなノリが好きなかたには、私の別シリーズの小説「神様のおきにいり」をおすすめいたします。本シリーズの幕間と本編を逆転させたようなバランスの、コメディがメインの物語ですので、良かったら是非ご一読を。

　特に二巻以降は、ほのぼのもふもふにあふれかえっていますよ。

　それでは、またみなさんと次の作品でお会いできれば幸いです。



内うち山やま靖やす二じ郎ろう



    

  









    
      

　著者

　内山靖二郎（うちやま・やすじろう）

　　第２回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞に『神様のおきにいり』で佳作を受賞。シリーズ化され、現在四巻まで発刊。

　　趣味はＴＲＰＧというアナログゲーム。「クトゥルフ神話ＴＲＰＧ」に関する書籍や雑誌記事の執筆もしている。

　　珍しいものを食べることが好き。なんでもよく食べるが、サヤインゲンだけは苦手。



　イラスト
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